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１　猫の懸想









　メルヴィア・フォレスト、大猫族の二十歳。父が魔王に抜ばっ擢てきされ宰相の地位に就いている、成り上がり貴族の長女。魔界の学園三回生、魔力の揺らぎは治まり安定して出力できるのに、うまく人型をとれず獣耳を消すことができない残念な体質。

　彼女は恋をしている。







　メルヴィアは毎朝繰り広げられる光景を横目にため息をついた。

「ファルマス～！　私の精気、食べてぇ」

「別にいいけどさぁ、どっか調子悪いの？」

　美丈夫が華やかな魔族たちに取り囲まれていた。

　ファルマスと呼ばれた彼は、橙だいだい色をまだらに溶かし込んだような銀色の髪をしている。銀色の髪──すなわち淫魔である。男女ともに細身が多い淫魔のなかで、彼は珍しく体格が良く大きい。少し癖のある髪を短めに切り、優しそうな垂れ目で、瞳は海を思わせる青色をしている。うっとりするような美貌を持ちながら、大らかな性格が溢あふれ出ていて非常に愛あい嬌きょうがある魔族だ。

　彼と同族の淫魔の女生徒がキスをねだった。ファルマスはぐいぐい近寄ってくる顔を押さえ、その額に唇を寄せた。

「あん、唇にキスして欲しいのに」

「ちょっと味見したら分かるから。君の精気はいつも通りの林りん檎ご味、特に体調も悪いところはなし。あと言っとくけど、俺は《魅惑》にかからないからねぇ」

「んもう。バレたか」

　幾度となく見てきた光景だが気が滅入る。唇にしないだけマシではある。淫魔であるのに、寄ってくる者を手当たり次第ぺろりと戴かないのは珍しいのだ。彼らにとって唇のキスなど挨拶程度のものである。

　だからこそか、淫魔であるファルマスは《安心安全のファルマス》などとも呼ばれていた。

「ファルマスぅ、俺の精気も味みてくれない？　なんか魔術の調子よくないんだよな」

「それってお前の実力なんじゃないの？　マァいいけど」

　クラスメイトの男子が名乗りを上げる。これも日常茶飯事で、男女問わずファルマスに精気を食べてもらおうとする者はたくさんいる。

　当の男子が腕をまくり上げ、ファルマスは腕の内側をぺろりと舐なめた。

「んー……胃か、腸かな。お前、変なもの食った？　もしくは最近ストレスが増えたとか」

「そういえば、二日前に怪しい物食べさせられたかも……」

　ファルマスは精気を食べることで対象の不調を感知できるらしい。そんなことができる淫魔は学園では彼だけであり、彼も何となく感覚で分かるだけと言うので、やろうと思って習得できるものでもない。そのため、恋愛的意味で近づきたい魔族も、自分の精気の味や不調の原因を教えてほしい魔族もファルマスに寄ってくるのだ。

　メルヴィアはその様子を羨ましそうに眺めるだけである。ちなみに精気を食べてもらったことはない。そんなメルヴィアの額を、友人のミーアが小突いた。

「あんたも精気食べてもらえばいいじゃん。断らないでしょファルマス君は」

「うう、そうなんだけどぉ……」

　こうしてファルマスをこっそり見つめるのも入学してすぐから、もう三年目だった。ミーアだけはメルヴィアの片思いを知っている。

「せっかく同じクラスになれたのに、この半年間全然行動に移せてないじゃん」

「だ、だって」

　ファルマス君があまりにも格好良くて、近づいたらドキドキして心臓破裂しそうだし……いつも綺麗な人たちに囲まれてるし──と、弱々しく言うメルヴィアにミーアは呆あきれたため息をつく。

「あんただって可愛いわよ？　特にその純粋培養初恋一直線なところが私好み」

「そんなこと言ってくれるのはミーアちゃんだけだよ。いつもありがと」

　嬉うれしいけれどどこか困った顔で笑うメルヴィアを、ミーアがよしよしと撫なでた。



　メルヴィアは大猫族の魔族である。髪は茶色がかった薄い金色のショートボブで、頬にかかる部分を長めに伸ばしている。人型の姿はとれているのに耳だけは猫耳という残念な体質で、菫すみれ色と水色がマーブルされた獣耳はぴょこんと存在を主張していた。角や獣耳を顕現したままの魔族もいるが、学園では少数派であった。

　魔界の数ある種族のなかでも、大猫族の気性は特に温厚である。メルヴィアの身長は小さく、顔も丸くて小さくコロンとしている。そこに猫らしいパッチリとした菫色の瞳、小さな鼻に桜色の唇。ミーアは友人の欲目で可愛い可愛いと言ってくれるが、メルヴィアは自分に自信がない。魔族は皆それぞれ美しく生まれ、その多くは身長が高くスタイルが良い。大猫族は全体的に背が低く、メルヴィアは色気もないのだ。

「あんた、純粋な大猫族らしくホンット奥手よね」

「奥手……」

「そんなメルヴィアに、淫魔が相手ってのは心配なんだけど」

「相手、って。ただの片想いだよ」

「淫魔に告ったらすぐ食われて飽きたらポイじゃない？　まあそれで皆満足してるみたいだけどさぁ。それだけの価値があるのかしらねん」

「……ファルマス君はそんな感じに見えない、と思う」

「うーん。まぁ同じクラスになってから三ヶ月、私も見てきたから頷うなずけるんだけど……そこがまた胡散臭くもあるんだよねぇ。あまりに清廉潔白過ぎる。でも一つ、噂うわさというかコレはホントな話はあったわ」

「なあに？」

「ものっすごい妹至上主義シスコンらしい」

　それならメルヴィアも知っていた。むしろ、見てしまった。




　学園の傍にある森には多くの魔獣や動物がいる。メルヴィアは大猫族であることから、猫と意思疎通ができるし向こうから寄ってきてくれる。なので学園の至る所に植えてある大木の上で、猫とじゃれ合うことが多かった。

　今年の春のこと。その日も木の上で数匹の猫と戯れていたら、艶やかな黒髪をポニーテールにした女の子が近くを歩いてゆくのが見えた。魔族で黒髪は珍しいなと思っていると、違う方向からファルマスがやって来る。メルヴィアは猫と気配が同化しているからか、大木の上にいるときに誰にも気付かれたことはない。ただ、片想い相手が現れたことにメルヴィアは緊張した。

　ファルマスはメルヴィアに気付くことなく、黒髪の女の子の方へと駆け出した。

「ライラちゃーん！」

　その声が今まで聞いたことのない喜びを含んでおり、メルヴィアの体が硬直する。傍にいた猫が『どうしたのメルヴィー？』と心配そうにした。

「え、ファル、んむっ」

　ファルマスはライラと呼んだ彼女に近づくと、強引に頬を包んで唇に口付けした。

（……‼）

　メルヴィアはサァッと血の気が引いた。ドクドクと心臓が嫌な音を立て、ぎりりと引き裂かれるように痛む。その様子に周りにいた猫たちがメルヴィアに寄り添い、慰めようとしてくれる。

　ファルマスが自分からキスするところは見たことがないし聞いたこともなかった。しかも唇にである。

　当のライラはファルマスの胸をドンドン叩き始め、それでも離そうとしないファルマスに、脇腹へと強烈なフックを打った。

（う、うわぁ……）

　目の前の光景に絶望しながらも、ライラの打撃に若干引いたメルヴィアだった。

　よろけながら顔を離したファルマスは、予め防護魔術をかけていたようで大したダメージは負っていない。それににこにこと笑っている。どうやら二人にとってこのやり取りは普通なのだと察する。

　さようなら、初恋。

　メルヴィアが項垂れていると、二人の会話が聞こえてきた。

「もぉ！　学校では本当にやめてよね、ファル兄！」

「いいじゃん減るもんじゃないし」

（ファル兄？）

「兄妹でこんなのフツーじゃないから！　分かってる？」

「だってライラちゃんの精気美味しいんだから仕方ないだろー」

（兄妹？　あの黒髪の子、淫魔なの……？）

　今まで見たこともないファルマスの甘々な様子に驚きながら、ライラと呼ばれた彼女が淫魔らしいことに愕がく然ぜんとする。淫魔と言えば銀髪で、妖艶な容姿を持つ。しかし彼女はそのどちらでもなかった。可愛らしい容姿をしているが、淫魔とはかけ離れた無む垢くそうな容姿だ。

　そこでメルヴィアは思い出した。ファルマスの実家、格式高い名門の伯爵家トゥーリエント家には、人間の妾が産んだ半魔がいると。その令嬢は社交界に出ておらず、《箱入りお嬢》と呼ばれていると。

　そうか、彼女が──とメルヴィアは二人を見る。見たこともないファルマスのデレデレっぷりに、ああ溺愛してるのだなと思う。

（もしかして、異母妹が……）

　ファルマスの尋常ならざる様子に、禁断の恋をしているのじゃないかと傷つきながらも思うのだった。







「今年、妹が入学したみたいよ。どうやら異母妹で半魔らしいけど、見かければ抱きしめに行ってるみたい。普段と違って顔がふにゃふにゃニヤけちゃってるから、重度のシスコンだと言われているわ」

「シスコン……ではなくて、禁断の愛……」

「あんた何言ってるの？」

　あれだけデレデレ溺愛しているのは妹に抱く愛情、それ以上のものがあるのではないか？　メルヴィアにも兄がいるが、あんなのはあり得ない。兄にデレデレとキスされる……想像しただけで悪寒が走った。多分向こうも同じだろうが。

「見たことあるの。すごく幸せそうに、ちゅ、ちゅーしてた」

「へぇ、キスねぇ」

「唇にね、ぶちゅっと」

「……うわぁ」

　想像以上だわ、とミーアは呟つぶやく。そしてもう一つ思い出したように言った。

「ファルマス君のお兄様、アルフォード様を知ってる？」

　勿もち論ろん知っている。学園で彼の者を知らない生徒はいないだろう。この学園で一番美しい魔族と言われており、その奔放な性でも浮名を流している淫魔だ。トゥーリエント家は三人きょうだいである。

「アルフォード様が妹に場所を弁えずキスしてるの見たことあるわ。まぁアルフォード様は誰彼かまわずキスする方だし、違和感はなかったのよね。そのあと何故か兄妹で肉弾戦みたいな応酬が続いてたけど。そういう家なんじゃない？」

「きょ、兄弟で妹を取り合ってるの……？　きんしんそうかん……」

「ええ？　思い悩みこじらせ過ぎじゃないアンタ。まァ、淫魔って何でもアリって感じがするから、一概に否定できないのがアレだけど。これは風評被害かしら」

　どちらにしろ、自分がファルマスに近づくのは容易でない。ちら、とファルマスと彼を取り巻く美女たちを眺め、今日もまたメルヴィアは初恋を燻くすぶらせる。





　　　　　○　○　○






　メルヴィアがファルマスを知ったのは学園に入学してすぐだった。同じクラスではないが、群を抜いて美丈夫であるファルマスが有名になるのに時間はかからなかった。

　魔界に生まれた魔族は十八を数える年に学園へ入学する。だいたいその頃には魔力のゆらぎが収まっているからである。長閑な地、火の海の地、険しい雪山に、草原広がる美しい丘陵地帯──魔界中から様々な種族が集まってくる。

　獣属性の魔族は種類も数も多く、戦闘能力が高いとされている大狼族や大鵬族などがよく知られている。メルヴィアの属性である大猫族は、多くもなければ少なくもない中間勢力だ。

　淫魔はその圧倒的な美貌から有名だが、数としては少ない種族にあたる。恐ろしい程の美しさで他を虜にする特性を持っている彼らが得意とするのは《魅惑》や《催淫》。《魅惑》はかけた者を一時的に虜にさせてしまう恐ろしい技で、状態の程度や有効時間は淫魔個人の魔力による。全ての者に効く訳ではなく、術者とかける対象の魔力値や強さなどに左右される。

　普通なら忌避される存在になり兼ねないが、無理矢理《魅惑》をかけてモノにすることようなことは殆ほとんどないらしい。まずそんなことをしなくても、美しさと夜の営みの巧さから蜜に群がる蟻のように相手から寄ってくる。さらに言えば淫魔は《魅惑》ではなく、自分自身で口説き堕とさないとプライドが許さないみたいだ。

　魔族の多くが奔放な恋愛を好むこともあって、淫魔の恋愛における市場価値は高い。その淫魔の中でもエリートと呼ばれるトゥーリエント家の次男については、入学前から話題になっていた。一つ上の長男であるアルフォードがぶいぶい言わせていたからもあるだろう。

　ファルマスは生粋の淫魔らしい妖艶な美貌を持ちながら、一般的な淫魔に比べるとかなり親しみやすい雰囲気があり、同性の友人も多いらしい。

　そんなファルマスの噂を聞きながら、自分には関わりのない人なのだろうなとメルヴィアは思っていた。伴侶を一途に愛することで知られる大猫族は、淫魔と聞いただけで尻込みしてしまうのだ。

　自分だけを愛してくれる魔族と添い遂げたい。

　メルヴィアのフォレスト家は、父が宰相に就いたことによる成り上がり貴族だ。実力主義の魔王は、魔力や戦闘能力は高くなくとも智謀に長ける父を宰相にした。貴族でも何でもなかったフォレスト家は突然侯爵位を授かった。

　当然、そのおこぼれに与ろうと、怯おびえながら社交界に出たメルヴィアに声をかける男もいた。ぎらぎらした目に、透けて見える野心と下心に恐怖したメルヴィアは逃げ回る。大猫族の彼女は逃げ足だけは速かった。

　学園入学前のある夜会のときのことだ。いつものように逃げ、ひっそり隠れていた木の上の近くに、メルヴィアを追っていた男たちがやって来た。聞くつもりもない彼らの会話が聞こえてくる。

「どこに行ったか分かるか？」

「いや、速すぎて無理だ。普通ドレスであんなに動けるか？　これだから成り上がりのハリボテ令嬢は」

「本来なら誰も好き好んでお前なんか選ぶかっつーの。ちんまいくせに」

「もうちょっと美女ならな……こっちもやる気出るんだけど」

　メルヴィアは息を殺した。かたかたと体が震えるが、見つかる訳にはいかない。

　しばらくして彼らが去ると、こらえていた涙が溢れてきた。

　怖かった。分かってはいたが彼らの言葉には傷ついた。そもそもメルヴィアは社交界になど出たくなかった。行きたくなさそうにするメルヴィアを見て、いつもは憎まれ口を叩く兄はこう言ってくれたのだ。「ちゃんと可愛いから、大丈夫だ。頑張れ」と。

　その夜は舞踏会が終わるまで木の上で過ごし、沈んだ気持ちを隠せないままメルヴィアは屋敷に戻った。いつになく暗かったのか、兄には心配された。

「メル、大丈夫か？　何かあったか？」

「ねぇ兄さん、私、恋愛結婚できるのかな？　侯爵家の娘だってことを抜きにして、私を好きになってくれる魔族はいるのかな？」

　あまりにも正直に言い過ぎたと今は後悔している。

　兄は何があったのかおおよその検討がついたようで、珍しく妹の頭を撫でた。

「父さんは、政略結婚なんて全く考えてない」

「うん」

「……大丈夫だ。現れる。お前も、好きな奴を見つけろ」

「……兄さんは好きな方いるの？」

「秘密」

　それまでメルヴィアは恋もしたことがなかった。毎日のん気に過ごし、趣味のお菓子作りをしては兄妹たちに振る舞い、猫たちと戯れることが幸せだった。父が宰相になってからは、侯爵家の一員として嫌々ながら社交界に出席し、目立たない片隅を移動しつつ、隙を見てどこかに隠れてやり過ごす。

　十七を迎え、学園の入学を目前にして将来のことを考えるようになった。父のようにものすごく頭が良い訳ではなく、魔力も強くなければ、特にやりたいこともない。好きなことはお菓子作り。食文化が異様に発達している人間界に行き、修行をするのも素敵かもしれない。そして魔界に帰って菓子店を開く──。




　学園に上がると、生徒の中には社交界で顔を合わせた相手もいた。と言うことは、キャンパスには野心を叶えるために声をかけてくる男たちもいるのだと気付いたときには遅かった。

　移動教室からの帰り道、男子三人組に囲まれたのである。

「メルヴィア・フォレストさん、こんにちは。覚えてるかな？」

「舞踏会や昼食会じゃ、メルヴィアさんいつもどこか行っちゃうから。僕たちずーっとお喋しゃべりしたかったのに」

「ええと、その、通してもらえませんか」

「同じ学年だしね、これから仲良くしようよ」

　彼らはメルヴィアの話など聞く気はない。

「この耳、可愛いね。触ってもいい？」

　そう聞いておきながら、勝手にメルヴィアの獣耳を触った。血の気が引くほど嫌な感触に悪寒が走る。強行突破しようとすれば、一人の男子がメルヴィアの肩を掴つかみ、至近距離で目を合わせてきた。うまく聞き取れないが古語を呟いている。

「……っ！」

　一瞬、ぐらりと視界が暗くなった。魅惑の術だと本能が理解する。しかし目の前の男子は淫魔ではない。ひ弱そうなメルヴィアを甘く見過ぎていたのだろう、その程度じゃ効かないのだ。一体どう術を発動させたのか、非常に気持ち悪くなっていく。

「おい、効いてないんじゃないか。お前が魅惑できるって言ったんだろ」

「おかしいな。でもこれ効いてるんじゃね？」

　メルヴィアはせり上がってくる吐き気で体をくの字に曲げた。とにかく気持ち悪い、吐きそうだ。早くこの場から逃げたいのにどうしよう──と思ったときだった。

「なにやってんの？」

　場に不釣り合いな飄々とした声が聞こえた。メルヴィアを囲んでいた男子たちがたじろいだのが分かる。顔を上げると、そこにはびっくりするほどの美丈夫がいた。

「あーあー淫魔でもないのに魅惑なんてやろうとして。馬鹿じゃない？　魅惑の意味分かってんの？」

　美丈夫は男子たちを押しのけ、メルヴィアの前に屈みこんだ。真剣なまなざしで顔を見られる──彼の瞳には心配の色があった。

「術を弾いたんだね。頑張ったね。気持ち悪いんでしょ？　ちょっと待っててね」

　よしよし、とまるで妹にするようにメルヴィアの頭を撫でると、元凶である男子たちを睥睨した。

「おまえ……トゥーリエント家の」

「女の子は大切にしないとねぇ？　俺、あんまり魅惑かけるの好きじゃないんだよナァ。別に楽しいもんでもないし……そうだぁ、お前らが味わってみる？　束の間、俺の傀儡になってみる？　本当の《魅惑》がどんなものか知りたい？」

　軽い口調で言っているが、凄まじい怒気がはらんでいた。

「あは、やだよねぇ。……なぁお前ら、これから一切彼女に近づくなよ。もし近づいたら──恥ずかしくて学園に来れなくなるようなこと、してあげる。お前らを傀儡にするぐらい、俺は簡単だからね？」

　男子たちは冷や汗を垂らしたような酷い顔で頷き、逃げるように去って行った。

（銀と橙色の髪の淫魔……この人がファルマス・トゥーリエント……。こんな近くで初めて見た）

　吐き気と眩暈めまいで朦もう朧ろうとしていくなか、すごいなぁとメルヴィアはぼんやり思った。にじみ出る魔力の威圧が、淫魔に不釣り合いなほど凄まじかった。

「ちょっと失礼するね」

　ファルマスはメルヴィアを軽く横抱きにした。メルヴィアは突然のことに吃驚びっくりしたが、羞恥よりも気持ち悪さが勝った。ぐったりしたまま身を任す。

「大丈夫？　吐く？　……もし良ければ、俺が魅惑で上書きするけど」

　上書き？　とメルヴィアが目線で問うた。

「その最低な魅惑を取り除きながら、俺ので相殺させる。虜にさせるとかはしないよ。いきなりそんなこと言われても信じられないかもしれないけど」

　ファルマスのような人が、わざわざメルヴィアを虜にするとは思えない。フォレスト家は侯爵位であるが当代限りであるし、格でいえばトゥーリエント伯爵家の方が遙かに上だった。

「う、うわがきで、おねがいします……」

「ん、分かった」

　ファルマスはメルヴィアを優しく抱きかかえ、医務室を目指した。家族以外で、異性とこんなに密着するのは初めてだったが、メルヴィアは不思議と安心感を覚えていた。

（……変なの）

　医務室には先生がいた。メルヴィアの顔をさっと見て、粗雑な《魅惑》に反発したためだとすぐに察した。

「ファルマス君じゃあない、わよね？」

「もちろんです。俺が相殺しようと思います」

　メルヴィアは確認されるように先生に見つめられたので頷いた。

「そうね。私が処置するよりも、そっちの方がいいと思うわ。ファルマス君なら安心して任せられる。お大事にね」

　ファルマスはメルヴィアをベッドに座らせ、自分は床に跪ひざまずいた。下からメルヴィアを覗のぞき込む。

「俺の瞳を見ててね。できるだけ何も考えないで」

　ファルマスの瞳は湖のように澄んだ青色をしていた。なんて綺麗な魔族なんだろう。ぼうっと見つめていると、ファルマスの手がメルヴィアのおでこを覆う。その手が当てられているところから、清らかな水がすぅっと体中を巡っていくような感覚がした。そっと手が離されると、もう気持ち悪さは無くなっていた。

「すごい……」

「治ったかな？」

　メルヴィアはこくこくと必死に頷いた。具合が落ち着いてようやく、先程あの男子たちに囲まれて《魅惑》に堕とされそうになっていたことを実感し、瞳に水の膜が張る。無関係であるファルマスの前で泣く訳にはいかないのに、涙は止まらずぼろぼろ落ちた。

「ご、ごめんなさい。ありがとうございます、ファルマス君。ほんとに、ほんとにありがとう……」

　もし、彼らの術の精度が良かったら、自分はどうなっていたのだろうか。考えると体が震えてくる。

「怖い思いをしたよね。もう大丈夫。もしもまた何かあったときは俺の名前を出してくれたらいいから」

　ファルマスは大きな手でメルヴィアの頭を優しく撫でる。妹をあやすようだった。

「《魅惑》は淫魔の十八番だからさ……あいつらは淫魔じゃないけど、普通の淫魔は無理矢理そんなことしないから。……稀まれにそういうクズもいるけど、淫魔を嫌わないで欲しいな」

　声のトーンを落として言うファルマスは不安そうな目をしていた。魅惑の術を得意とする淫魔と、その術自体は別物だと分かっている。それに、そもそも彼ら淫魔に《魅惑》が必要とも思えなかった。

　──こうやって間近で見つめられて熱烈に口説かれたら、すぐに堕ちてしまうのでは？

　世の淫魔評の意味が分かったメルヴィアは、ファルマスは何を言っているのだろうとキョトンとして首を縦に振った。

「もう分かってるだろうけど、俺は淫魔。ファルマス・トゥーリエントです」

「はじめまして。でも存じ上げておりました。ファルマス君は有名人ですから」

「えっそう？　俺も君のことを知ってるけどね、メルヴィア・フォレストさん」

「えっ」

　メルヴィアは本気で驚いた。こんな華やかで学園の中心にいるような人物が、自分のことを知っているなんて思ってもいなかった。社交界でちゃんと顔を合わせたことがあっただろうか、いや、ない。何故ならメルヴィアはいつも逃げ回っているから。

「俺も一応伯爵家だから、貴族名鑑に載ってたら分かるよ。ってゆーかフォレスト家は有名だし、大変そうだよね」

「そうなんですか……」

「突然侯爵になったもんだから大変でしょ。社交界とか正直面倒だし──さっきみたいな下種な野郎が、近づいてくるだろうしね……。メルヴィアさんは可愛いし」

（か、可愛い？）

　お世辞で言われたとは分かったが、それでも顔が熱くなるのは止められなかった。赤くなる顔が何だか恥ずかしくて、急いで下を向く。

「あっ、えと、フォレスト家は父限りの侯爵位なんです。兄が大成したら分かりませんが──継ぐとしても兄ですし、本当は私に近づいても旨味はないんです。けれど色々勘違いしたり期待する魔族もいて」

「いや、稀代の抜擢宰相に近づきたい奴はごまんといるだろうし、メルヴィアさんが思っている以上に旨味はあると思う。それにこんなに可愛いんだから近づきたくなるって」

　もう一度口にした可愛いという言葉に、メルヴィアは苦笑した。妹を励ますような温かみを感じたのだ。

（ファルマス君はいい人だな。優しいし、私なんかでも親しみやすいようにしてくれている）

「ありがとう、ファルマス君。ほんとに、ありがとう」

　ファルマスは大らかに、にっこりと笑った。そのとき、医務室の窓から春風が吹き、二人の髪を揺らした。ファルマスは一瞬きゅっと目を瞑つむり、窓の方へ顔を向ける。

　その横顔を見て、メルヴィアの呼吸が止まった。

（きれい……ぽかぽかする）

　初めての恋だった。それを自覚したのと同時に、叶わない恋をしてしまったと胸がズキリと痛んだ。







　それからも、メルヴィアに寄ってくる男子生徒はいた。無理矢理何かしようとする訳ではないが、メルヴィア本人よりもフォレスト侯爵家に用がある感じは満載である。丁重にやんわりとお断りをしたり、得意の逃げ足とかくれんぼで凌いでいた。二回生に上がる頃には、メルヴィアに飽きたのかちょっかいをかけてくる男子はいなくなり、平凡な日々を送れるようになった。

　あの一件以来、ファルマスとばったり出会うことは無かった。メルヴィアが彼を見つけることはあるが、いつも多数の男女に囲まれていた。ファルマスは背が高いので見つけやすい。対してメルヴィアは小さく、いつも群衆に埋もれている。──とは言え、もしファルマスの目に自分が映ったとしても、わざわざ声をかけてくれるはずもないし、むしろあの日のことは覚えてすらいない可能性だってあると考えていた。

　実は一度、お礼にマフィンを焼いていったことがあった。プレーンとチョコチップとラズベリーの三種類。衛生面にはかなり気を付け、ラッピングもあえて簡素に、水色の細いリボンで袋を閉じただけにした。

　いざファルマスのクラスまで行き、美しい女生徒たちに囲まれているのを見て尻込みした。臆病になった。

（私、何してんだろ）

　ファルマスにしてみれば、あの日は偶然通りかかって、根っからの優しさと正義感で助けただけだろう。メルヴィアは手に持った袋に目を落とす。

（こんな、よりにもよって手作りなんて気持ち悪く思われるかもしれない。あんな綺麗な魔族たちに囲まれている人に、私なんか……）

　胸を高鳴らせてここまで来た自分自身が恥ずかしくなった。やたらキラキラして見えるファルマスたちを眺め、息が詰まる。

　メルヴィアは早足で自分の教室まで引き返した。「行って来い」と送り出してくれた友人が、持って帰ってきた紙袋を見て眉を曇らす。

「やっぱり渡せなかった。ミーアちゃん、一緒に食べてくれる？」

「いいわよ。あんたのお菓子大好きだもん」

　ミーアは美味しい美味しいと言いながら、三つのうち二つをぺろりと食べた。

「いや、ほんと美味しいわよ。そこらのお店より絶対」

「ミーアちゃん、好き」

「何ようあたしだって好きよう！」

　メルヴィアはひそやかにファルマスを目で追い、彼の周りにいる魔族たちに羨望とほんの少しの嫉妬を覚えながら、いつかこの恋が穏やかに終わりますようにと願った。

　ファルマスはよく女子に引っ付かれていた。それを振り払いはしないが、告白されても「深い関係にはなれない」と明確に言う。一夜だけの誘いも絶対にのらない。淫魔と言えば来る者拒まずと聞くが、ファルマスは一線を引いていた。

　この恋が早く終わればいいのに、と思いながらも、ファルマスが特別な相手を作らないことにホッとしていた。

　なんて浅ましいのだろう。




　今日はファルマス君に会えるだろうか。教室を移動するときにすれ違えると、それだけで今日はいい日だなぁと思う。そんな風に二年が過ぎ、メルヴィアは三回生に上がった。なんと、ファルマスと同じクラスになった。しかもミーアも同じである。

「メル、私たち一緒のクラスよ！　ファルマス君もいるじゃない。良かったわね」

「ミ、ミーアちゃん、どうしよう」

　ミーアと同じクラスなのはとても嬉しい。ファルマスと同じなのも勿論嬉しいのに、驚きと困惑があった。三回生にもなるとクラス単位の必修科目は少ないのだが、毎朝同じ教室に彼がいるのだ。心臓は大丈夫だろうか。

　慌てるメルヴィアに、ミーアは腕を組んで鼻を鳴らした。

「別にどうもしないわよ。今年こそは行動に移しなさいな。玉砕するなり、終わらせるなり、消失させるなり、次の恋を探しなさいよ」

「……成就する可能性はないんだね。うん、分かってました」

「違うわよ。むしろ私が淫魔にあんたをやりたくないだけよ。一途なあんたに、奔放なあいつらは正直お勧めしない」

「ファルマス君は浮いた噂聞いたことないけど」

「知ってる。でも全くないというのがまた怪しいんだって。学内では遊ばないのか、徹底して情報規制してるかどっちかよ。だいたいお兄様があのアルフォード様で、トゥーリエント家よ？　あり得ないわ」

　ミーアは自信たっぷりに言う。メルヴィアは反論したいが、その可能性も捨てきれないので黙った。

「ああもう、ごめんね。そんな顔しないで、あんたの恋を否定したい訳じゃないから。ただ、酷く傷つくところを見たくないだけなの」

「うん、知ってるよぉ。ミーアちゃんと同じクラスで嬉しい」

　魔界の学園生活も折り返し地点。卒業するまで五年間、ずっと眺めているだけのジメジメした片想いで終わるのもどうかと思う。同じクラスになれば、むしろ現実が見えて恋が自然と終わる可能性だってある。

　──なんて思っていたが、いつか助けてくれたときと同じく、ファルマスは陽だまりのような大らかさでそこにいて、メルヴィアは恋心を募らせるばかりなのだ。





　　　　　○　○　○






　三回生の必修科目の一つには「魔術基礎実践」がある。一回生のときは「魔術基礎演習」であったものが、より実践な内容になり、魔術を使った戦闘を行うこともある。とはいえ、魔族全てが戦闘に特化しているはずもなく、より本格的な戦闘をしたい場合は個人で選択科目を選ぶのだ。必修科目としては、大怪我を負うような激しい戦闘をすることはない。

　本日の「魔術基礎実践」は、期末試験の練習も兼ねたサバイバル宝探しである。事前に内容は聞いていたものの、戦闘向きでないメルヴィアは気が重かった。

　場所は学園に面した森の一画。教師による闘技用フィールド結界が張られたそこで、生徒は攻撃を二回まで受けられる守護ワッペンを腕に貼る。青色のワッペンは、一度攻撃を受けると黄色に、二度受けると赤色に、三度目には黒くなり失格となる。制限時間は五十分、二人一組で挑戦する。広大な森に隠された宝玉三つを獲得してクリアするか、時間切れの時点で上位十組に生き残っていれば合格である。四クラス合同で行うため、全体数は六十組だ。熾烈な争いになる。

「単なるサバイバルバトルかと期待してたらそうじゃなくてガッカリ～。生き残れても、先に宝玉ゲットしてクリア十組でたら負けじゃない」

「ミーアちゃんはそうだろうねぇ。私はこっちで良かったよ」

「しかも攻撃魔術は程度が限られてるし……超上級魔術ぶっ放せないなんて」

「超上級しちゃったら巻き添えが出るでしょう……」

　メルヴィアたちはそれぞれ指定の運動着を着て、森の入り口の待機場にいた。白いＴシャツに幾何学模様の入った紺色の上着は同じだが、メルヴィアはショートパンツに黒いレギンス、ミーアは長ズボンである。物理耐性にも魔術耐性にも優れた学園の特別製だ。

「適当にやろうかしら、とか思うけど、攻撃を受けて失格になるのは嫌だわ」

「そうだよねぇ。先生方、うまいこと皆のプライドをつついてくるよ」

「合格した場合の賞品が学食の裏メニュー・事前予約必須のスペシャルコースっていうのがね、釣ってくるわ」

「こういう授業じゃないとゲットできないチケットだもんね」

　そういうことで生徒はやる気に満ちていた。

　時間になり、教師が透明の箱を持ってやって来る。中には紙片が沢山入っていた。

「全員集まってるー？　はい、今から皆お待ちかねサバイバルゲームを開始しまーす。今回はペアを組むので、くじで決めるねぇ。めんどうだから、先生が占星術を使って勝手にくじを配ります。相性の良い相手と組めるようにするから、先生を信じて、文句は言わないでね～。文句を言われても、先生の魅力で言うことを聞いてもらいまーす」

　美貌の教師はゆるい口調で言った。いつも怠惰な雰囲気をまとっている、緑色を混ぜたような銀髪の教師──デヴォンは淫魔である。

「魅力っていうか《魅惑》で言うこと聞かすんでしょうに」

「デヴォン先生の《魅惑》はすごいよねぇ……」

　吐き捨てるように言ったミーアに、メルヴィアは苦笑した。魔術の担当教師が淫魔だということに反発し、ナメて攻撃魔術をかけてきた生徒を皆の前で《魅惑》に堕としたことがあるのだ。デヴォンの脚にすがる様は見ていて可哀想なくらいだった。彼はそのあと一瞬間ほど学園を休んだ。

「はい、皆さん反論はなさそうなので、くじ配りますね～。〝運命の出会いよ、いざここに導かん〟！」

　デヴォンは短く詠唱し、箱ごと宙に放り投げた。紙片は白く光り、ばらばら舞い上がりながら飛んでいく。そしてそれぞれの手元へ落ちた。メルヴィアの数字は六、ミーアは二十八だ。

「メルと一緒になるのは難しかったか。じゃ、敵同士、頑張りましょ」

「うん。頑張ろうね」

　紙片はピリピリと震え、どこかに導こうとしてくれる。

　できれば気の合う相手でありますように。強くなくていいから、怖くない相手でありますように。

　そう祈りながら歩いて行くと、ちょうど向かいからこちらにやってくる魔族がいた。メルヴィアの目を奪ってやまない、魅力的な──

（えっ、嘘うそ、だって先生は相性の良い相手って……まっすぐこっちに来てる！）

　ファルマスがメルヴィアの目の前で歩みを止め、紙片の震えもおさまった。まさか嘘でしょう、とメルヴィアは呆ぼう然ぜんと彼を見る。ファルマスはぱちぱちと目を瞬かせた。

「メルヴィアさん、六？」

「あ、うん。もしかしてファルマス君も六？」

「そう。よろしくね」

「よろしくお願いします……！　たぶん足を引っ張っちゃうと思うけど、頑張るので、何卒……」

「あは。硬いよ、楽しんでがんばろ～」

　ファルマスが両掌を出してハイタッチを促した。メルヴィアは心臓が踊り狂っているのを必死で隠しながら、その両手にぱちんと手を合わせた。ファルマスは背が高い方で、メルヴィアは小さいのでかなり見上げることになる。手も勿論大きかった。

（ヒエエ……！　どどどどうしようミーアちゃん！）

　心の中で叫び、ミーアが行った方を見る。こちらの視線に気付いたミーアは、親指をグッと上げて肩の後ろに振り上げた。〝良かったじゃん。玉砕してきなさいよ〟である。ちら、とファルマスを見上げると、小首を傾げてにっこり微笑まれた。かっこいい。

「それぞれペアとは出会えたかなー。ペアが脱落したら一蓮托生だから助け合っていこーね！　ここのゲートから森に入ったら、番号毎の初期位置に転移させてもらうから～。何か質問ある奴いない？」

「はい先生！　三つの宝玉の隠し場所のヒントとかないんですか？　あと宝玉って何ですか」

　生徒の誰かがしてくれた質問に、皆はうんうんと頷いた。

「あっ、ごめんごめん説明忘れてた。宝玉は小さくてねぇ、直径一から五センチくらい。色は黄と黒と緑。四つじゃなくて三つ、ってとこもポイントね。何かに隠れて包まれているよぉ。それと──今回のフィールドは南東の森、そこの特性を考えてねぇ」

　まだピンときている生徒はいない。デヴォンはにへらと笑い、生徒たちをゲートの向こうへ送り込む。

「そんじゃあ──サバイバル開始ぃ！」




　メルヴィアとファルマスが転送されたところは草木が生い茂っている場所だった。花や川は見当たらない。

「んー。区画のなかでも端っこの方かな。水場があれば場所も分かりやすかったんだけどなぁ。メルヴィアさんはここどの辺か検討つく？」

　メルヴィアは配布されている地図を広げ、北西側を指す。

「たぶん、このへんかと……。山月草の茂る湖の匂いを若干感じるから」

「なるほど。すごいね、メルヴィアさん鼻がいいんだっけ？」

　こく、と頷く。大猫族は総じて鼻がきくのだ。山月草は甘いなかのスパイシーな香りが特徴的である。

「周囲に敵はいなさそうだけど……メルヴィアさん、こっち」

　ファルマスは大きな葉が生い茂る下に体を丸めて潜り込んだ。メルヴィアも隣にしゃがみ、近い距離にどうしようもなくドキドキする。そんな場合じゃないのに。

（集中──！　ファルマス君の足を引っ張るのだけは駄目！）

「宝玉の在処、どう思う？　俺は光属性と闇属性、あと無属性もしくはその他のことを示唆してると思う」

「私もそう思う。緑色だと言っていたので、たぶん治癒系統に関わるんじゃないかと」

　魔術系統のなかで基本的なのは火・水・風・地の四系統。別枠で、光と闇の二系統に、無属性がある。無属性のなかにはそこから派生した系統と、治癒も含まれている。『四つでなく三つ』というのはこのことを指す。魔方陣を発動させた際に発光する色みも、黄と黒と緑で合致する。

「属性毎に、小さい宝玉をきちんと隠さなきゃいけない。包んでるとも言っていたから、植物にあると思うの。花の蕾や、木の凹みとか」

「うん。南東の森は魔力を帯びた植物が多い区画だから、先生の言ってたことも当てはまる。一回生や二回生のときにも、何度かここで実習してるし」

「六十組ぶんの宝玉は用意してると思うから、そこそこ群生している植物に限られてくる、とは思うの。先生たちも用意するの面倒くさがりそうだし」

「確かになぁ。それぞれ二種類以上は用意してあるかもだけど……鉢合わせて戦闘になるだろうね。しかも、先生はあえて言ってなかったけどさあ」

　ファルマスが思案げに声のトーンを落とした。

「うう……やっぱりファルマス君もそう思う？　誰かがゲットした宝玉、奪ってもいい感じだよね……」

「むしろその方が楽だと思う奴は多いだろうねぇ。血の気多いもん」

　中盤からはあちこちで戦闘が起こるだろう。ペアの組み合わせは、戦闘向きでない者同士がペアにならないよう配慮はされている。ファルマスの淫魔族は本来戦闘向きではないが、《魅惑》という相手を無効化するような術が得意であるし、ファルマス自身が魔術実践科目をそつなくこなしているのでメルヴィアとペアになったのだと思われる。

「足を引っ張ったら、ごめん……」

「大丈夫、楽しくやろう！　それに、メルヴィアさんのことは俺が守るよ」

「うっ、うん」

　しゃがみ込んでいるから、普段よりも顔の距離が近かった。細まる垂れ目が愛おしげにこちらを見つめているように思えて、メルヴィアは息をのんだ。魅惑を使われているわけもないのに、たやすく呼吸を奪われる。

「メルヴィアさんはどういうスタイルでいきたい？　地道に宝玉集めるか、中盤から奪い合いに参加するか」

「地道に集めたい。ファルマス君は？」

「俺もぉ。気が合うね、良かった」

　じゃあ頑張ろうか、とファルマスが拳を突き出した。メルヴィアはコツンと拳を合わせる。作戦開始である。




　メルヴィアたちは白珠月草という光属性魔力を秘めた植物に当たりを付けた。草丈が十五センチ程で、月明かりが届く広々としたところに群生するのだ。見通しが良いところなので、戦闘にもなりやすい。

「メルヴィアさんって足すごく速いね。本気出したら余裕で俺より速いよね」

「ありがとう。大猫族は俊敏がウリなの。むしろファルマス君が速いと思う」

　ファルマスが周囲を警戒しながら、二人は順調に進む。一度や二度、敵と遭遇しそうになったが見つからずやり過ごせた。

　そうして目的地近くに着いた。白珠月草は樹木でまるく取り囲まれた原っぱに群生している。そこにはまだ誰もいないようだが、たぶん──

「何組か既に潜んで、周囲を窺うかがってるっぽいね。どうしようかな」

「ここは任せてほしい。行ってくるね──〝我を覆い隠して、幻影！〟」

　自分も役に立てそうだと、メルヴィアは奮い立った。詠唱した体に白い靄がかかり、消える。ファルマスは驚いて目を擦こすっている。メルヴィアが見えていないのだ。

　メルヴィアは白珠月草のところへ駆け、昼間は閉じている花弁の中を確認する。運良く、三つ目の蕾のなかに黄色い宝玉を見つけた。一センチ程の大きさで、うっすら発光している。それを手に握りしめ、幻影魔術の効果が消えないうちにと急いでファルマスの元に戻る。

「〝解除〟　──ファルマス君、宝玉あったよ！」

「わ、メルヴィアさん！　すごい、ありがとう」

「幻影術は得意なの。役に立てて良かった～」

「目の前であれだけ消えるもんな、見事な精度だね。あとさ～役に立つとか立たないとか考えないでよ。俺、メルヴィアさんと探索するの楽しい」

　ね？　とファルマスが片手を上げた。メルヴィアはそこにパチンとハイタッチする。緊張してぎこちなかった最初のときより慣れてきて、自然に笑えている。そういう空気をファルマスが作ってくれたおかげである。

「私も楽しい」




　次は治癒に使う薬草を採りに行く。二人が挙げた候補は三種類、調べながら東に進んだ。候補一つ目の薬草は外れたが、二つ目は当たった。アオスズカズラという丸い袋状の果実をつける低木である。宝玉を入れてある果実がぼんわりと緑色に発光していた。

「あった！」

　ぷちんと果実を採ったメルヴィアは、突然ファルマスに抱き寄せられる。彼の胸板に押しつけられるようにギュッとされ、漂う空気感の変化に身を固くした。

　ファルマスがパチンと指を鳴らし、足下から風が巻き起こる。それはカマイタチとなって頭上から降ってきた攻撃を全て弾いた。

「待ち伏せしてたぁ？」

　ファルマスはのんびりと言いながら、上に向けてデコピンをするような動作をする。指の先から空気の刃が出現し、ザザンと木の枝を切り落とすと二人の生徒が落ちてきた。彼らの腕にあるワッペンは赤色になっている。あと一回被弾すると失格だ。

「くっそ……いけると思ったのに」

　二人組の男子生徒だった。彼らはすぐさま起き上がって臨戦態勢を構えている。メルヴィアはファルマスにぎゅっと抱き寄せられたまま動けない。腕の中から見上げたファルマスは彼らを見てゆるりと笑った。

（ファルマス君、さっき無詠唱で魔術を使った。授業ではそんなことしたことなかったのに、本当はかなり強い……？　隠していたのかな）

「まだやる気？　逃げた方がいいと思うけど……君たちもう後が無いでしょ」

「お荷物抱えながらの一対二ならこっちのが有利だからな。持ってる宝玉渡してもらおうか」

　お荷物というのはメルヴィアのことで間違いないので急いで離れようとしたが、ファルマスはそれを許さなかった。むしろ抱き寄せられる力が強まり、低い声で「頭が悪いなぁ」と呟くのが聞こえる。メルヴィアに対して言った台詞ではないが、身震いするくらい怖かった。

　相対している彼らの一人が魔術詠唱を終え、魔方陣を二つ展開する。上級魔術だと分かるそれは、魔方陣から二匹の水龍が現れて牙を剥き、加速してメルヴィアたちを襲いにくる。その間にもう一人が追撃の詠唱を始めた。

　一撃は仕方なく食らって反撃に出るのだろうか──とメルヴィアは考えたが、違った。

　ファルマスがパチン、と指を鳴らすと、目前に迫っていた二匹の水龍がくるくると円を描いて融合し、一匹の大きな水龍となった。それは敵の二人に向かって牙を剥く。

「なっ……！　奪われた!?　嘘だろ！」

　もはやファルマスの支配下にある水龍は敵二人に体当たりした。彼らのワッペンが黒く染まり、脱落者が行く強制転移魔術が発動して目の前からいなくなった。鮮やかな手腕である。

「お疲れ様ぁ。そろそろ襲撃が増えるかもね、三つめ取りに行こう」

　抱きしめられていたのをそっと解放され、普段であればその状況にドキドキしているところだが、今は驚きの方が勝っていた。ファルマスは詠唱をすっ飛ばして相手の魔術を乗っ取ったのである。

「ファルマス君って……ほんとはめちゃくちゃ強いの秘密にしてるの？」

　メルヴィアの問いにファルマスは艶然と微笑む。

「そぉでもないよ」




　最後に残ったのは闇属性系統の植物である。メルヴィアたちはあまり選ばれないであろうものに目を付けた。樹高が十メートル以上のヤミオトシの木には、その上部にキツツキモドキという魔鳥が小さな穴を作る。そこから樹液を吸うのだが、その穴から芽吹いた花は闇属性の魔力を秘めている。

「問題はどうやって採りに行くかだよなぁ。補助具なしの浮遊魔術で行くか……」

　低木や草花に比べて採取が面倒であり、かつ浮遊魔術の最中は格好の餌食になるので、他に生徒は誰もいなかった。

「任せてファルマス君、私木登りは得意です」

　メルヴィアは両手をグーパーと動かし、ボウッと金色の猫爪を出現させた。魔力で顕現させたものであり、足の先にも同じく顕れている。

「じゃあ行ってくるね」

「うん、お願い。そうだね、メルヴィアさんは木登り得意だよね」

　どうしてか、知っているかのような口ぶりにメルヴィアは引っかかった。大猫族だから総じて得意、と思っているのだろうか──少し首を捻り、四つ足で駆け上がるように木を登る。一本目の木には穴が見つからず、上空で隣の木に飛び移るのを繰り返し、見つけたのは五本目だ。穴の中には艶々した黒の宝玉があり、予想が当たってほっとする。宝玉をぎゅっと握りしめて駆け下り、木の中ほどから飛び降りてしなやかに着地した。お見事、とファルマスが拍はく手しゅをしてくれる。

「宝玉あったよ！　これで三つ揃そろったね」

「良かった。これで上がり、かな？」

　白、黒、黄の宝玉を三つ揃えると、それらがチカチカした白い光を放ち、転移魔方陣が出現した。

「……これで終わっちゃうのかぁ。メルヴィアさん、ありがとうね。楽しかったよ」

「ううん、こちらこそ。私本当は今日のサバイバルが不安だったんだけど、楽しかった。助けてくれてありがとう。ペアがファルマス君で良かった」

　上位十組に入れたかどうかは不明だが、とても楽しかった。昨日まではファルマスと目が合うだけで心臓が高鳴って言葉にならなかったのが、今はこうして目を合わせてお喋りできている。彼はきっととてつもなく強い──そういう魔族は好戦的であるのが大多数なのだが、彼は極力交戦を避けていた。好きなところがまた増えたのである。

　緊張を解いた今頃になってようやく、抱き寄せられたときのことを思い出した。ファルマスは大きく、布越しにも分かる鍛えられた体たい躯くをしていた。ひょろりとした兄とは大違いである。メルヴィアをかばう腕は力強かった──思い返すと顔に熱が集まってくる。

　メルヴィアはファルマスに握手の手を差し出した。ファルマスがその手を握る。魔方陣の放つ光が強くなり、景色が霞かすんでいく瞬間、メルヴィアはぐいっと引っ張られた。バランスを崩して倒れ込む先にはファルマスの胸があり、その瞬間ぎゅっと抱きしめられた──気がした。




　光が霧散すると、メルヴィアは森の入り口に戻っていた。ファルマスは隣で立っている。抱きしめられたと思ったのは気のせいかもしれない。彼を見やると、『どうしたの？』といった表情で首を傾げられる。メルヴィアもつられて首を傾げた。

「おっめでとうファルマス・メルヴィア組！　第三位でぇ～す！　なかなかスマートな立ち回りだったね～」

　教師のデヴォンの声にはっとして後ろを振り返ると、待機場には三十人ほどの生徒がいた。ぱちぱちとまばらに拍手してくれており、中にはファルマスが脱落させた生徒もいる。

「二人とも良い組み合わせだったねぇ。僕の術は完璧だからね、うんうん」

　一人頷いているデヴォンに、メルヴィアはぺこりと頭を下げた。

「ファルマス君については化けの皮を少々剥がすことができたしねぇ」

　デヴォンはファルマスの肩をトン、と突いた。ファルマスはただニッコリと笑うだけである。いとも簡単に無詠唱で魔術を使ったことに対してだろう、彼は普段の授業ではきちんと詠唱しているのだ。

　待機場にはサバイバル宝探しの様子がモニターに表示されていた。空中に浮いた大きい画面は二十五分割され、色んな場所の映像が映し出されている。音声は聞こえないが、割とはっきり見えるのだ。中には喧けん嘩かしている様子のペアもいて、宝探し以前に苦戦しているようだ。先生の術は完璧なんじゃなかったのか。

　メルヴィアは集団の隅に行き、地面に腰を下ろした。ミーアはまだ森にいるのだろう、画面の中で彼女の活躍を探す。

「俺たち三位だって、良かったね」

「エッ、うん、良かったよね。ファルマス君のおかげ」

「何言ってんの、二人の勝利でしょ」

　ファルマスは当たり前のように隣に座り喋りかけてきたので、メルヴィアはびっくりした。待機場の皆は特にペアと一緒にいるわけではないのである。彼も仲の良い友のところへ行くと思っていたのに、今や隣で無邪気に笑っている。

「アッ……うん、そうだね、ありがとう」

「メルヴィアさんはさ、もっと自信を持った方がいいね。そーゆーとこも可愛いけど」

　可愛いなどとサラリと言う。ファルマスにとっては挨拶程度かもしれないが、メルヴィアの心臓はたった一言で打ち抜かれるのだ。何しろ彼は社交辞令を言わない。メルヴィアは胸のあたりの服をぎゅっと掴んでこらえた。ぐぅ、と喉から変な声が出る。

「どうしたの、大丈夫？　どっか怪我してた？」

　貴方のせいです──と思いつつ、何でも無いと首を振った。

「あっ、あれミーアさんじゃない？　メルヴィアさんといつも一緒にいる」

「そうですね、ミーアちゃん、だ……」

　ファルマスが指さした先の画面には、高笑いしながら魔術をぶっぱなしているミーアがいた。宝玉の奪い合いで十数人が鉢合わせし、戦闘になったようだ。攻撃魔術を躱かわしながら風属性魔術で連撃し、片足で大地を踏みしめればペアの男子を守る土壁が出現する。楽しそうに魔術をふるうミーアは水を得た魚だった。

「ミーアさんって、何者……？」

「ミーアちゃんは戦うの大好きだから」

　大山羊族のミーアはかなり好戦的な魔族である。ワッペンは赤色に染めつつ、その場を制したのはミーアたちのペアだった。強制転移させられた者たちの残した宝玉を拾い、無事クリアした。ペアの男子と手を叩き合って喜んでいるのが映っている。

「俺たちもあんな感じで映ってたのかな。見てた人数は少なかっただろうけど」

「そうなんだろうね」

　ファルマスは手を口にやって考え込んだ。やはり魔術の技術力の高さはあえて隠していたのだろう。秘術や奥の手に近い魔術を隠し持つことはあるが、技術力を隠すことはあまりない。魔族は強さを誇示するものだし、それが牽けん制せいになる。彼が行ったのは上級魔術をさらに上級魔術で返すもので、それも無詠唱──

（そうだ、二回も無詠唱で魔術を出している）

　魔術は建築に似ている。言葉の力を持って自らの魔力をコントロールし、魔術を設計して積み上げ、完成させる。ほんの少しのフレーズでも、有るのと無いのとでは消費する魔力も想像力も桁違いになる。彼は疲れた様子の欠片もなく、まるで四角い積み木を積んだ、ただそれだけのことのような動作だった。

（魔力量もすさまじいのでは……？　それこそ、若い淫魔には似つかわしくないくらい、ありそうな気がする）

「メルすごい、あんたバッジ青色のままじゃん。あ、ファルマス君も隣にいたのね、こんにちは」

　森から帰還したミーアがやって来て、メルヴィアの隣に座った。あれだけ暴れたのだ、流石に疲れた様子で足を伸ばしている。

「お疲れ様ぁ。そうなの私クリアできたの～。ミーアちゃんの活躍見てたよ、楽しそうだったねぇ……ほんっと遭遇しなくて良かったよ」

「ミーアさんすごかったね。あんなに強いとは知らなかった」

「どおもォ。ファルマス君もバッジ青色……あんたたち誰かと遭遇しなかったの？」

「一度だけ遭遇したよ」

「ふぅん？　ファルマス君もメルと同じくあんまり戦いたくないタイプなわけ？」

「戦わずに済むのなら、しないに越したことはないかな」

　へぇ、とミーアは頷いた。メルヴィアは額面通りに受けていい言葉ではないような気がした。メルヴィアは戦いに不向きなのでそういったことを避けるのだが、ファルマスは本気を出さなくてはならなくなるかもしれないから避けたいのでは、と思うのだ。

　サバイバル宝探しの終盤はあちこちで戦闘が起きていた。最初から自力で宝玉を回収する気がない生徒たちも勿論いて、なんとも魔族らしい潰し合いであった。あそこに混ざらずにすんで本当に良かったとメルヴィアは胸をなで下ろす。

「今回はありがとう、またこういうペアになったときはよろしくね。俺たち結構相性いいと思うんだよね～せっかく同じクラスなんだし、俺とも仲良くしてねメルヴィアさん」

「わっ、私こそ、よろしくして、ください」

　変な言葉使いのメルヴィアに、ファルマスは嬉しそうに笑った。大きな背中を見送りつつ、ミーアと共に更衣室へ向かう。

「なに、ファルマス君と仲良くなってんじゃん。告ってはなさそうだけどォ。んでどうだったの？」

「ファルマス君、穏やかで、話しやすかった……私に合わせてくれてたんだと思う。ってかこんな状況で告白できるわけないじゃん！　一応授業中だし！」

「ふふん。で、チューぐらいされた？」

「されるわけないでしょ」と言うと、ミーアは分かりやすく不満そうな顔をする。

「じゃあ逆にチューした？　ってかほんとに何もなかったわけ？」

「……他のペアに待ち伏せされてたとき、ぎゅって、だ、抱きしめて……かばってくれた……」

　少しだけ甘くて、お日様のような匂いがした。淫魔は汗も甘く香るのだろうか。火照った顔をどうにかしたくて両手で覆う。横から「それだけ……？」という戸惑いの声が聞こえた。

「純情かよ！」







　サバイバル宝探しから数日後。メルヴィアはファルマスに気安く挨拶ができるようになっていた。「おはよう」と言えば「おはよう」と返してくれるし、ファルマスから話しかけてくれることもある。でもそれだけだ。

（宝探しのときは楽しかったなぁ……あのときは目の前のことで頭が占められていたけど、ずっと二人で行動してたんだよねぇ信じられない）

　メルヴィアは、ファルマスのことを考えてはベッドの上でごろごろ転がり、抱きしめられたときの頼もしさを思い出しては悶もん絶ぜつし、また彼の匂いを嗅ぎたいなど願っては自分の頬を叩く、そんな日々を過ごしていた。

（行動……行動しなきゃ、私も）

　作戦会議兼、相談会が必要だ。手早く昼食を済ませた昼休み、メルヴィアは学園の外れに向かった。きょろきょろとあたりを見回して誰もいないことを確認してから、そこにある大木を登る。こういうことをするから、メルヴィアはキュロットパンツタイプの制服を選んでいた。ちなみにミーアはタイトスカートタイプである。

　魔力をのせて『ニャアアア』と鳴くと、ほどなくして森の方から沢山の猫がやってきた。メルヴィアが入学してから三年間、すっかり仲良くなった友達であり相談相手なのだ。

「みんな元気ー？」

『いらっしゃい僕らのメルヴィー。何かあったのぉ？』

　黒白の縞しま模様の猫が喋った。単なる猫に見えるが彼らは魔獣で、メルヴィアよりも遙かに長生きしている人生の先輩である。学園の森を拠点としており、これまで多くの大猫族の生徒を見守ってきたらしい。

『また恋の相談？　まだあの淫魔のことが好きなの？　心配だなぁ』

「確かに淫魔だけど、ファルマス君はおおらかで本当に優しいんだよ。皆が心配してるような、遊んでる感じもないし……。こう、好きだなって思ったらどんどん深みにはまっていくので、そろそろ行動しなきゃって思うの」

『典型的な大猫族だにゃぁ』

　猫たちは尻尾を揺らめかせ、メルヴィアを心配げに見やった。大猫族は純情で一途な性質を持つ者が多いのだが、そのような性質は魔族のなかで少数派なのだ。だからか、大猫族が伴侶を持つにしても同族が多い。ましてや相手が淫魔となれば、口々に『やめておけ』と言う。メルヴィアとて簡単にやめられるのならば苦労はしていない。

『ナァ、あっちにいるのが噂の男じゃないか？』

　赤毛の猫が、数十メートル先の木陰で寝そべっている青年を指す。確かにファルマスであった。たまに彼がいなくなったと女子たちが喋っているのを聞いてはいたが、こうやって学園の外れまで来て休んでいたのだ。

（いつも皆に優しくしてるもんね……一人になりたい時間もあるよね）

「うん、ファルマス君だよ。お昼寝してるみたいだし、そっとしておこ……」

『一度じっくり見てやろうぜ皆！』

「あっ、ちょっと皆待って」

　猫たちは木から木へジャンプし、ファルマスが寝ている傍の大木の上に集まっていく。メルヴィアも後を追い、猫たちと共に下に寝そべっているファルマスを眺めた。彼は手を組んで頭の後ろに回し、優雅に、気持ちよさそうに眠っていた。

『確かに綺麗な男だにゃぁ。でも男は顔じゃないよぉメルヴィー』

「ファルマス君は中身もいいの。……ね、起きちゃうからやめよう？　戻ろうよ」

『メルヴィーがそう言うならそうかもしれないけど……純粋だから騙だまされやすそうだしなぁ』

「別に私だってそこまで純粋じゃないよ。ね、ゆっくり休ませてあげ……あ」

「……メルヴィアさん？」

　パチリとファルマスの瞼まぶたが開いた。上から覗き込んでいる体勢のメルヴィアとばっちり目が合う。メルヴィアは石化の魔術をかけられたように硬直した。

「こんにちは。……何してるの？」

「う、あ、こ、こんにちは」

「えーと？　とりあえず下りてくる？」

　はい、とメルヴィアは観念して飛び降り、すたりと着地して正座した。ファルマスは上半身を起こして胡座あぐらを掻かくものの、まだ眠そうだ。

「お昼寝してるところ、起こしてごめんなさい」

「ううん。メルヴィアさんは木の上で何してたの？」

「猫の皆と遊んでて。ずっと昔から学園の森に棲んでるらしいの」

　樹上を見上げると、五匹の猫たちはメルヴィアを見守っていた。挨拶代わりににゃあにゃあ鳴いて霧散していく。『頑張れよ』『チャンスを生かせ』など激励をかけてくれたので手を振った。

「メルヴィアさんは彼らが何て言ってるのか分かるの？」

「うん。大猫族なら分かるよ」

　そっか、と返事をしたファルマスの目が細まり、メルヴィアを見つめた。その瞳は教室で見るものよりも無防備で、渇望のような熱の片へん鱗りんが見えた。

　そよそよと風が枝木を揺らす、長閑な昼の木漏れ日の下、不釣り合いな色欲に似たものを感じてしまい、メルヴィアは落ち着かなく顔を伏せた。

「メルヴィアさんは、学園でもよく木の上に登ってるんだね」

　こくりと頷きながら、学園〝でも〟という言葉にまた引っかかった。サバイバル宝探しのときと同じような引っかかりだ。だが今はそれよりも、このチャンスを生かして、かねてより考えていたことを実行に移すべきだ。メルヴィアはぎゅっと掌を握った。恥ずかしさに唇が震える。

「あのねファルマス君、み、皆がしてもらってるみたいに、私の精気の味も、みてほしいんだ……」

　大丈夫大丈夫、毎日たくさんファルマス君に押しかけてるんだもん──と自分を叱咤して視線を上げると、彼は目を見開いてメルヴィアを凝視していた。普段の穏やかさは消失し、表情が抜け落ちている。本能的に恐怖を感じ、メルヴィアはその場に飛び上がりそうになった。

（ま、まままマズイことを言ってしまった!?　なんで……なんで？）

「メルヴィアさんの精気を？　……俺が？」

　ファルマスの声は掠かすれていた。喉から何とか絞り出したような感じがして──瞳がぎらりと光った。途端、危険ランクＳ級の魔獣と相対している気持ちになる。

「う……」

　うん、と言おうとしたのか、ううん、と答えようとしたのか。ファルマスに気圧されて、メルヴィアは喋ることもできなくなっていた。

　ファルマスの腕がこちらに伸びてきた──と認識したときにはもう、頬と後頭部をがっちり掴まれていた。やけにスローモーションでファルマスの顔が近づいてくる。澄んだ青色の瞳が閉じられ、メルヴィアの唇が柔らかいもので塞がれた。キスされている。数秒、押しつけるような口づけは角度を変えてから、今度は唇の上を舌で舐められた。

　キスされていることは分かるものの、メルヴィアの脳は処理が追いつかない。目をかっぴらいたまま、体の全てが身動きが取れなかった。口づけされながらチロチロと舐められる最中、ファルマスが薄く目を開いたので目が合う。それでようやく金縛りが解けたように、メルヴィアの体が弛し緩かんした。固く閉じていた唇を開くと、迷いなく舌をねじ込まれる。それは歯列をなぞったあと、メルヴィアの舌をそっとつついた。メルヴィアがおずおずと舌を伸ばすと、絡め取るような動きに変わる。

　メルヴィアはいつの間にか目を閉じ、ファルマスに翻弄されながら、一生懸命彼の動きについていった。まるで溺れないようにと、両手はファルマスの服をぎゅっと掴んでいる。

　ファルマスは一度口づけを止めて顔を離した。突然やめられてメルヴィアは訳が分からないが、寂しいとだけ思った。

「っ、……は、はぁ、……ファルマス、く……」

　こつんと額と額がぶつかり、至近距離でファルマスに見つめられた。青い瞳は燃えているように見える。メルヴィアがそっと瞳を閉じると、また口づけが再開する。今度は吸い付くようなキスだった。

　どくどくどくどくと、心臓の音がうるさい。たまに聞こえる、ちゅっ、というリップ音と、甘い甘い息遣い。

「淫魔にそういうことを言っちゃ、いけないよぉ」

　メルヴィアは草地に押し倒されていた。ファルマスの向こうに木枝と葉が揺らめき、ちらちらと青空が見える。

「言質って言葉、知ってる？」

　ぱちぱち目を瞬いていると、屈んだファルマスに唇を舐められる。

「ねぇ、可愛くて無垢なメルヴィアさん」

　ファルマスの右手が頬をすりすりと撫でてくる。彼は優しげに垂れた目を爛らん々らんと輝かせ、舌舐めずりした。蕩けそうな色気に当てられ、メルヴィアは息を止めた。今までちゃんと感じてこなかった彼の〝淫魔性〟を目の当たりにして眩暈がする。無知なメルヴィアでも分かるくらい、彼は自分を欲しがっていた。

（私も欲しい）

　手を伸ばして、彼のシャツを引っ張った。衝動に突き動かされるのは初めてだった。

　ファルマスの唇がおりてくる。軽く食むのを繰り返す、焦らすようなキスが続き、たまらなくなったメルヴィアが舌を伸ばすと絡めてくれる。舌の動きは深く執拗なものになっていき、少し怖いのに気持ちが良く、脳が溶かされるような快感に痺しびれた。

「メルヴィアさんの味は……タイムの蜂はち蜜みつ。爽やかで甘くて、くせになりそうな味」

　じゅう、と唇を吸われて離れる。メルヴィアは自分に覆い被さるファルマスをぼんやり見つめた。体はぐてんと緩みきり、もう手足を動かすのも億劫なほど熱い。呼吸だけがはぁはぁ、と忙しなかった。

「メルヴィアさん、なんで抵抗しないの？」

　ファルマスに唇を撫でられて、それだけでぞくぞくと背中が痺れた。甘い甘い瞳をこれ以上見つめているとおかしくなってしまいそうで、目を瞑る。そうすれば額に頬にとキスを落とされる。首筋にちゅうと吸い付かれたとき、予期せぬ刺激に体が跳ねた。

「ひぁっ！」

　今のは何だろう。じんと痺れて、眦まなじりからほろりと涙が落ちた。

「えっ……あ、ご、ごめんメルヴィアさん！　もしかして俺、調子のって催淫してた──？　そうだよな、こんな、抵抗されないことが、おかしい……！」

「ふぇ……ファルマスくん？」

「ごめん、夢中で分からなくなっ……」

　ファルマスは言葉途中でやめ、急いでメルヴィアの体を引っ張り起こした。服の袖でごしごしと口元を拭かれ、どうやら二人の唾液でべとべとになっていたのだと気付く。両手で頬を掴まれ、親指で下瞼を軽く引っ張られた。診察されている。メルヴィアの状態を確認してくれているのは分かるのだが、至近距離で見つめられるとどうしようもない熱が腹の底から上がってくる。〝欲しい〟という漠然とした欲望が頭をもたげ、ファルマスに向かって小さく口を開いた。雛ひな鳥が親鳥に餌をねだるような仕草だ。

「あ……」

　自分の口から出た声が、あまりに淫らに感じた。ファルマスが息をのみ、手を離して一瞬ピシリと固まった。それでようやくメルヴィアの頭が冷えてきた──一体、何てことを。

（わた、私……いま……！）

　爪の先から津波のように押し寄せてくる羞恥にメルヴィアの顔は真っ赤になり、潤んだ瞳からぽろぽろと涙が溢れる。

「ごめん、本当にごめん！　催淫とか普段全然しないから、俺たぶん無意識で勝手にやってしまった──」

「催淫とか、分かんな……」

「でも感覚が普段と全然違うだろ？　俺のこと拒絶しないし」

「それ、は」

（ファルマス君のことが好きだからです！）

「どうしよう。とりあえず、立てる？」

　ファルマスの手を掴み、立ち上がろうとした──けれど下半身が言うことを聞かない。くにゃりとする足腰を見下ろし、タコってこういう気持ちなのかなと思う。

「腰が抜けたみたいです……」

　下からファルマスを見上げると、彼は「ウッ」と呻うめいた。

「こんな状態のメルヴィアさんを教室になんて戻せない」

「私今どんな状態なんですか？」

「ただでさえ邪魔な虫がワラワラワラワラ」

「ファルマス君？」

「保健室もなぁ……。メルヴィアさん、今日はもう俺の家に来ない？」

「えっ、ハイ、ファルマス君の……おうち」

　ファルマスに誘われたものを断るという選択肢など、ない。悩むそぶりもなく頷いたメルヴィアに、ファルマスはため息をついた。

「メルヴィアさんには警戒心というものがなかったの……？　いや違うか、やっぱり俺が何かしたんだ……」

　片手で顔を覆い苦悩している様子のファルマスを、好きだなぁとうっとりしながら見つめた。くてんくてんのメルヴィアの状態は、ファルマスが魔術でどうにかしてしまったのだと勘違いしている。

（違うのに。ファルマス君にキスされたからなのに。いっぱいキス……キス？　き、す!?）

　メルヴィアの脳内が爆発した。とっぷり海の底へ落ちていくような情事がやんで、海面に出て息継ぎをしたら、ようやくコトの重大さが分かったのである。

「なななななななん、なん……!?」

「わ、メルヴィアさん、大丈夫？　じゃないよね……！」

　なんでキスしたんですか──!?　そう聞きたいのに口が回らなかった。

　申し訳なさそうに眉を下げるファルマスがメルヴィアを横抱きにして走り出す。メルヴィアは咄とっ嗟さに首に腕を回してしがみついた。何しろスピードが速いのである。

「ごめん、今日はもうサボろ？　ごめんね、本当にごめん」

　ファルマスは跳躍し、空中に足場を出現させて最短ルートで校門へ向かう。銀朱色の屋根が美しい校舎群を上から見下ろし、空を飛んでいるような浮遊感があった。

（空間操作と飛翔、重力操作の魔術を掛け合わせてるんだ……ものすごく器用）

　校門を出るとすぐ、ファルマスの転移術による青白い光が二人を包み、トゥーリエント伯爵家本邸に着いた。白と黒を基調とした重厚で大きな屋敷を見上げる。屋敷中央上部には高い塔が、左翼と右翼にも低い塔があり、先端は空を突き刺すようなデザインだ。何より、全く華美では無いのに威圧されるような雰囲気がある。歴史の重みを感じさせるものだった。

「さ、さすがトゥーリエント伯爵家……」

「あー……うん、えらそうな屋敷だよねぇ。メルヴィアさんのお家はどんななの？」

「えーっと、牧歌的な感じ？」

　赤い屋根に煙突、ガラス窓には白いカーテン、家の周りの庭は菜園となっている、とても庶民的な家である。父が侯爵になる前からの家で、防衛面がひどく頼りないと思った魔王が直々に防衛魔術等をかけてくれている。

「いいねぇ」

　ファルマスはメルヴィアを抱えたまま門をくぐった。結界を張ってあるのだろう、むにゅりとした感覚が体を通り過ぎていく。ファルマスが古語で何かを囁ささやくと、重々しい玄関扉がひとりでに開いた。艶々に磨かれたフローリングの床を進んで行く。

（ところで、どうして私はファルマス君のお家に来てるんだろう）

「あのう、ファルマスく……」

「あらーファルマス様おかえりなさい！　学園はもう終わりですか？」

　黒いワンピースドレスに白いシャツ、胸元のボタンは大胆に開けた美女がひょこりと現れた。銀色の髪をして、ものすごく胸が大きい──淫魔だ。

「ただいまぁ。なぁミリアン、何かさっぱりした飲み物を俺の部屋まで用意してくれない？」

「分かりましたわぁ。そちらの可愛い子猫ちゃん用です？　うふ」

「うん、そう。よろしく」

　ミリアンと呼ばれた彼女はメルヴィアにバチンとウィンクして去って行った。今まで会ったことのある女性のなかでも一番色気を感じた魔族だった。

（トゥーリエント家って、一体……）

「ファルマス君、あの、私もう歩けるよ」

　ファルマスはただ、ニコ、と笑った。そのまま屋敷の中を進み、階段を上がっていく。二階の廊下は花瓶が等間隔に置かれ、白から黄色、橙に赤、ピンク……とグラデーションになるよう薔ば薇らが生けられていた。壁には風景画が飾ってある。地平線と満天の星空、上部だけに雪がかかった山と湖、フィヨルドとエメラルド色の海……人間界の風景だ。

（そうだ、トゥーリエント家は人間界にある魔族の拠点を運営する一族。それが、彼らが代々引き継いでいく責務）

　人間界に拠点をつくる魔族はいくつかある。数百年から千年以上前よりひっそり根付かせており、今や大企業の一角であったりもする。もちろん、そこで働いている人間はまさか魔族が運営している会社だとは思いもしない。

　人間界で暮らしている魔族は少なくなく、それは長い生を持つ彼らの暇つぶしであったり、刺激であったりする。トゥーリエント家が担う責務には、彼らの生活サポートも含まれている。加えて規律違反──魔界へ人間を拐かすこと、理由なく喧嘩を起こすことなど──をしている魔族を魔王軍へ連行、および罰する役目もあるのだ。

　魔界と人間界は隣り合い、重なり合う世界構造にある。行き来のゲートは魔術で繋つなぐしかないのだが、二つの世界が繋がる可能だってあった。現に百年前、魔界は別の異界と重なり繋がった例がある。あやかしと称される彼らとは、人間界で互いの存在を知っていたためなんとか戦争には至らず、今は共存できている訳である。

　人間界がどのようになり、どこへ向かうのか。情報を収集しておくのも任務の一つであった。

「ああ、絵が珍しい？　これ人間界のやつなんだよねぇ。ちょいちょいあっちで購入するから増えていってんだって。なんか人間界では幻とされる名作もあるんだよ、ダ・ヴィンチとかピカソとか……知ってる？」

　メルヴィアは人間界に行ったことがなければ、美術についても知識不足であった。

「知らないけど、ちょっと興味出てきました」

「じゃあ今度一緒に人間界の美術館行ってみよ。トゥーリエント家はゲート持ってるからすぐ行けるよ。俺と一緒だったらわざわざ申請出さなくてもオッケーだし」

　快活に笑うファルマスに「う、うん、是非」と返事をしたところではたと気付く。

　これは……いわゆるデートになるのでは？

（いや待って、その前にこの状況とキスのことを聞かなくちゃ……！　妹以外でファルマス君が誰かの唇にキスしてるとこは見たことなかったけど、衆人の目がないところではああいうことしてたのかな？　だってなんたって淫魔だもんね魔族だもんね皆キスとかそれ以上のこともいっぱいやってるんだもん、あのミーアちゃんだってそうだし大猫族がちょっと異質なくらいだもん……！）

　メルヴィアが悶々としているうちに、ファルマスはある部屋に入った。広く、落ち着いた雰囲気の部屋で、壁一面を占領するような大きな窓がある。本棚や机の家具は木製で揃えてあり、部屋半分に敷かれたカーペットは深い緑色だ。

　入り口付近でファルマスが靴を脱ぎ、メルヴィアの履いていた靴も勝手に脱げてしまった。ファルマスの魔術だろう。彼はすたすたと進み、大きなベッドにメルヴィアを下ろした。自身はキャスター付きの椅子に座る。

「ここ俺の部屋。ごめんね、催淫するつもりなんてなかった、信じて」

「ここがファルマス君の……。えと、あの、催淫されてないと思うのだけど」

　首を傾げたファルマスが、椅子に座ったままキャスターをころころ転がしてメルヴィアに近寄り、その額を人差し指で触れて、押した。メルヴィアの体は面白いぐらい簡単にポフンと後ろに倒れる。

「弱すぎる、危機感がなさすぎる。発情までしてないとしても、催淫されてるんだよ。さっきよりもマシだけど──いま自分がどんな顔してるか知ってる？」

「ど、どんな顔してるの」

「……いますぐ食べちゃいたくなるよーなカオ」

　ファルマスが唸うなるような囁き声で言った。室内の温度がひやりと下がり、その分体の内の熱がどくんと上がる。メルヴィアは祈るように自分の両手を腹の上で組んだ。

「なん……で、キスしたの」

　メルヴィアは声を絞り出した。ファルマスは傾げた首をコロンと逆に傾げ、きょとんとした顔で言う。

「メルヴィアさんが言ったんじゃん、精気の味をみてほしいって」

「だって、それは、……ファルマス君、いつもは額とか腕とか、そういうところに」

「いくら〝安心安全〟とか言われてても、淫魔にそういうこと言っちゃ、いけない」

　諭すような声だった。ファルマスの瞳が捕食者のそれになり、メルヴィアは蜘く蛛もの巣にかかった獲物のような気持ちになる。

「でも今回は調子乗った俺も悪い。次からは覚えててね」

　ファルマスはメルヴィアの頭を撫でて立ち上がり、クローゼットの向こうに消えた。

（……怒っているのかな）

　ファルマスの真意が分からない。催淫は多分されていない。ただただ彼のキスに蕩かされただけである。好きだから拒絶なんてするわけない。指で押されただけで後ろに倒れたのも、反抗する気がないだけだ。だってファルマスにされることは全部気持ちいい。

（……なんてふしだらなことを！　おかしいな、実は催淫されてるんだろうか）

「ちょっと眠れば催淫も抜けてスッキリすると思う。俺のベッドで悪いけど、しばらく一休みしてて。俺は部屋を出るからさ。あと、制服のままだと皺しわになるだろうから、良ければ俺の服使って」

　そう言い、ファルマスが取り出してきたのは黒いＴシャツとアクア色のパーカーだった。メルヴィアが着ると膝丈のワンピースになりそうだ。

「ありがとう……」

「そんで落ち着いたら、ちゃんとゆっくり話そう」

　異論はなく、メルヴィアは服を抱きしめて首肯した。そのとき、コンコンとノック音がする。

「ファルマス様～飲み物持ってきましたよ」

「あ、お願い。俺はちょっと出かけて戻ってくるから」

　ファルマスがミリアンと入れ違いに出て行く。ミリアンはくすりと微笑み、ガラスコップと飲み物の入った瓶を載せたトレーをベッドサイドテーブルに置いた。とぽとぽと注がれるそれは、しゅわりと気泡を帯びている。

「レモンの味がしますのでスッキリしますよ」

「ありがとうございます」

「では、ごゆっくり。何かありましたらお呼びください。あそこに呼び鈴もありますので」

　一礼したミリアンはしゃなりと部屋を出て行った。後ろ姿も美しく、メルヴィアはほぇーとため息をつく。

　ベッド傍の窓にはベージュのスクリーンカーテンが下りていた。ほんわりと受ける陽光に、枝葉の影がゆらゆら映る。昼寝をするには最適だった。

　せっかくのご厚意なので、メルヴィアは制服から渡された服に着替えた。ファルマスの匂いが染みついている。

「ヴヴヴ……」

　抱きしめられているような気すらして、メルヴィアは悶もだえた。

（ファルマス君にとって、キスってなんなんだろ……）

　まず確認すべきことはそれだった。

　用意してくれたレモンソーダを飲み、メルヴィアはベッドに寝転んだ。そこでもまたファルマスの香りに包まれる。目を閉じ、左右にごろごろ転がって発散させるものの、体はどんどん熱くなっていった。








２　安心安全の男、牙を剥く









　部屋を出たファルマスは両手で顔を押さえた。

（俺の部屋に、メルヴィアさんがいる……！）

　ファルマスにとってこの状況は、棚からぼたもち、いや、飛んで火に入る夏の虫、願ってもないとんでもない好機だった。

　顔のにやけが止まらない。屋敷の者には絶対見られたくないので、顔を押さえて蹲うずくまっていた。

（やばい、どうしよう。少なくとも嫌われてはいない……たぶん、たぶん。抑えられなくて勢いでキスしてしまったけど……甘くて柔らかかったなぁ、可愛かった）

　催淫してしまったかは本当に分からない。何しろ夢中で、他のことなど何も考えていられなかった。淫魔としては失態だが、そんなことどうでもいい。

　昼休み終了を告げる予鈴まであと少ししかない。ファルマスは首を左右に勢いよく振って雑念を追いやり、学園まで急いだ。
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　ファルマスがメルヴィアを知ったのは約五年前、十五歳のときだ。毎度の退屈な夜会は嫌いだが、伯爵家の者として最低限行かなければならないものもある。

　その夜は、魔王に大抜擢された噂の宰相がようやく社交界に出るとの話題で持ち切りだった。爵位など持っていなかったフォレスト家が突然侯爵位に上がったので、既存の貴族たちの内心はかなり面白くない。しかしお近付きになって損はない──侮蔑を隠し、甘い蜜だけ吸おうとしている者たちも多かった。

（そういうのどうでもいいけど）

　爵位なぞ持っていても、ついてくる責務があるのだから面倒ごとが多く、そんなに良いものでもない。同世代の子女たちの目線をやや鬱陶しく感じながら、早く終わらないかなと、ファルマスは飲み物を片手にホールを歩いていた。

　ファルマスのトゥーリエント家は名門の伯爵家で、長年築き上げてきた資産はなかなかのものであり、責務をきちんと果たす一族であるので魔王の覚えもめでたい。淫魔という見目麗しさ、夜の営みへの期待──つまるところ超優良物件であった。

（ほんと、面倒だなぁ）

　基本的に魔族は奔放に享楽的に恋愛するのを好む。精気を魔力に変換できる淫魔は特にそう思われがちだ。だが、ファルマスはそれに当てはまらなかった。最愛の異母妹が常軌を逸する量の精気を持っているので、よそから摂取する必要も欲求もない。妹とじゃれ合うことで十分満たされるのである。

　頃合いをみて空いている部屋にでも避難してやり過ごそう。そう決めたとき、フロアの入り口がざわついた。

「これはこれは宰相閣下、ご機嫌麗しゅう。本日お会いできるのを楽しみにしておりました」

「こんばんは、ローズウッド伯爵。新参者が失礼致します。なにぶん、このような場は慣れておりませんので、相応しい振る舞いをご指導いただけますと幸いです」

　主催者のローズウッド伯爵がフォレスト侯爵を迎えたらしい。噂の成り上がり侯爵の登場とあって、皆が注目している。ファルマスも顔は覚えておこうと目をやった。

　フォレスト侯爵は若く、ひょろりとした体つきをしていた。どう見ても戦闘は得意ではない。ざっと把握するに魔力量も多くは無く、一対一の単なる戦闘であれば勝てるだろう。だがあの宰相の恐ろしいところは別のところにあるのだ。顔つきは人当たりの良い和やかさを醸し出しているが、瞳の奥が底知れない厄介なタイプだ。それに強い守護を受けている──おそらく魔王がつけた守護であろう。己の部下は護るということだ。

　侯爵はファルマスと同世代の男女を二人連れてきていた。男の方は侯爵とよく似た顔立ちをしており、幼いながらも相当頭が回るタイプに見える。女の子の方は、侯爵とそこまで似ていない。ふわふわした獣耳は隠せずにぴょこんと立ち、大きな瞳はおろおろと目線を彷徨わせている。薄い水色のシフォンドレスは彼女によく似合っていたが、私利私欲のどろどろした夜会には彼女自身が不釣り合いだった。貴族たちの持つ狡こう猾かつさをほんの少しでも持っていたら良かっただろうが、彼女はたぶんまったく持ち合わせていない。

　ファルマスは何故か途端に彼女が心配になった。

（ライラちゃんと似ているからだ）

　ファルマスの異母妹であるライラは、社交界で中傷を受ける事件が起こり、以降夜会には出られなくなった。母が人間であるライラは半魔ハーフであり、種族は淫魔に違いないが髪が黒く異端なのだ。心細そうにしていた妹と、目の前の女の子が重なる。

（あの子、大丈夫かな……）

　一通りの挨拶をすませ、兄妹二人はワルツを踊ることにしたみたいだ。兄が妹の手を引いてホールの輪に入る。子女からの〝誘ってアピール〟に気付かないフリをしたファルマスは、ぼんやりと二人の様子を眺めていた。洗練されたものではないが、下手な訳でもない、可愛らしいワルツだった。

　二人は何かしら話したあと別れた。兄の方は色々と用事があるのだろう、残す妹のことを心配そうに何度も振り向いていた。妹の方は広くざわついた会場をきょろきょろ見渡し、目立たないように壁に張り付くことに決めたようだ。

　だがそこは安全ではない。既に注目を浴びているのだから。

　ファルマスは自然と彼女の方へ近づいていった。話しかける気はなく、ただ彼女を守る壁になろうとした。しかしファルマスよりも早く彼女の元に近寄った男が三人いた。同世代の変にプライドが高い奴らで、ファルマスが嫌悪している類いの輩やからである。

　彼らは彼女を三方向から囲い込んだ。隙間から見える彼女の顔はどう見ても怯えている。ファルマスは足を速めた。

「僕らと踊りませんか、メルヴィアさん」

「いえ、あの、下手なので……」

「じゃあ、ちょっと外に出てお話しませんか」

「えと、その、私、飲み物を飲もうかと思いまして……」

「じゃあ僕が取ってきますよ。二人で先に──そうだな、向こうのポーチで涼んでてくださいよ」

「いえ、自分で取りに行きますので」

　メルヴィアと呼ばれた彼女が明確に拒絶しても、男三人は気に留めない。無理矢理連れ出された先、良いことはきっと起こらない。ファルマスは猛烈に苛々し、体を巡る魔力の本流が体内でいっきに燃え上がり、指の先から魔力の粒子が滲にじみ出る。

　一人の男が飲み物を取りに離れ、囲んでいた三方の一辺が崩れた途端、メルヴィアが走り出した。囲んでいた男たちも、これから奴らをどうしてやろうと考えていたファルマスでさえも目が点になった。

　逃げられた男たちは真っ赤になり、メルヴィアを追いかけ始めた。会場内は早足で、扉を出ると全力で。

「あは」

　楽しくなってきたファルマスは男たちを追った。遠い前方に水色のドレスがふわふわと舞っている。

（あの子かなり足速いな）

　メルヴィアは迷うことなく館の外に出て、男子たちも遅れながら外に出た。ファルマスは途中、不可視の魔術を自分にかけた。目くらまし程度だが、頭に血が上った男たちには見破れず、ファルマスの姿が彼らの目に映ることはないだろう。

　彼女を見失ったのか、男たちは焦ったように辺りを見回している。ローズウッド伯爵邸は敷地が広く、見事な庭園や温室、迷路花壇など隠れる場所はたくさんある。彼らは手分けして彼女を探したが見つけられず、悔し紛れに彼女を罵倒しあって館へ戻って行った。

　すぐ近くに彼女がいるとも知らずに。

　ファルマスはすぐに気付いた。集中すれば、脅えて息を潜めた呼吸を捕捉できる。周囲にひと気がないので、彼にとっては簡単だった。

　彼女は木の上にいた。踵かかとのある靴を落とさずにそこまで上るとは大したものだと思った。

　透明になっているファルマスは、いたく傷ついた様子の彼女を心配げに見つめた。でもここで自分が登場しても怖がって逃げるだけだ。そんなことは簡単に想像がついた。奴らと同じく貴族で、加えて淫魔なのだ、警戒して然るべき存在である。

（どうしようかなぁ）

　自分ではどうすることもできない、でも放っておけない。

　しばらくそこに突っ立っていると、何処からやって来たのかわらわら猫が集まってきた。数えてみると八匹。猫たちはメルヴィアのいる木の上へ飛び上り、彼女に伸し掛かったり頬を舐めたりして甘え始めた。

　メルヴィアが微笑みを見せる。

（……可愛い）

　にゃあにゃあと鳴く猫たちに、メルヴィアも「にゃあ」と返す。まるで本物の猫の声に、彼女は大猫族だと分かる。

　ファルマスは少し離れたところにある木に寄りかかって座った。猫たちと戯れるメルヴィアの姿が薄っすら見える位置である。もちろん夜会に戻る気はない。

　昔、妹を守れなかった代わりに、今夜は彼女を見守ろうと決めた。







　メルヴィア・フォレストは必要最低限しか社交の場に現れなかった。昼間のパーティー然り、舞踏会等の夜会然り、毎回すぐ姿を消した。その隠れる精度は毎回上がっていき、ファルマスは素直に舌を巻いた。

　彼女がやって来ると、ファルマスの意識は勝手にそちらを向いた。彼女はひと気がなく目立たないところに移動し、いつの間にか姿を眩くらませる。ファルマスは不可視の魔術で姿を消し、彼女を静かに追った。敷地内の木の上で身を潜め、集まってくる猫たちとじゃれあい寛いでいるメルヴィアを見ると心が和んだ。そうしてその一帯に認識阻害魔術をかけて会場に戻る。

　流石にその行動を五回重ねたころには、メルヴィアに恋しているのだと気付いた。

　調べたところ、メルヴィアとファルマスは同い年である。僥倖なことに魔族の集まる学園で一緒になる。

　メルヴィアは大猫族だ。本能レベルで快楽を好む魔族のなかで、堅実で一途だとされる。政略結婚をすることは少なく、和やかな家族を形成する傾向にある。ファルマスにとっては嬉しいが、喜んでばかりもいられなかった。

　ファルマスは淫魔だ。快楽を好む種族としては第一級、かなり奔放な魔族として知られている。その分、恋愛の相手としては人気なのだが──大猫族にとってはそうではない。

　ファルマス自身は淫魔のサガと真逆なところがあった。妹のライラのことは食べちゃいたいくらい可愛く思っているが、他については興味をそそられない。十五にして寄って来る女は数えきれない程いるが、相手にしたことはなかった。他の淫魔が聞くと絶句だろうが、要するに童貞だった。

（でも、淫魔ってだけで多分アウトだ）

　種族的に、一途さにおいて信用はゼロと言い切っていい。

　ファルマスは悩んだ。どうやったら拒絶されずに近づけるだろう。もし、もし告白したとして、遊びじゃなく本気なのだと信じてもらうにはどうすればいいだろう。

（信用できる男だと、警戒しなくてもいいと思ってもらうには……）




　悩みぬいた末にできあがったのが、どれだけ誘われても口にはキスしない、深い関係にはならない、男女問わず精気を判別する《安心安全のファルマス》だった。
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　学園に戻ったファルマスはメルヴィアとよく一緒にいるミーア・キャンベルを探した。運良く教室から出て行く彼女を呼び止めると、鋭い目つきで睨み付けられる。元々敵愾心に似たものを持たれていることは察していた。

「ミーアさん、お願いがある」

「……何でしょう、ファルマス君」

　ミーアは怪訝な顔を隠そうともせず、腕を組んで見上げてきた。

「メルヴィアさんのことなんだけど」

　ぴくりと眉を吊り上げたミーアは、さっと周りを確認してから声を落とした。

「聞こうじゃない」

「実はいま学園にいない。今日はもう早退するから、メルヴィアさんの荷物を取りに来たんだけど、ミーアさんが用意してくれないかな。俺が勝手に触るのはよくないかなって」

「……聞きたいことが山ほど出てきたんだけどォ？」

　地を這はうような声音でミーアはファルマスを睨んだ。それに怖気づくようなファルマスではなかったが、その眼光の鋭さには瞠目した。

（普段教室では鳴りをひそめているけど、サバイバル宝探しの中継を見たところ、相当な戦闘能力があるもんな）

「メルヴィアさんは無事です。ちょっと体調不良というか……授業開始まで時間ないから、詳しくは明日メルヴィアさんに聞いてもらったら助かる、んだけど」

　ミーアは目を大きく開いた。驚いているのではない、瞳の──瞳孔の形が縦長に変わっていく。獣の瞳だ。

（おっかないな、この子）

「何で、ファルマス君といるのか、そこから知りたいけど。その様子じゃ教える気なんてないんでしょ」

（そりゃあもちろん……精気の味をみてほしいって言われたから、度が過ぎたキスをしちゃいました──なんて言ったら、ブチ切れられる）

「メルヴィアさんから事情を聞いたあと、俺からも聞きたいのであれば話すよ」

　ミーアはファルマスにぎらぎらと凄んだあと、緊張を解いて小さくため息をついた。

「分かった。ちょっとだけ待って」

「ありがとう」

　ミーアがメルヴィアの荷物をまとめている間に、ファルマスも自分の帰り支度を始めた。クラスメイトが「もう帰るのか」と問いかけてくるが、家の用事だと適当に誤魔化す。鞄かばんを持ったミーアが教室を出たあと、「じゃあな」と手を振りファルマスも教室を出た。ミーアは階段の踊り場で待っており、鞄をファルマスに手渡してくれた。

「ファルマス君は、あたしの目から見るとちぐはぐだわ」

「ちぐはぐ？」

「淫魔なのに淫魔らしくない。それは女たちの誘いを断り続けているって噂のこともそうだけど、なんだか──……そう、似つかわしくないくらい強そうに感じる。今の貴方も嘘じゃないのだろうけど、幻影を一枚も二枚もかぶってるように思えるのよ」

　ミーアの強者のカンだろうか。ファルマスは何も言えず、ただニコリと笑う。

「メルヴィアは本当に素直で純粋なのよ。遊び相手には向かないわ」

「知ってる」

　本当に知っているのか、とミーアが目で問う。ファルマスは視線を床に落とした。

　知っている。来たくもない夜会に来ては、家族の迷惑にならないよう、逃げて隠れるという選択をし、その技術ばかり磨いていたこと。猫と戯れて楽しそうにしながら、ときおり悲しげに目を伏せること。

　学園に入ってからもそうだ。彼女は誰に言うでもなく、一人でできる限り対処する。酷いことを言われても、彼女自身はそういうことを滅多に言わない。

「メルヴィアさんは、男が少し苦手だよね」

「そうよ。変なのばっか寄ってくるから」

「それは、俺も含まれる？」

「……は？」

　ぽかんとしたミーアの返答を待たずして、ファルマスは階段を飛ばし下りた。ゴーン、ゴーン……と予鈴の鐘が鳴る。







　ファルマスが屋敷の自室に戻ると、メルヴィアは柔らかな陽光のもとベッドに寝転がっていた。特別に大きいベッドは、彼女が使うとさらに大きく感じる。

　目を瞑っているメルヴィアは無防備で、パーカーの裾がずれ上がって白い太腿ももが大胆に露出していた。

（ウッワ……）

　ファルマスは生唾を飲み、手から二人分の鞄がドサリと落ちた。その音でメルヴィアがぱちぱちと瞬きする。

「あ……ファルマス君？　おかえりなさい」

「ただいま。学園から荷物取ってきたよ。気分はどう？　少しはマシになった？」

　メルヴィアがベッドの上で少し身を捩よじる。本人は気付いていないのか、パーカーがずれ上がり下着が見えてしまっている。ファルマスはごくりと唾を飲んだ。今まで全裸に近い状態で誘われたことも多々あったが、そのときは何も感じなかった。しかしこれは違う、視覚で目を焼かれる。

「ええとね……なんだか、熱くてフワフワするの……」

　メルヴィアはとろんとした目でファルマスを見上げ、ふんわり笑った。

「ふふ。この部屋のねぇ……ファルマス君の匂い、すき」

　ファルマスは天を仰いだ。メルヴィアはむしろ様子がおかしくなっていた。

　はっとして、ベッドサイドテーブルにあるボトル瓶を取り一口飲んだ。しゅわりくる爽やかさと独特の風味に目をかっぴらく。

「これ、飲んだ!?」

「うん。美味しかった」

　メルヴィアはぐてんとベッドに寝転び、くすくす笑いながらファルマスを見上げてきた。警戒心の欠片も無い無防備さにファルマスは頭痛がしそうだ。

「メルヴィアさん、ちょっと、待っててね」

　ファルマスは急いで部屋を出て一階へ下り、大声で叫んだ。

「ミリアン出てこい────!!」

「はぁい。呼びましたかファルマス様。どうしましたのん」

「な・ん・で彼女に酒を出した！　大猫族だぞ！　酒には弱いの知ってるだろ！」

「でも本当の猫チャンじゃありませんし、レモンでスカッと逆にスッキリしません？」

「ただでさえ催淫でやられてんのに……！」

　ミリアンは「はい？」と首を傾げたあと、ニマニマと愉しそうに口角をあげた。

「あはん、ファルマス様は彼女が催淫されてると思ったんですのね？　それって自分がやってしまったって思ったからでしょう？　自分の魔力については鈍くなりますもんねぇ。あれだけ匂いがついていたら猶更」

「そ、うだけど」

「メルヴィア様は催淫状態にありませんよ。私が保証しましょう」

「……ほんとうに？」

「ええ本当に。てゆかファルマス様が《催淫》してたらあんな風に大人しく寝転んでられないですよ。ご自身の能力分かっておいででない？」

（催淫してなかった……？　ってことは、あのメルヴィアさんが本心からキスを拒まなかったってことか？　もしくは俺の押しに流されたか）

「ねぇ、あの子ですか？　ファルマス様が操を守り続けた理由の子」

　ミリアンはファルマスの幼少期から屋敷にいる侍女メイドだ。しかし何故それを知っている。無言でジロリと見るとため息をつかれた。

「だって、誰がどれだけ誘ってもキスすらしてくれないって、私たちに苦情および相談が殺到してたんですよ。淫魔の女の情報網をナメちゃあいけません」

　ウワ、とファルマスは顔をゆがめた。ミリアンは可笑しそうに微笑み、背後に回ってファルマスの背中をぐいぐい押す。

「ファルマス様は潔癖なきらいがありましたから少し心配してたのですけど、お相手が大猫族の子だと分かって納得しましたわ。催淫されてないってことはどういうことか、二人で話し合うときですよ。しばらくミリアンはお邪魔いたしませんわぁ」

　ドン、と自室に押し込められ、ベッドの上でころりと転がるメルヴィアと目が合った。身を起こした彼女は微笑してファルマスを見つめる。緊張しているが忌避じみたものはなく、ある程度信用されている空気感があった。

　そもそもメルヴィアは警戒心の強い人だった。それがこんなに気を許してくれているということは──。

「ごめんねメルヴィアさん、その飲み物お酒だったみたい」

「エッ！　そういえばそんな味がしたよ……なんだか熱くてフワフワするのもそのせいかぁ」

「平気？　猫ってお酒ダメでしょ、大猫族ってどうなの」

　ファルマスはメルヴィアの隣に腰掛けた。ぎし、とベッドが鳴るが聞こえないふりをする。メルヴィアは肩をぴくりと跳ねさせたが、わざわざ距離をおこうとはしない。

「強いのと弱いのと、差が激しい。私は弱い方かなぁ」

「そうなんだ」

　ファルマスは左手を伸ばし、メルヴィアの右手を握った。胸のあたりに持ち上げて、小さくて柔らかく、すべすべする手の甲を親指で撫でる。そうしてメルヴィアを見つめた。彼女は顔を真っ赤にして口を小さく開けている。ぷるぷる震えながら、逃げようとはしなかった。

「なんでキスしたかって聞いたよね。メルヴィアさんが好きだからだよ」





　　　　○






　これは現実なのかなぁ、とメルヴィアは思った。

　ずっと恋しく思っていたファルマスが目の前でやわらかく微笑んでいる。真摯な瞳で見つめられている。

「俺ね、催淫してなかったみたい。ずっと、こうなればいいなって渇望してたことが都合良く起きたから、暴走したのかと思った。ずっと──メルヴィアさんが俺のことを怖がらずに、近寄ってきてくれるのを待ってた」

「私、ファルマス君を怖く思ったことなんてないよ」

　ファルマスは苦笑した。

「メルヴィアさんは男が少し苦手でしょ？　家が爵位持ちなのは特に……あと、俺、淫魔だから」

　ファルマスの言うとおりで、昔は特に怖かったのだ。でも何故知っているのだろう。

「学園に来る前、社交界で何度かメルヴィアさんを見てるよ」

「え、ほんとうに？　だって私、出席したってすぐ隠れてたし、ほとんど誰とも喋ってない」

「それも知ってる。ろくでもない男どもから逃げてたよね。……こういうこと知ってる俺のこと、怖くなった？」

「怖いとかじゃないけど、どうして知ってるの？　そしてファルマス君が覚えてることが、驚き」

「俺もああいう夜会は好きじゃない。メルヴィアさんがたぶん初めて社交界に出たときのことだけど、男三人に詰め寄られてから逃げ出したのを見かけたんだよね。心細そうにしてるのが少し心配で、そしたら一人で窮地を切り抜けるから、面白いなってなったんだよ。メルヴィアさんのこと気になったのが、それ」

　初めての社交界、その逃走劇はしっかり記憶にあった。あのときはただただ怖くて、逃げることしか頭になく誰かに見られているとまで考えが及んでいなかった。確かにあれだけ人がいれば誰かに目撃されているだろうし、他に助けを求めることも多分できたのだ。

「もしかして……その後の夜会とかで逃げたりしてるところも」

「結構、見てる」

「お、お恥ずかしいところを」

「始めはね、メルヴィアさんのこと、妹と重ねてたんだよ。妹をきちんと守れなかったから、似たようなメルヴィアさんのことを守れたら、って、勝手な自己満足だった。そしたらメルヴィアさんは正直非力で戦闘に向いてないけれど、上手く自分の力を使って対処できる魔族でさぁ。猫と楽しそうに遊んでるところを見て、なんか俺が幸せになったんだよね」

　ファルマスがあまりに優しく言うので、メルヴィアは過去の自分ごと抱きしめられているような心地がした。

「って、猫と遊んでるところ？　待って、ファルマス君は私がいつも木の上に逃げてたのを知ってた、というか見てたの!?　だから〝メルヴィアさんは木登り得意だよね〟って、そういうこと？」

「うん、ごめんね見てた。無事に逃げたのを確認して、周辺に認識阻害魔術をかけてました。そんで俺は会場に戻る、みたいな」

　メルヴィアは今までの疑問が解けた。会場外でひと気が無く、木の上に潜んでいるとはいえ、探索魔術だってあるのに誰からも見つからないのはおかしいと思っていたのだ。ファルマスのおかげだった。

「ううん、魔術かけてくれてありがとう……。あのときの私にお礼を言わせたい」

「あのとき、俺がメルヴィアさんに話しかけても、メルヴィアさんは俺のこと怖がるだろうなって思ったんだよ」

　確かにそうだ。あのときは近寄ってくる男全てが怖かった。父が宰相に大抜擢されたことにより、周囲の掌返しのような態度が気持ち悪く、それでいてみんな瞳の奥は笑っていないのだ……。

　メルヴィアが黙ったのを見て、ファルマスが目尻を下げた。

「大猫族はそれでなくても性質的に淫魔が苦手だろ？　メルヴィアさんが俺を拒絶せずに交流を持ってくれるにはどうすればいいか考えて──淫魔だけど淫魔らしくない淫魔、って証明できればいいと思ったんだぁ」

　ファルマスの瞳が蕩けた。彼が目を少し細めるだけで二人を包む空気が蠱惑的なものに変わる。メルヴィア大猫の本性の毛並みが全て、ぞぞぞと立つ感覚がした。

「ままままさか、安心安全のファルマスって」

「うん。俺って精気の味の判別できるから、それを上手いこと使おーって。どれだけ誘われても口にキスはしないでいたら、誰かがそう呼び始めてさぁ。メルヴィアさんもいつか、俺に精気みて欲しいって言ってくれないかなぁと思ってたんだけど」

「あわわわわわ」

「ひとけのないところ、二人きりの状態で、あんなに可愛らしく言ってくれるもんだから……ちょっと、たかが外れちゃったっつーか……」

　ファルマスの青い瞳の虹彩に、銀色の小さな星が幾つか現れてチカチカ点滅する。彼の魔力が溢れて弾けているのだ。メルヴィアは魅入られて動けなくなる。

「サバイバル宝探しのときペアになって嬉しかった──これから少しずつ距離を詰めていこうかなって思ってたところだった。まるで獲物が自ら罠にはまってくれたような、そんな高揚感」

「ふぁ、ファルマスくん」

「本来なら警戒心の強いメルヴィアさんが、俺のキスは拒まなかったでしょ？　ねぇ、期待してもいい？」

「あう」

　ファルマスがずいと身を寄せてきて、あまりの至近距離と色気にくらくらしたメルヴィアは後ろにぽすんと倒れた。ファルマスはメルヴィアの顔の両側に手を着き、そのまま覆い被さってくる。

「ねぇ、お試しでさ、俺と付き合ってみませんか──。ちゃんと待てのできるイイ子だよ」

「お、お試し!?」

「無理？　相性は悪くないと思うよ」

　あれ、おかしいな、なんだかすごく下手に出られている気がする──まるで懇願されているような。

「俺、ちゃんと童貞だよぉ」

「どっ、どうてい!?」

「あ、ヤだった？」

　メルヴィアは勢いよく首を左右に振った。ファルマスがまさかの童貞──という衝撃はおいておいて、話の方向が少しズレている。

「ああああの」

「ん？」

「お試しとかじゃなくって……。私、は、ファルマス君が好きなんです、が」

「え」

　ファルマスが目を見開いて固まった。数秒経ってもそのままなので、メルヴィアは続きを言う。

「一回生のとき助けてくれたのが、きっかけで……だから、その。あ、ファルマス君の言う好きっていうのはそういう好きじゃな、んぅ」

　噛みつくようなキスをされた。侵入してきた舌に絡め取られ、蹂じゅう躙りんするような動きに降伏するしかなかった。じゅる、とメルヴィアの口端から垂れた唾液を啜すするファルマスは愉しげに笑っている。先ほどのキスはまだ手加減してくれていたようだ。呼吸を意識しないと酸欠になりそうで、メルヴィアははぁはぁと息を荒くした。

「俺の好きはトクベツの好き。ねぇメルヴィアさん、本当にいいんだよね、俺が恋人ってことで……」

「うん。こちらこそ、よろしく、おねがいします」

「よろしくおねがいします」

　夢みたいだなぁと思った。さっき濃厚なキスをしていたファルマスは、あどけなさのある無邪気な笑顔を浮かべている。それが本当に自分を好いてくれているのだと分かるのだ。

「……今日は、そろそろ帰る？」

　ファルマスの声が掠れている。さり、と頬を撫でられるのが気持ちよくて、もっと触れていてほしくなる。

「もうキスおわり？」

　思っていたことをそのまま言うと、ファルマスがスッと真顔になり、メルヴィアの両脚の間に体を割り入れた。

「えっ」

　メルヴィアはがしりと腰を掴まれ引き寄せられる。ファルマスに借りたパーカーがずり上がって下半身は下着が露わになり、少し脚を開いて正座したファルマスの太ももの上を滑ってゆく。メルヴィアの脚の間の部分が、ファルマスのズボンの下──服の上からでも分かるくらい隆起したところに当たった。

「これ以上ココでいちゃついたら、もう止まらないよ。分かる？」

　とん、と腰を揺らされて意味が分からぬメルヴィアではない。はぁ、と熱いため息を吐くファルマスの瞳の奥で、星がバチバチ煌めいている。衝動を抑えてくれているのだと悟った。

　匂い立つ欲望に当てられて、メルヴィアははくはくと口を開けたり閉じたりした。自分の欲求が引きずり出されるような奇妙な感覚がする。

　何も言わないメルヴィアを、ファルマスは動かずにただ待っている。

「俺は待てができる淫魔でありたいから……メルヴィアさんがそういうことしてもいいって思えるまで、待つから。ただ今日は、お誂あつらえ向きな環境だし、俺もテンション上がってるからこれ以上は我慢できないんで」

　腰を掴んでいた手を離し、体を後退させようとしたファルマスの胴を、メルヴィアの両脚が巻き付くように捕らえた。下着に隠された秘部を、ぐっと自分から押し当てていく。反射的な行為だった。

「ああああの」

「……メルヴィアさん、あのね」

「わたしもやぶさかではないのです」

　顔から火が出そうなくらい熱い。自分にも魔族らしい奔放さは少しはあったのだなと思いながら、両手で顔を覆った。ファルマスの手が太腿を這い、下着の部分に手がかかった。サイドがレースで作られた水色のショーツは持っているもののなかでも可愛い。下着の上からクロッチの部分をなぞられ、迎え入れるところをぎゅうと押された。自分でもすでに濡れているのが分かる。

「ほんとに分かってる？　こういうことするけど」

「わかってます」

「途中でやめないよ？」

　メルヴィアはこくこくと必死に頷き、「や、やさしくしてね……」と小さく言った。

　そこからファルマスは早かった。メルヴィアの両脇に手を入れて身を起こさせ、パーカーとＴシャツの裾を掴んで一度に脱がした。あれれ、と思っているうちにキスされながらブラのホックが外され、ぽいと放り投げられるのを目の端で見た。首の後ろに大きな手が回り、ゆっくりベッドに押し倒されると、今度は両足首を片手で掴まれ持ち上げられ、ショーツがするりと脱がされた。

「え、え、え」

　あっという間に全裸にされた。

　うっとり笑ったファルマスは、今度は自分の服を脱いだ。放り投げるように床に落としていき、彼もすぐ丸裸になる。体格がいい彼の体は細くても鍛えられており、筋肉の隆起が美しかった。下に目をやると、彼の男の象徴がぐんと上を向いている。ギチギチという音が聞こえそうなくらい張り詰めていて、その先端がぬらりと光り、雫しずくが垂れていた。

「怖くない？」

　言いながら、ファルマスはメルヴィアの脚の間に割り込み、その脚を遠慮無く左右に開かせた。羞恥で息を詰まらせたメルヴィアの膣ちつ口を、肉竿さおにツンと突かれる。そのままずるりと上に滑り、敏感なところを擦られる。衝撃的な感覚に思わず悲鳴をもらした。

「俺、淫魔に生まれて良かったって今までで一番思うよ。ものを食べるのと同じように、気持ちよくセックスする方法を本能で知ってる。俺たちの精液や体液はさぁ、催淫を起こせるものでもあるし、相手に痛みを感じさせない麻酔みたいなもんでもある」

　ぬるり、ぬるりとファルマスの肉棒に擦られ、膣口やその上にある突起に麻酔薬を塗られる。

「や、あ、あ」

　秘所を見られている恥ずかしさよりも、じんじんとそこが疼うずき出す熱さにやられていく。

「快感物質を引き起こす作用もあって……それは相性によるんだけど、メルヴィアさんとはすごく良さそうだね……」

　ファルマスがかがみ込み、メルヴィアの首筋を舐めた。ちゅう、と口づけながら鎖骨に下り、胸の先端に吸い付かれる。乳首の周りを舌でなぞられ、もう片方の胸は手で揉もまれている。甘い刺激に「ん、ん──」と鼻にかかった声で堪えていると、ファルマスがくすりと笑い、手で弄ばれている乳首をきゅっと摘ままれた。絶妙な力加減に悲鳴をもらすと、くりくりといじられ、吸い付かれていた方は舌先でいたぶられるようになる。未知の気持ちよさに、びく、びくと体が勝手に反応する。それらは下半身の疼きを誘い、無性に膝を擦り合わせたくなるのにできないから、内腿でファルマスの脇腹をすりすりさすった。

「あは。かわいーなぁ……」

「いいい、いじわる、してる？」

　まさか、と微笑んだファルマスは、メルヴィアの両膝裏を掴み、ぐいと持ち上げて左右に開かせた。おしりの穴まで見えてしまっているあられも無い体勢に、流石のメルヴィアも慌てた。

「は、はずかしい、やだ」

「こんなのまだまだ恥ずかしいうちに入んないよぉ。ヤダ」

　にこりと笑ってメルヴィアの願いを拒絶したファルマスは、すでに濡れている秘所に舌を這わせた。熱く長い舌がメルヴィアの愛液を舐め取り、敏感な突起を舌の腹でこする。びりりとした刺激に脚を閉じようとしたが、ファルマスの手にしっかり固定されていて動けない。唇と舌で花芽を剥かれ、吸い付かれた。「ひやぁ」と背中が弓なりにしなり、ちろちろと舐められる感覚に下半身が震える。そのうち脚を閉じようとする意思はなくなり、ぞわぞわする快感に身を委ねて、くったりと下半身の力を抜いた。ぴちゃぴちゃという水音を聞きながら、ファルマスの舌の動きに合わせてビクビクと体が跳ね、何か体の奥が高まって蜜口の中がキュウキュウと蠢うごめいた。

「あ、あ、なに……？」

　ファルマスの手が膝裏からお尻の方に移動し、蜜口を左右にぱくりと開かれる。奥が痙けい攣れんしている動きをじっと見られ──それが静まると、ファルマスはそこに口を付けてじゅるじゅると水を啜るような音を立てた。

「あ、まって、やぁ……」

「忘れてない？　俺は淫魔だよ」

　中に温かいものが入ってくる──ちゅぽ、と抜かれては、また入ってきて、その度にじんわりとした熱が上がるのだ。

「なに、ど、どうなってるの？」

　顔を上げたファルマスがべろりと舌なめずりした。べぇ、と出した舌は思いのほか長い。

「淫魔は舌が長いんだよ」

　蠱こ惑わく的な仕草に、メルヴィアの蜜口がひくりと反応した。「あ、」と思ったときには、ひくひくと勝手に蠢いており、恥ずかしさに口を引き結ぶ。ファルマスは蕩けるような嬉しげな微笑みを浮かべ、「かわいいねぇ」と言った。

　ファルマスは自分の口に指を三本突っ込み、唾液をたっぷり含ませてメルヴィアの蜜口に入れた。

「うん、効いてる。痛くないよね？」

　メルヴィアのそこは難なく指を受け入れている。うん、と頷くと、ファルマスの指がゆっくりと円を描くように擦り付けられた。すでにしとどに濡れているそこから、ぐちゅりぐちゅりと水音が立つ。じゅぽっと指が抜かれ、溢れ出る愛液を花芽に擦り付けられて捏こねられる。

「ンンン、や、あ」

　背筋をのぼる快感に震え、身をよじる。やだやだと首を左右に振ったけれど、嫌なわけじゃなかった。

「どっちが好きかなぁ」

「ま、まだ……？　はやく、いれてほしい」

「ん……。多分もう大丈夫だけど、痛かったら言ってね」

　ぐ、と蜜口にファルマスの猛りが当たり、そのままズプズプと入ってきた。温かくて大きなものに押し広げられる感覚、普通であれば痛いであろう其それは、不思議なことに全く痛くない。無性に欲しかったものに満たされていく感じがした。

「っ、く……」

　隘あい路ろがひくりと絡みつくような動きをしてしまうたび、ファルマスが小さく呻く。

「ん、もっと、おく……」

　メルヴィアの囁きに、ファルマスの瞳孔が開いた。ごちゅ、と勢いよく奥まで穿うがたれて、メルヴィアは声にならない悲鳴を上げる。痛くはないのに意識がとびそうなる。

「さっきのは……メルヴィアさんが悪い……」

　こつんと揺さぶられただけで、メルヴィアのなかがぎゅううと締まった。指でかき混ぜられていたときとは比べものにならないくらい胸がきゅんきゅんしている。おかしい、淫魔とセックスするというのはこういうことなのか。

（そりゃ淫魔がモテるわけだよ……これは、だめ、だめになる、頭がくらくらする）

「ファルマスくん、まって、だめ、わたしがわたしじゃなくなる、うごかない、で、あっ、あ──！」

　ごり、とファルマスの先っぽで奥を撫でられているところだった。ぴたりと動きをやめてくれたときには既に遅く、脳裏にチカチカと星が弾け、メルヴィアの中はきゅうきゅうと搾り取るようにひくついていた。

「っあ、あ、あ」

「ごめん止まるの遅かったよね、大丈夫……？」

「う……こわい、のっ」

　頭が痺れるような甘い余韻、たまらなく気持ちいいのに怖い、なのに体は離れていかないでと両脚がファルマスの腰に絡みついている。メルヴィアの蜜壺は未だ物足りないようで、ファルマスの陰茎を締め付けては欲しがっていた。自分の体がコントロール下から外れたようで、それもまた不安になる。泣きたくないのに勝手に涙が溢れていく。

「刺激が強すぎるのかな、痛くないようにってした処置の量を見誤った……？　相性がいいというのも考えものかもしれない」

「ごめ、ごめんなさ、いっ、あんっ……」

　ファルマスが上半身をぐっとかがみ込んでメルヴィアの頬を撫でた。その動作だけでも、メルヴィアの最奥はぐりりと刺激され、視界がうっすら白くなる。高木の間にロープを張って、その上を歩いているような危うい心地だった。

「謝ることないよ。あとは俺が慣らしておくから眠って。頑張ってくれてありがとう」

　瞼の上にファルマスの手がかぶさり、視界が暗くなる。──〝愛し子よ、お眠り。今夜は良い夢を見よう〟──テノールの優しい声が聞こえる。強制催眠の魔術で眠らせてくれようとしている。

「〝深い深い海の底で、幸せな唄を歌おう〟──俺のこと、嫌いにならないでね」

（ファルマス君のこと、嫌いになるわけないのに）

　意識の中に夕焼けの海が現れる。ざざ……と小さな波が寄せては返し、メルヴィアの足首を濡らした。一歩踏み出すと大きな波が体を包み、海中へ引きずり込まれる。ファルマスの海はあたたかく、底まで光が届いている。海藻や海月くらげなど、小さな海洋生物たちは七色に光っていた。メルヴィアは安心して、珊瑚さんごのベッドで目を閉じた。

「おやすみ、メルヴィアさん」





　　　　●






　小さな女の子は、スゥ、と静かな寝息を立てた。ファルマスはほっと息を吐く。加えて、感覚が鈍化する魔術もかけた。彼女の腕や脚を持ち上げても力は入らず、ぱたりと落ちる。下半身は繋がったままで、腰を二、三度振ってみた。「ん……」と甘く息を漏らすも、先ほどのように意識がとびそうな反応はなく落ち着いたものだ。

「かわいいなぁ……」

　ファルマスの呟きにメルヴィアの返答はない。寝顔は幸せそうである。

　ファルマスは続きを開始した。こちゅ、こちゅ、と抽挿を繰り返す。

「ん、あ、あ、あっ……」

「勝手に襲ってるみたいで、ほんとごめんね」

　メルヴィアは気持ちよさそうに小さく喘あえいでくれるが、彼女は眠っているのだ。それを申し訳なく思いつつも、こうするしかない、と行為を続ける。ファルマスとのセックスの刺激に、魔力に、慣れてもらうしかないのである。でないと、このまま初めて中に出したときには快感に狂い、メルヴィアの場合はセックスがトラウマになってしまうかもしれない。

「こうやって中を擦るだけで、これだけ気持ちよさそうにしてくれるのは、ほんと嬉しいけどね……」

　淫魔の精液はそれだけで快感を引き起こし、催淫作用がある。正直、神経回路を狂わせているのだ。その効果程度は淫魔本人がコントロールできるものとはいえ、全くゼロにはできない。

　多くの魔族はそれが大好きだが、メルヴィアはまだその域にいない。

「だすよぉ」

　とん、と奥を突いてファルマスは射精した。尋常でない量がメルヴィアのなかに送り込まれる。「んんんんぅ」と唸る彼女の頬に少し朱が差したが、他には異常ない。ファルマスはまた抽挿を続ける。メルヴィアの愛液と自分の精が合わさって、ぐじゅ、ぐじゅ、と音が響く。ファルマスは擦る角度を少し変えてみた。そうすると、メルヴィアの反応が少しずつ変わるのだ。

「あっ、あ──っ、あんん──」

「ここが気持ちいい？」

　まともな返答は返ってこないが、メルヴィアの体は何かしらサインを返してくれる。脚をぎゅうと絡めたり、つま先を丸めたり。

「んんん、ん──っ、きもち、い……」

「あは。かわぃ……」

　ちゃんと覚えておこう、と二度目の精を放つ。メルヴィアの体がびくびくと震えたが、まだ大丈夫そうだ。今日はあと一回くらいだろうか。

「少しずつ頑張っていこーね」

　ファルマスの陰茎を一生懸命呑み込んでくれているメルヴィアの薄い腹を、優しく撫でる。そうすると中がキュウッと締まったので、ファルマスは愛しさに笑みがこぼれた。

「ほんと、かわい」





　　　　●






　リリリリリとベルの音が鳴り、目覚めたメルヴィアの体は重かった。横向きに寝ている状態で、背後から誰かに抱きしめられている。サァッと血の気が引いたが、遅れてファルマスの匂いだと分かって胸をなで下ろす。……なで下ろした胸は素肌だった。

「起きた？　どう、大丈夫？」

「ファルマスく、え、あれっ？」

　メルヴィアのなかにファルマスの陰茎が埋まったままだった。挿れっぱなしで寝ていたらしく、ファルマスによって下半身がしっかり固定されている。

「メルヴィアさんが眠ってる間に慣らさせてもらったんだけど……前みたいな怖い感じ、する？」

「そういえば、しない」

「じゃあこれは？」

　ファルマスに片脚を持ち上げられ、後ろから突き上げられた。「っ──！」と声を堪えると、浅くゆっくり、何度も突かれる。とちゅ、とちゅ、と音がしている。怖くも痛くもなく、海底で潮の流れに揺られる海月になったような、ふわふわした心地だった。

「どお？　大丈夫かな……？」

「だいじょうぶ、なんだか、ちょっときもちいいぐらい……」

「良かった。今日はこれくらいにしておくね」

　メルヴィアのなかを揺すっていたものがずるりと抜かれ、そこからドロリと液体が溢れ出ていく。

「えっ、なにこれ、いっぱい出てくる！」

　メルヴィアは咄嗟に仰向けになって膝を曲げて丸まり、膣口から零れないようにして毛布をかぶった。ファルマスは上半身を起こし、微笑みながらメルヴィアの頭を撫でる。

「あは。メルヴィアさんが眠ってる間にいっぱい出したからねぇ。……怒ってる？」

「え、あ、なるほど？　だから今、ファルマス君にゆさゆさされても変な感じにならなかったの？」

「うん、そっちの刺激とか、俺の魔力とか……慣れてもらおうと思って。勝手にごめんね」

「怒るわけないよ。泣きたくなかったのに、泣いて、ごめんなさい。上手にできなかったし、最終的には眠らせてもらって……」

　メルヴィアはふるふると首を振った。自分が自分でなくなるようで怖くなったあのとき、うまくセックスできないことで、飽きられたり嫌がられるかもしれないと思い、そちらの方が怖くなったのだ。

　ぎゅっと目を瞑ったメルヴィアの額に、トンと指先が当たる。

「俺のこと拒絶しないでくれて、ありがとう。また次があるって思っていい？」

　ファルマスは、大らかで、優しい。やわらかい陽光の下、穏やかな木陰で笑うのがよく似合う魔族だ。淫魔であっても、セックス中であっても、その優しさは変わらない。

「うん……大好き」

　あは、と笑った彼に引っ張り起こされ、脚の間からトロトロと留めなく二人の体液が流れ落ちる。「あわわわわわわ」と慌てたメルヴィアは抱っこされて部屋にあるシャワー室に連れて行かれた。ファルマスならば魔術で体を綺麗にするのは造作も無いだろうに、石けんを泡立てた手で全身を丁寧に洗われる。

「ななななんで？　自分で洗えるよ？」

「まだ触り足りないから。だめ？」

「エッ、う……なら、仕方ない、かなぁ」

「メルヴィアさんチョロ過ぎない？」




　シャワー後、メルヴィアが制服に着替えている間に、ファルマスが二人分の茶を持ってきてくれた。鎮静作用があるらしく、「念には念を」だそうだ。

「メルヴィアさんが俺の恋人だってこと、周りに言ってもいい？」

　メルヴィアの頭の中は瞬時にシミュレーションを展開した。皆のファルマスでなくなる──大騒ぎが目に見えて浮かび、ぞっとした。

「……早く牽制、したいんだけど」

「！　なるほど、告白を断り続けるのもしんどいよね。ファルマス君優しいし。どうぞ、牽制に使ってください」

「は？　牽制したいのはメルヴィアさんに寄ってくる羽虫たちだけど何言ってんの？　そりゃ俺はモテてるけど、淫魔の営みを期待されてるだけなのが多いし」

「え、わたし？　確かに父の肩書き狙いで寄ってくる魔族はいるかもだけど、結局は私じゃなくてもいいから長くは続かないんだよ」

「それらも蹴散らしたいけど、それだけじゃない本気の奴も！　いるから！」

　えええ、と苦笑した。心配性だなぁと思いながらも、がっちり掴まれた両肩の強さにファルマスの本気度が窺えた。本当に自分を好いてくれているのだなと実感して、顔がだらしなく緩む。

「ありがとぉ」

「……とゆーことで、言うからねぇ。メルヴィアさんの方も少し大変かもしれないけど、何かあったら俺を頼って」

　ん、と頷くと、額にキスが落とされる。「約束ね」と真剣な声で言われた。







　普段の授業が終わる時間まで、二人は部屋で遊んだ。流石トゥーリエント家、人間界のテレビゲームを置いてあり、かわいいキャラクターを乗せたレースゲームにメルヴィアは夢中になった。人間というものは娯楽に対しての熱がすごい。「いつでも遊びに来てね」と言ってくれたので、明日にでも行きたくなった。棚にはゲームパッケージがずらりと並んでいるのだ。

　名残惜しくも伯爵家から転移して自宅へ帰った。庭には赤や黄色の小さな魔蝶がひらひら舞い、太陽はまだ空高い位置にある。フォレスト家の住む区域は昼がとても長いのだ。トゥーリエント本邸はすでに闇がおりてきつつあった。

「ただいまぁ。珍しいね兄さん、もう帰ってるなんて」

　居間のソファにはだらんと寝そべる兄のヴィクトルがいた。父と同じく魔王城で働いている彼がこの時間にいるのは珍しい。

「おかえり～。仕事早く終わったから帰ってきたんだ……って、メルヴィー、なにその匂い……」

「え、匂いって、……あ！」

　大猫族は総じて鼻が良いのだ。シャワーを浴びたとて、ファルマスの部屋でごろごろしていたら匂いはしっかり染みついている。ましてや兄が、自分のテリトリー内に侵入してきた同性の匂いを察知しないわけがない。飛び起きた兄は瞳を金色に輝かせて瞳孔を絞った。

「なんだかめちゃくちゃ執着的なマーキング臭を感じる……まままさか……かれし、が、できた？」

「しゅ、執着的!?　って、ワー！　ワー！　妹のプライバシーに踏み入らないで！」

「ま・じ・か！　ここここれ大丈夫な男なのか？　騙されてないか？　本当に好きなのか？　魔族はまず信用してはならないよメルヴィー？」

「私たちも立派に魔族ですけど、ってか兄さんこんなに過保護だっけ？　下の妹たちが彼氏つくってもこんなに言ってなかったじゃん」

　ふぅ、と重いため息をつかれた。がしりと両肩を掴まれ、あまりに真剣な様子なので動けなかった。こんな兄は初めて見る。

「それはね～下の妹たちはフォレスト家らしく狡猾……じゃなくて策略家だからそこまで心配してないんだよ。メルヴィーは一番大猫族らしい純情を培養してて、奥手だから心配なんだよ！　父さんも同じように思ってる！」

　フォレスト家はにこにこ温厚な表情を貼り付けた裏で、狡猾な一面もある一族である。保持魔力は高くないがゆえ、『情報を制するものが戦いを制する』が家訓として引き継がれていた。自分たちを害する可能性がある者に対しては、兄は平気で脅迫する。

「しかもこの匂い……いいオトコの匂いが……する……」

「えへへ」

「ほんとにっ……かれし、がっ……！」

　兄は嘘みたいに膝から崩れ落ちた。日頃の冷静沈着さを思うと、まるで別人、ご乱心である。

（私が不器用だから、なんやかんや心配してくれてたんだなぁ）

「兄さん、心配してくれてありがとう」

「……誰だ、相手は」

　ファルマスの口ぶりを真似て「あは」と笑った。相手が淫魔で、しかもあのファルマス・トゥーリエントだなんて言ったら気絶するかもしれない。

「言えません」







　翌朝、登校した教室にミーアが待ち構えていた。メルヴィアを見てうっすら微笑む姿に鳥肌が立つ。

「おはようメル。聞きたいことが、あるんだけど？」

「あい」

　昨日のことなんだけど──とミーアが話し始めたとき、廊下の方からキャアキャアと騒がしい声が聞こえた。毎朝のことなので分かる、ファルマスが来たのだろう。

「おはようファルマス～！　ねぇねぇ今日こそはキスしてよお。いくらでも精気食べていいからぁ！」

　甘ったるい声が聞こえ、ミーアが顔をしかめた。

「チッ。今日もうるさいわね。それに最近どんどんエスカレートしてない？　ファルマス君も何とかすりゃあいいのに」

　今日のミーアはなかなか機嫌が悪いようだ。コッ、コッ、コッと指の爪先で机の上を叩き、頬ほお杖づえをつく。メルヴィアを下から覗き込み、声を落とした。

「昨日、ファルマス君があんたの鞄取りに来たんだけどどういうこと？　体調不良がどうこう言っていたけど昼までは元気だったじゃん。それに何で急にファルマス君と一緒にいることになってんの？」

「ミーアちゃん、びっくりすると思うんだけど、実はね──」

「なんで！」ときつく叫ぶ声に会話が遮られる。教室中がしんと静まりかえった。どうしたのだろう、とメルヴィアはじめクラスメイトたちが視線を向けた先、ファルマスが自分にしなだれかかろうとしていた女子を拒絶していた。

「ごめんね。俺もうそういうのはしないから。真剣に困ってるときは精気の澱よどみをみるけど、安心安全のファルマスはもう終わり」

「なんでいきなり？　どうしてよ」

　美女は苛々と焦りの混じる表情で問うた。ファルマスは待ってましたとばかりに笑顔になる。

「大事な恋人ができたから」

　そこらかしこで悲鳴が上がった。まさかここで、とメルヴィアの背中には冷や汗が流れ始める。ミーアですら驚いた様子であり、美女は口をわなわな震わせていた。

「だ、誰よ」

「メルヴィアさん」

　ざああっ！　と海が割れたようにメルヴィアは注目を浴びた。経験したことの無い突き刺さる視線の多さに、獣耳が警戒するようにビンッと立つ。ミーアがあんぐり口を開けて「まじで？」と問い、メルヴィアは小さく頷いた。

　ファルマスがこちらにやって来て、座っているメルヴィアの肩をそっと支えた。下からそぉっと覗くと、ニコォ……とした笑みが返ってきた。

「そーゆーわけで、皆の精気を何でも食べるのは終わりです。夜のお誘いもやめてください。男どもは、メルヴィアさんに変なちょっかいかけんなよぉ」

　廊下の方から幾人か倒れた音がした。これはもう光の速さで学園中に知られるのだろうなと思い、メルヴィアは眩暈がした。

「なっ、何でその子？　フォレスト家だから？　ああ政略結婚、そうよねでないとそんな子選ぶわけな──」

　美女の声は途中で喉を詰まらせたように掻き消えた。ミーアが瞳孔を完全に縦長にした獣のそれで美女を睨み、圧倒的捕食者の力を滲ませて威圧している。サバイバル宝探しで高笑いしていたときと比べものにならないほど恐ろしかった。これまで最後まではみせてこなかった本当の戦闘能力が垣間見え、クラスメイトたちは驚き慄いている。

「ミーアちゃん、ありがとう」

　メルヴィアがミーアの袖を引っ張って言うと、彼女は緊張状態を解いた。得意げに笑って「あんたは怯まないのよねぇ」と呟く。

「政略結婚でもなんでもなく、俺が好きだからです。ね？」

　ね、とこれまで学園で見せたことのない恍こう惚こつとする微笑を向けられたメルヴィアを始め、この場にいた者は胸を押さえて呻いた。愛しくて色気たっぷりで、蜂蜜をそのまま口に突っ込まれたような甘やかさに噎むせる。たった一人ミーアだけが「やっばぁ……」と意識を保っていた。

　混沌とした事態に、都合良くチャイムが鳴った。







　それから半日、メルヴィアは大変だった。ファルマスと付き合っていることはあっという間に知れ渡り、色んなところで視線を感じた。上級生にも下級生にも彼は人気があり、メルヴィアもそこそこ名が知られているので見つかるのだ。

　学園の花であるファルマスを射止めたことへの嫉妬も少なくなく、「どうしてファルマス様はあの子を選んだの」という言葉もたくさん聞いた。

「いや、私が一番そう思うよ？　なんで私なんかを選んだの、って」

「あたしからすると逆だけどね」

　メルヴィアとミーアは木の上に避難していた。教室棟からやや離れた位置にある大きな木の上に、ひっそりと作ってある休憩場所である。四方に広がった枝木の間に板を設置し、四人くらいは座れそうな広さの床を作ってあった。何かと樹上に逃げるメルヴィアが作ったものではなくたまたま見つけたもので、見知らぬ先輩からの遺産であろう。

　昼休み、教室や食堂で昼食を食べても落ち着かないに決まっている。メルヴィアは弁当箱を持ち、ミーアは購買でたくさんパンを買いこみ、二人はここに隠れたのであった。

「ファルマス君は優しいよ」

「うーん。しっかり交際発言して、かつ牽制したのは良かったかも。これでメルヴィアへの変な絡みが減ったらいいんだけどさぁ。しかしこんな急展開なわけ？　昨日早退してから何があったのよ」

　いざ話すとなってメルヴィアは言葉に詰まった。ファルマスの部屋でしたことを思い出し、顔が熱くなる。それをミーアにジットリとした目で見られ、先を促される。

「なんとなく想像ついたから。少しずつでいいから話せ」

「……昨日の昼休み、猫たちと話してたらファルマス君が木の下で寝てて、それを眺めてたら気付かれて、お喋りすることになり、いい加減行動起こさなきゃって思ってたから覚悟決めて、精気の味をみてほしいって言ってみたの」

「あんたにしちゃあ頑張ったのね」

「そしたら、そしたらね……口にキスされて」

「……へぇ」

　ミーアの声が一段と低くなり、メルヴィアの背筋がビクッと伸びた。

「そ、そしたら体がへにゃへにゃになって動けなくなったの。ファルマス君には謝られて、よく分かんないけどトゥーリエント家のお屋敷に行くことになって」

「それって催淫でもされたわけぇ？」

「ファルマス君は無意識に催淫しちゃったって焦ってたけど、本当はしてなかったんだよ。えーと、なんか、私にとってはすごいキスだった、から……」

　最後の方は尻すぼみになった。ミーアの方を直視できない。

「……で、トゥーリエント家で手籠めにされたと」

「！　な、何で分かったの!?　あと言い方は語弊あるよ!?」

「うーわ、マジか」

　カマをかけられたらしい。ミーアはため息をついて紙パックに入ったカフェオレを飲み干した。

「ねぇ、告白はされたの」

「好きだって言ってくれた。男が苦手な私が、淫魔であるファルマス君を怖がらずに近寄ってくれるように、《安心安全のファルマス》像を作った……みたいなことも教えてくれた」

「へぇ──ってか、そのときから!?　それって一回生のときからじゃない！　ずっと好かれてたってこと？　は、なに、メルヴィアめっちゃ執着されてんじゃん」

「え、あ、うん。えへへ……学園入学前から社交界で私のこと知ってたんだって」

「なんでそんな嬉しそうに笑ってられんの？　重くないの？　もうずっと対メルヴィア用で策略練ってきてんじゃん」

「え、重い……？」

「あんなキレーで高魔力を保持した淫魔からそんだけ執着されて、怖ッ！　ってならないの」

　この話をすると、『そんな話信じられない』といった反応が返ってくると思っていたのだが、ミーアは全く別の心配を見せた。

「確かにファルマス君以外だったらちょっと怖いかも……。でもファルマス君、入学前もひっそり守ってくれて、入学直後のときは助けてくれて、昨日も私のことを第一に、その、優しかったし……嬉しいなって」

「まぁメルヴィアがいいんなら、いいんだけどォ」

　ミーアはすらりとした脚を投げ出した。彼女の制服はスカートタイプなので浮遊魔術で樹上まで上がって来たのである。

「正直、ファルマス君が私のこと好きだなんて信じられない、的なことを言われると思ってた」

「ええ？　だってあたしの大好きなメルだもの、誰が好きになってもおかしくないでしょ。それに朝のアレを見た後だったら信じるしかないかなって。何あのカオ、見てるこっちが溶けるわ」

「ひとたまりもありませんでした」

「でもやっぱりさぁ……ファルマス君が変わり者だとしても、淫魔が長年片想いのまま執着して待ち伏せしてるって現象がやっぱ怖い。変なことされそうになったら相談してよねぇ」

　変なこと、とメルヴィアが不思議がっていると、ミーアはしかつめらしい顔をした。

「いい？　何も知らないからって、流されちゃだめよ」







　放課後、メルヴィアは森の猫たちに報告しようと学園の外れに行く途中、何かから必死に逃げている女生徒を見かけた。艶やかな黒髪の女の子が後ろを振り返りながら叫んでいる。

「ぜーったいに嫌です！　まだそこまで先生のこと信用できてませんもん！」

「そんなこと言わないでさ～キミのその不思議な体のこと教えてよ。キミ自身も知りたいでしょ、サービスで気持ちいいことしてあげるよ～」

「いりません！」

　ファルマスの妹のライラが、魔術基礎実践を担当している淫魔の教師──デヴォンに追いかけられているのだ。学園敷地内は《転移》術を封じられているはずだが、どうやってかデヴォンが瞬間移動してライラの目前に現れ、彼女の両肩をぐっと掴んだ。

（あ、《魅惑》を使う気だ──！）

　術をかける一瞬の隙に、ライラの拳がデヴォンの腹にのめり込み、続いて足技を連撃して吹っ飛ばした。見事な手際にメルヴィアは唖然となる。吹っ飛ばされて起き上がったデヴォンの顔は壮絶と言っていい怖い顔をしていて、最早手加減はしないだろうと悟る。教師の立場も忘れ、目の前の研究材料を狩ることしか考えていないのだ。

　ライラは顔を青くしたが逃げ場もないので臨戦態勢を取った。メルヴィアはそれを見て駆け出し、持ちうる最上の幻影術を唱える。


「〝かくしませ　かくしませ　彼かは仇あだな者

　　まどいませ　まどいませ　其は夢の場所

　　時は巡るものなれど　其も廻るものならば

　　かくしませ　かくしませ　我は其を拒絶する〟」



　デヴォンの周囲に白い靄もやが発生して何も見えなくなる。時空を歪ゆがませて迷わせる、不意打ちの魔術は成功だが相手は超一級の教師、そんなに保たない。

「ライラさん、こっち！」

　メルヴィアはライラの手を掴んで走り出した。ライラは戸惑いながらもついてきてくれる。どこに行くか迷った末──結局、よく行く学園の外れの樹上に隠れた。念のため目くらましの術もかけておく。

「助けていただいてありがとうございます」

　ライラは太い枝木にちょこんと座り、丁寧に頭を下げた。シニヨンにまとめた艶々した黒髪、濡れたように輝く黒い瞳──淫魔としては異端の風貌だ。無垢で愛らしい印象であることも珍しい。

「どういたしまして。あんなデヴォン先生見たことなかったから咄嗟に介入しちゃったけど、大丈夫？」

「私もやり過ぎちゃって焦りました……先生も、たぶん頭を冷やしてくれているころかな、と思いたいです」

　ライラは分かりやすく顔を暗くした。何故この子はあんな風に追われているのか、気になるところだがメルヴィアが軽々しく訊ねていいようなものでもない気がする。

「あの、メルヴィア・フォレスト先輩……ですよね？　ファル兄の彼女さん！　私、妹のライラです」

「はっ、ハイ、そうです。私もライラさんのことは存じ上げております」

「昨日ね、ファル兄がデレッデレの顔でメルヴィア先輩が彼女になったこと惚気られたんですよ～」

「デレデレ？　ファルマス君が？」

「はい！　それでね、先輩にね言っておきたいことがあって……。その、ファル兄って私によくキスするんですけど、それってトゥーリエントの屋敷の皆が全員そうなんですよ。〝キスは挨拶〟って家訓があるんですけど、皆それで私から精気吸ってるんですよね、毎日。でも先輩からするとチョット嫌だなぁとか、おかしいなぁとか思うかなって……」

　ファルマスがライラに熱烈なキスをしているところは見たことがあるし、衝撃だったので脳裏に焼き付いている。長兄のアルフォードもそうした目撃情報があるので、なるほど家訓だったとは──。

「って、毎日!?　それはライラさんが大丈夫なの？」

「はい。精気だけは無尽蔵にあるので、私は全然平気なんです。ちょっとくらい抜かれる方が動きやすいくらいで」

「なるほど……。私ね、学園でファルマス君がライラさんにキスして、ライラさんが殴り返しているところ見たことあるの。さっきデヴォン先生にしてたのもだけど、物理攻撃？がすごく得意なんだね」

「えっそれ見られてたんですか恥ずかしい！　私たち兄妹ならではの戦闘訓練というか、鍛錬なんです……」

　たんれん、とメルヴィアは反復した。魔術でなく徒手空拳での戦闘など、無論淫魔の得意分野ではない。そもそもファルマスの魔力量も尋常でなく、トゥーリエント家への謎が深まる。

「えーと、うん、キスについては気にしないから大丈夫」

「変な家訓ですみません。あっメルヴィア先輩、髪に葉っぱがついてます」

　ライラが手を伸ばしてメルヴィアの髪に触れた。ぐんと近づいたからだろうか、彼女から甘い甘い花と蜜のような匂いがして、彼女の指がかすめた獣耳のところからジワリと温かなものが流れてきた。気体のような液体のような其れは血流を流れ、心臓のところにホワリと熱をともして消える。

（え、あ、なにこれ）

　取れました、とライラが離れると甘い匂いもなくなった。狐につままれたような気持ちで彼女を見るが、ライラは自覚がないようでただニコニコしていた。

「今日は助けていただきありがとうございました。ファル兄のこと、よろしくお願いします」

「逃げるお手伝いくらいなら任せて！　こちらこそよろしくお願いします」

　メルヴィアと同じように、すと、と樹上から飛び降りたライラの身のこなしは軽い。手を振って別れた後、トゥーリエント家って一体……？　とメルヴィアは考えた。





　　　　○






「うん、いい感じだよ。ちゃんと持って、入れてみて」

「こ、こう……？」

　一糸まとわぬ姿で脚を投げ出しベッドに座るファルマスの、そそり立った陰茎をメルヴィアは握る。彼の脚を挟むようにして膝立ちしているメルヴィアは、とろとろにほぐされた自分の膣口に猛りの先端を当てた。ちゅ、と先っぽが中に入る。

「メルヴィアさんが怖くないと感じる範囲で、腰をおろしていって」

　うん、と返しながら、ズプズプと陰茎を中に沈めていく。先ほどまで散々愛あい撫ぶされ、メルヴィアの蜜口はずっとこれを待っていたのである。半分くらいは入ったかな、というところでファルマスの肩に手を置いてしがみつく。ここから先が大変なのだ、まだまだ大きいし、ファルマスのコレで中を擦られる気持ちよさは体が覚えている。

「怖くなったら言ってね。とりあえず抜くし……メルヴィアさんがよければまた、眠っているうちに慣らすし」

　メルヴィアは首を振って、ズズッと進んだ。チリチリッと背中に快感が走るが怖くない。そのまま最後まで腰を下ろし、ゴツ、と奥にぶつかる感覚に身もだえした。ファルマスの首に腕を回してしがみつくと、ぎゅうと抱きしめられる。

「えらいねぇ。どう？　前より大丈夫そう？」

「前より怖くないよ……なんだか変になってきても、そういうものだって少し分かったし……」

　ファルマスに頬を掴まれてキスされる。ファルマスの舌が口内に入ってきて絡みつかれ、片方の手が左胸を揉みしだきながら乳首を摘ままれた。その刺激に軽く達してしまい、ファルマスの肉棒をきゅうきゅうと締め付ける。

「少し、自分で動いてみる？」

「うん……」

　少し腰を上げて、とちゅ、と落とす。一度の刺激で背中を震わせながら、メルヴィアはたった一時間前のことを考えた。




　今日は休日で、課題をこなしながら家でのんびり過ごす予定だった。自室の窓に白い鳥がやって来て、それが転移伝書鳩だと気付いて窓を開け、メッセージを読む。


『可愛いメルヴィアさんへ

　もしお暇なら俺の部屋に遊びに来ませんか

　よければ鳥と一緒にトゥーリエント家まで転移してください。防衛魔術はメルヴィアさんに対して解除済みです




　　　　　　　ファルマス』



　ファルマスからのお誘いだった。ゲームも楽しかったし、何よりファルマス会いたいし──とメルヴィアは白藍色のドルマン・スリーブのシャツと藍色のショートパンツに着替え、水屋箪笥たんすから手土産のバームクーヘンを取りだして帆布トートに入れる。鳥と一緒に転移すると、屋敷門前に着く予定がファルマスの自室に直通で心底驚いた。

「メルヴィアさんいらっしゃい！　その鳥に転移先を俺の部屋になるよう術式組み込んでたんだ～びっくりした？」

　いたずらに成功して楽しそうに笑うファルマスが待っていた。インディゴブルーのゆったりしたＴシャツに、すっきりした黒いズボンを履いている。

「私の術式発動後に上書きで組み替えられちゃったってこと？　転移術失敗したのかと思ったよ……すごいね、そんなことできるんだ。お招きありがとう、お邪魔します」

　にっこり微笑んだファルマスに腕を引かれてキスされる。流れるような動作で横抱きに持ち上げられ、ベッドに運ばれて下ろされた。あれれと思ったメルヴィアが起き上がる隙もなく、ファルマスに覆い被さられてキスの続きをする。

（これは、着いて早々そういうことする感じ……？）

「あの、ファルマス君、ちょっと待って」

「だめ？　俺、あれから三日も待った」

　可愛らしく言われると拒絶できない。う……と固まっていると、ファルマスの顔が心配したものになった。

「……怖いんだったら、やめよ」

「怖くはないの！　その、着いて早々でちょっとびっくりしただけで、あと、あとね……か、可愛い下着にしてたら良かったって思って……」

　どうしてこの展開を考えていなかったのだろう。メルヴィアは反省した。今日の下着が思い出せないが、トクベツ可愛いものではないことは確かである。

「なるほど、そういうこと」

　うん、と頷いたファルマスはパチンと指を鳴らした。するとメルヴィアもファルマスも一瞬で裸になり、服はローテーブルの上にきちんと畳まれた状態で置かれていた。

「あ、成功」

「なっ、ななななんで!?　なにこれ!?」

　メルヴィアは反射で胸の前で腕を交差して隠し、両膝を擦り合わせた。ファルマスはその両手首を掴んで万歳させるようにシーツに縫い止め、慎ましく膨らんだ胸の先端をべろりと舐める。

「術者に警戒してたり拒絶するような場合だったら服は脱げてないんだよ。でもメルヴィアさん、全部脱げちゃったね？」

「そ、そうですね？」

「いーい？　頑張れる？　今日はメルヴィアさんがやりたいように動いてみよっか」

「が、がんばる」




　そうしてたっぷり焦らされた後、今はこうやってメルヴィアが自分で腰を揺らしている。動きやすいようファルマスの両手にお尻を支えてもらいながら、ずちゅっ……とゆっくりした抜き差しを続ける。

「あっ、──！　──！」

　何度も軽く達してしまい、その度にファルマスにしがみついて余韻に浸る。よしよし、と背中を撫でられ、それに甘えてはぁはぁと呼吸を整える繰り返しだ。

「いいこいいこ。まだ大丈夫そうかな？　一回出してみていい？」

「うん……だして」

　お尻を掴まれ、下からゴツッと突き上げられた。続いて穿たれたそこから熱を感じ、それは体を熱くさせながら首筋を上がり頭の中に侵入する。メルヴィアはぐらりと眩暈を覚え、ファルマスにしがみついた。脳裏が白く灼やき尽くされる。

「はっ、はっ……はぁっ……ああ、ん」

「メルヴィアさん？　もしかして呼吸が苦しい？」

「う、あ、だ……大丈夫、そう」

　メルヴィアは少し腰を浮かせた。「アッ、待ってメルヴィアさん、まだ動いちゃだめ」ファルマスの陰茎を少し引き抜くだけで足爪の先からゾクゾクし、力が入らなくなってパチュンと腰を戻した。

「ひっ、あっ、あ──────！」

　中を擦り、奥をコツンとノックされた瞬間に意識がとんだ。気持ちいいだとか、そういうもので片付けられなかった。自分がどこかにいってしまいそうで、吹き飛ばされそうな嵐のなかファルマスの体にしがみつく。

　それからしばらくして、労るように背中を撫でてくれているのを感じ、メルヴィアはぱちぱちと目を開けた。ファルマスの背中に爪を立てていたことに気付く。はっとして確認すると、彼の背中は八本の爪痕があり、どれも結構な血が滲んでいた。

「え、抉ってる!?　ごめんファルマス君！　こんなつもりじゃ……！」

「おかえりぃ。メルヴィアさんは大丈夫？　怖かったんじゃない？」

「あ……怖くはなかった。何て言えばいいんだろ。すごく、きもち、よかった……？」

「あ～良かった～。俺の背中は名誉の負傷だねぇ」

　やわらかく顔を綻ばせるファルマスが愛しくなり、メルヴィアは彼の頬をすくい上げて唇にキスを落とした。中に入ったままの彼の肉棒がぐぐっと大きくなったのを感じて驚く。下から軽く揺さぶられ、またイきそうなのを堪えているとファルマスが舌なめずりした。

「もうちょっと動いていーい？」

「ん、うん」

「じゃぁしっかり掴まっておいてね」

　ファルマスの腕が内腿の下を通ってお尻を掴み、ぐっと引き寄せられた。ずりずりとベッドの上を移動したファルマスは床に足を着く。まさかと思った通り、ファルマスはメルヴィアを抱えながら立ち上がった。しっかり持ち上げられているので大丈夫だろうが、落ちないようにとメルヴィアはファルマスの首根っこにかじりつく。

「これねぇ、人間界では駅弁って言うんだって。おかしいよね」

「お、奥に、すごく当たって……」

　歩いたり揺れたりする衝撃でメルヴィアの中が擦られて突かれ、ずっと胸がきゅんきゅんしている。セックスの刺激にも体が慣れてきて怖さはなくなり、今はファルマスのことと体を走る快感のことしか考えられなくなってきた。

　ぐりぐり、と肉棒で奥を刺激されると、メルヴィアの其れは物欲しそうにギュウギュウ締め付ける。

「も、もっと、くちゅって、突いて……？」

　メルヴィア渾こん身しんのおねだりに、ファルマスが嬉しそうに艶やかに微笑んだ。

「あは。少しずつね、メルヴィアさん」

　ファルマスはメルヴィアの体を少し持ち上げ、ごちゅっ、と突き上げた。メルヴィアは震える足をなんとか絡ませて、快感に意識がとんでしまわないよう堪える。蕩けた瞳をしているファルマスにじっくり見つめられていて、その瞳に映るメルヴィアの顔は欲情した猫そのものだった。ゆるやかに体を揺らされ、「あ、あ、あ」と半開きの口から嬌声が漏れる。もう一度深く突き上げられて、今度は我慢できずに深く達してしまった。あられもない声を上げながら、溺れないようにとファルマスにしがみつく。

　まだ、やめないで、もっと、もっと──。ガクガク震えながら、メルヴィアの思考に沿って蜜口はきゅうきゅうとファルマスを欲しがっている。

「あは。ビクビク震えながら頑張ってるメルヴィアさん、かわいーねぇ。今日はまだできそうだから、もう無理ってなるまで頑張ろっか？」

「んっ、がんばる」

　淫魔に堕ちる、ってこういうことなのだろうな──と頭の片隅で思いながら、メルヴィアは腰を揺らした。





　　　　○






　メルヴィアはベッドの上で丸くなっていた。獣耳はペタンと垂れて、曲げた膝を抱えてうなだれている。

「メールーヴィーアーさーん。そろそろ起きようよ」

「ヴッ……さすがに恥ずかしいの！」

　あれから──メルヴィアが『がんばる』と言ってからは酷かった。何度も欲しがり、意識をとばし、おねだりしては、はしたなく声をあげた。そのときはもう夢中で本能のままでしかいられなかったが、ついには気を失ってファルマスに体を洗ってもらい、着替えさせられているところで目覚めて我に返った。

「そうだなァ。メルヴィアさん結構体力あるなぁと感心しました」

「慰めれてない」

「これで俺とセックスしても大丈夫だなぁって嬉しく思いましたよ？」

「うん……」

「淫魔とセックスしたらエッチな体になるんで仕方ないよ」

「そ、そうなの!?」

　そんなのは初耳である。驚いて顔を上げると、ファルマスがへらりと笑って「たぶんね」と言った。でまかせである。

「あっ、また布団に潜って……そうだ。メルヴィアさんが恥ずかしかったって言うんなら、次は俺の恥ずかしい部分教える。これでどう？」

「恥ずかしい部分？　ファルマス君にそんなのあるの？」

「メルヴィアさんに──というか誰に対しても、ずっと隠してきたことなんだよね、ちょっと特殊で……。でもメルヴィアさんなら受け入れてくれるかなぁ」

　ファルマスは困ったような照れくさそうな顔をしてメルヴィアを窺っていた。そんな恥じらうような表情は初めて見る。

「それはもちろん、ファルマス君ならきっと」

　メルヴィアは安請け合いした。

「あは。メルヴィアさんならそう言ってくれると思ったぁ」

　ファルマスは無邪気に笑うのに、声音にどこかドロリとしたものがあって鳥肌が立った。




　その後はテレビゲームをして遊び、あっという間に時間が過ぎた。次は人間界の美術館をのぞいてみようという話になったので、事前に予習しておこうとメルヴィアは決めた。

　帰宅すると、兄と父が二人で酒を飲みつつリビングで寛いでいる。少し前に魔界で起きたというトラブルが落ち着いたのだろうか、空になったワイン瓶が数本あった。

「ただいま～。父さんおかえりなさい。なんか久しぶりだね、お休みもらえたの？」

「おかえりメルヴィー。そうだな、一旦ケリがついたというか、行き止まりにぶち当たったってとこかな。はぁ」

「それでこのお酒？　犯人は捕まえられなかったの」

「残党はいくらか捕まえられたけど、根っこの方はまだ分からん。《羊の姫》を狙う者たちはいつのときでもいるからな」

　メルヴィアたちが生まれるずっと前に起きた事件である。《羊の姫》というのは特異体質の者のことで、その精気を摂取すると魔力の容量値が上がるのだそうだ。かつて、そう生まれついた魔族を攫さらい監禁し、貪り尽くしていた事件があった。発見は数十年後、現場は酷い有様で、犯人は複数の淫魔、余罪もたんまりあったという。

「今回関わっていた者たちの周囲は引きずり出せたけどなぁ」

「そうなの。お疲れ様」

　メルヴィアは昨日作ったガトーショコラを切り分けた。青鈍色の陶器の皿に盛り付け、クリームを添えて出す。

「おお～メルヴィーのケーキは美味しいからなぁ、ありがとう。……って、待ちなさいメルヴィー」

　父の傍を通りすがったとき、突然厳しい声で呼び止められる。父は基本的に娘に甘いので、どうしたのだろうと身構えた。

「……男の、匂いがするぞメルヴィー！」

「げっ」

「そうなんだよ父さん、メルヴィーにどうやら彼氏ができたみたいでさ！」

　酒に酔って半分寝ていた兄までカッと目を開く。これはめんどくさいことになったとメルヴィアはリビングをあとにする。「話は終わってないぞメルヴィー！」「一体誰なのか教えろ！」と叫んでいる酒飲みの声は無視して二階に上がると、妹がちょうど部屋から出てきた。

「なに、姉さんの恋人まだ誰かバレてないの？」

　呆れた声でそう言った。





　　　　○






　学園には立派な図書館がある。入り口は吹き抜けのホールになっており、天井にはステンドグラスがはめこまれていた。まるで海の底から空を見上げているような構図で、悠々と泳ぐマンタの腹や小魚たちを描いている。人間界の海に感動したらしい魔族が製作したらしく、様々な青色を使っているところにこだわりを感じる。

　メルヴィアは人間界の美術史や絵画の本を借りに来たのだった。せっかく美術館に行くのなら楽しみたい。数冊借りて目を通しているうちに、大事なことに気付いた。

　メルヴィアの人型の耳は、頭の上にぴょこんと生えた獣耳なのである。




「──ということで、どうやったらちゃんとした耳を生やせるでしょうかミーアちゃん」

「ふむ、と考えて、シュッ、と出す。以上」

「それができないんだって～～～」

　授業合間の休憩時間、ミーアに教えを乞うたものの、にべもなかった。

「俺、人間界に行くときはいつも存在感を消す魔術をかけるから大丈夫だと思うよ」

「ああ、あんたが人間界になんて行ったら歩くだけで女を腰砕きにしちゃうわよねぇ。ってか今はあたしとメルの時間なの！　邪魔しないでくれる」

「アー、ごめんね」

「ごめんねミーアちゃん。……でも私、ミーアちゃんとファルマス君と三人でいるのも、ちょっと楽しいんだよね」

「ぐっ……じゃあ許す。ファルマス君のことはキライじゃないけど、未だに女子の視線がうっとおしいのよ」

　ファルマスが恋人持ち宣言をしたあとも、言い寄られるのはなくならなかった。教室の隅に座っている今もプスプスと視線を感じている。

「アー……ウン、俺って淫魔だからねぇ」

　ファルマスの口ぶりは、ただ淫魔だからという理由で人気なのだと言っているようだった。その一面は否定しないが、決してそれだけではない。メルヴィアはミーアと顔を見合わせ、お互い同じ感想を持っているなと頷き合った。

「えーと、次の休みのときは魔術でごまかせばいいけど、メルさぁ人間界へパティシエ修行に行きたいって言ってたじゃん。それを考えれば、特訓はするべきよね」

「幻影術で誤魔化しても、実体としてはそこにあるからね。すっかり忘れてた。卒業までになんとかしないと」

　学園は五回生の終わりで卒業となり、それぞれの道を歩む。メルヴィアは人間界に菓子作りを学びに行きたいと考えていた。必修科目以外でも人間界についての科目を取っているのはそれが理由である。

「メルヴィアさんは卒業したら人間界に行きたいの？」

「うん。魔界でパティスリー開くのが夢なんだ～。ファルマス君は卒業後のこと決めてるの？」

「いや……なんとなく、家業を手伝うんだろうなぐらいしか考えてなかった。魔術はもっと研究したいけど別に機関に入りたい訳じゃなくて、趣味の範囲でいいしなぁ。……ぼんやりしてて恥ずかしいな」

「それでいいんじゃない？　だってトゥーリエント家はやること多いわよ。メルみたいに人間界に出た魔族のサポートや取り締まりだってやんないといけないし。伯爵の冠がついてるけど膨大な量をこなす雑用係って感じ」

「ありがと。ミーアさんは何か考えてることあるの？」

「あたしはねぇ、魔王軍の治安維持部隊に入って賊ども相手に大暴れするのが希望」

　なるほど、と神妙に頷くファルマスにメルヴィアは笑った。

　トゥーリエント家は本当にやることが多い。人間界での会社運営もそうだが、人間界で魔族がトラブルを起こす前に対処したり、不法入国した魔族を捕縛するのがなかなか大変なのだ。あちらの世界の理をひそかに守っている一族の一つである。ファルマスもたまに人間界に行って仕事を手伝っていることをメルヴィアは〝知って〟いる。父や兄が話しているものを繋ぎ合わせるとそうなるのだ。

「賊相手だったらやりたい放題やってもいい……もんね、たぶん」

「そういうファルマス君だって、あたしこの前偶然見ちゃったんだけどなかなかやるじゃん。メルに近づこうとトラップ仕掛ける計画立ててた奴らにさ──」

「ミーアさんそれ以上は」

　気になるところでファルマスが遮る。全く笑っていない瞳で口元だけ弧を描く彼の圧力に、ミーアが苦笑いして閉口した。何したの、とメルヴィアが見上げると、ファルマスは口元に人差し指を当てて「シィーッ」と囁いた。

「だって俺ってば初めに忠告してあげてたもん。だから──お話し合い、かな？」

　絶対違うじゃんソレ。








３　シークレット・シークレット









　人間界デートの朝、ファルマスは自宅の門前でメルヴィアを待っていた。白のＴシャツの上にプルシャンブルーのシャツを羽織り、ズボンは黒のスキニー、そしてスニーカーを履いた。存在感を消す魔術も使うが、念のため銀色オレンジな髪を隠すキャップ帽もかぶる。

　メルヴィアは約束の時間通りに来た。レースが施された白のタンクトップ、デニムのショートパンツ、透け感のある長めの白いシャツを羽織りにしている。耳を隠すように生成り色のハット帽をかぶり、足下は歩きやすそうな編み上げのサンダルを履いていた。普段の制服姿も、夜会で見るドレス姿も、ファルマスの部屋で見る俺シャツ姿も可愛いが、今日はまた特別な感じがしてキラキラ眩しかった。

「おまたせしました。前から思ってたけど～ファルマス君は私服姿もかっこいいね」

　しまった先を越された。

「ありがとぉ。メルヴィアさんも可愛いよ～いつものことだけど」

　ふふ、と嬉しそうにはにかむメルヴィアを見てきゅんとする。この子はどうしてこんなに可愛いのだろうと思う毎日である。

　人間界へとつながるゲートは庭にあった。凱旋門を模して作ったらしいそれは黒曜石で作られており、トゥーリエントの血を引く者だけが起動できる仕組みだ。ファルマスが魔力を流し込むと、水を張ったような膜が現れた。

「どこ行こっか？　俺は稼業柄ひととおり行ってるから、メルヴィアさんの希望があればそこを巡りたいなぁと思ってるけど」

「あっじゃあ、メトロポリタンか、ルーヴルか、エルミタージュか……でもオルセー美術館やウフィツィ美術館も気になるの」

　気になる画家の名前を挙げながら迷うなぁと彼女は言う。

「なんだか詳しくなったね？　人間界の美術はよく知らないって言ってなかったっけ？」

「うん。せっかくだから楽しみたいなぁと思って少し予習したの。図書館で本を借りて、ある程度の作品や歴史は覚えたよ～」

「……もしかして本の中身、全部？」

　はっとしたメルヴィアはぎこちなく頷いた。やっぱり、とファルマスは独りごちる。

　彼女はものすごく記憶力がいい。異常といって良いほどだ。それがあまり注目されていないのは彼女が慎重だからである。暗記系の試験はいつも正答率が九十六パーセント、どの教科でもそれを保ち、しかし満点はとらないように調整している。全部が全部、毎回満点だと目立つからであろう。ファルマスがこのことに気付いたのは、彼女をいつも見つめていたからである。好きなのだから見てしまうのは仕方ない。

　サバイバル宝探しのときにも感じた記憶力の良さ。一度通った道も、木や草花の様相で判別できるところがあった。ファルマスからはどこも同じ道のようにしか見えなくとも、メルヴィアにとっては明確に違うのだ。

　フォレスト侯爵は膨大な情報を操る策士である。彼も驚くほど記憶力が良く、どうして知っているのだということまで把握しているらしい。

（フォレスト家の特色なのかな？）

　彼女がその能力を隠したいのであれば尊重したい。ファルマスはコロリと笑い、メルヴィアの手を引いた。

「んじゃー今日はルーヴルとオルセーにしよ！　少しずつ全制覇していこーよ。そんでデザート食べよう。あの国はパティシエ修行に向いてる。俺の家の管轄とはちょっと外れる国だけどねぇ。あのへんはバーナード家かな、仲がいい相手だから紹介できるよ」

「そうなの？　ありがとう」

　ゲートの膜に触れて波紋を起こす。位置情報を入力して飛び込むと、バロック様式の古い邸宅の一室に繋がった。ツヤツヤのタイル、白い彫刻で装飾された壁、そして中央にぽつんとある黒いゲート。

「魔族が管理してる邸宅の中だよ。フランスのゲートはここしかないんだよね」

「人間界ってこんな簡単に行けるんだね」

「ソォ。だからさぁ、魔界と人間界が繋がってしまう可能性は十分にあるなって思うよ。今の魔王も危機感を持ってるから、人間側にいらぬ禍根を作らないよう規律をしっかり作ったわけだし。俺たち魔族は圧倒的に数が少ない……負けることはないけど、ここ数十年の科学技術の発達がめざましくて兵器を使われたら魔界の地が終わりかねない。どこまで二つの世界が繋がるかっつーのもアレだけど」

　同時に経済活動も頑張らなければならなかった。人間界の拠点作りの責務がある家は大変なのである。

「父さんも人間界の話はよくしてるよ」

「ん。やっぱり大切なのはよく知ることだよね──ってことで、今日は遊ぼう！」

　邸宅の管理者に挨拶をして外に出た。空は晴天、庭は草花に溢れている。老夫婦が毎日丁寧にガーデニングしました、というような温かみのある庭で、うまく擬態しているなと思う。

　メルヴィアと手を繋ぎ、まずルーヴル美術館前に転移した。ほどほどに見学したあとはカフェでケーキを食べ、オルセー美術館に。彼女は気に入った絵画の前で足を止めては、しばらく魅入っていた。楽しんでもらえてなにより。

　人間界は面白い。膨大な人間の母数から生まれる様々なアイデアや、魔族よりも儚はかない生を持つが故の移り変わりのスピードの速さ、娯楽を追求する姿勢、一人では生きていけない種族のくせに他者に対し魔族よりも残虐な面も持つ。

　トゥーリエント家に生まれたファルマスは幼い頃から人間界を行き来している。魔術の扱いに長けるようになってからは〝お仕事〟も手伝っていた。人間界で魔術を使い、好き勝手している魔族を捕縛するのである。派手な戦闘をするわけにもいかないので、こういうとき淫魔は重宝されていた。《魅惑》をかけて一時的に言うことを聞かせ、魔界に連れて帰って魔王軍に引き渡すのだ。面倒なこともあるけれど腕試しになるし、要請があれば快く応じている。秩序を守る仕事は嫌いじゃない。

　そういう延長線上にある家業を手伝い、魔界と人間界を行き来する生活を送るのだろうなとぼんやり思っていた。

（やりたいこと、ね……）

　あれもこれもと焼き菓子を買うメルヴィアを見て、ファルマスはぼんやりと考えた。彼女は魔界にパティスリーを開きたいのだそうだ。できればカフェも併設したいらしく、色々と考えている。それに対して焦りに似た引け目を感じなかったと言えば嘘になる。

　魔術を研究するのは面白いが、研究室に入りたいとは思わなかった。ファルマスは家族や屋敷の皆が好きだ。それらを守りながら穏やかに暮らしたいと思っている。

「どうしよう、菓子もケーキもいっぱい買っちゃった……！」

「いいじゃん。時を止める保存魔術かけるから、いくらでも買いなよ」

「えっ、ファルマス君もうそんな魔術できるの……？」

　メルヴィアと家族になれたらいいなと夢見ている。魔族は子を成したいと思ってようやく、体を繁殖用に作り替えるのだ。どれだけセックスしようが本人たちに意思がなければ子など生まれない。

（メルヴィアさんは、いつか俺に対してそういう気持ちになってくれるのかなぁ）

　メルヴィアから紙袋を奪い、手を繋いで石畳の上を歩く。道行く人間たちはファルマスたちを認識することはできないが、念のため人気の無い路地に入り、ゲートのある邸宅まで転移して魔界に帰った。

「ね、メルヴィアさん。俺の部屋寄ってく？」

　言外に抱きたいと想いをのせて伝えると、メルヴィアは目線を外しながら「うん……」と愛らしく答えた。あ、これはちゃんと分かってるな。

　最初はあれだけ怖がっていたセックスもだいぶ慣れてくれたと思う。貫いていた禁欲生活を解禁してからというもの、本当は毎日でもしたいのだが、それは頑張って我慢している。童貞を守り続けていたとき『同じ淫魔として本当に感心しています。フツーはできないですよ』と兄に言われる訳だ。一度味を知ったらもう無理である、童貞だからこそ禁欲生活ができた。

「ほんと、なんでこんなに美味しいのかな……」

　メルヴィアのお尻を掴み、執拗に何度もゆっくりと腰を打ちつけている最中、ファルマスは恍惚として漏らす。四つん這いになって甘やかに喘いでいたメルヴィアがどうしたのと振り返る。その唇を塞いで舌を絡ませた。

　メルヴィアの精気は美味しい。妹のライラは類い稀な極上の精気を持っており、味そのものは誰よりも美味しいのだが、メルヴィアの精気はファルマスを幸福に酔わせてくる。あまり摂取するとファルマスが催淫されたようになってしまい、歯止めが利かなくなるので要注意だ。メルヴィアはまだそこまで受け止められない……たぶん。

　気持ちよさそうにしてくれているけれど。





　　　　●






　ファルマスとは順調なお付き合いが続いている、とメルヴィアは思う。

　学園での生活は以前とあまり変わりなく、ミーアと三人で談笑することが増えたくらい。獣耳を消して人型の耳を創る特訓も付き合ってくれていて、数分間はなんとか出現させられるようになった。休日は人間界の色々なところに連れて行ってくれたり、そのあとはファルマスの部屋でイチャイチャしたり、ゲームをしたり。

　図書館の二階で幻影魔術の本を探していたら、机で勉強しているライラがいた。コンコンと隣のスペースを爪先で叩き、注意を引く。あ、という顔をしたので「お隣いいですか？」と訊ねた。ライラはこくこくと頷いて椅子を引いてくれる。

「あれからデヴォン先生とは大丈夫なの？」

「あのときはありがとうございました。あれからは、ああまで強引にはされてません」

「そうそう俺もチョット反省してさ～じっくり説得する方向にしたんだよね？」

　いつの間にかメルヴィアたちの目の前にデヴォンが座っていた。肘をついて組んだ指に顎を乗せ、うんうん頷いている。心底驚いて、二人で「ぎゃあ！」と叫ぶ。

「ライラちゃんにも悪い話じゃないと思うんだよね～。ほら、キミも自分の体について知りたいんじゃない？」

　華きゃ奢しゃな肩をすくめ、怠惰な雰囲気で艶然と微笑む。どうしてこの教師はこうも胡散臭いのだろう……と二人で睨んだ。

「もうちょっと先生のこと信用できてからお願いしたいところッスかね」

「あらら辛辣。そっちのメルヴィア・フォレストさん？　以前は俺を惑わせてくれてありがとう～キミがあそこまで幻術ができるとは思ってなかったからね、認識を改めたよ」

　ライラの逃走に手助けしたのはメルヴィアだとバレていたらしい。おずおずと謝罪の礼をする。

「二人とも、今後も励みなさいね」

　教師らしいことを言って、瞬きの間に目の前から消えた。何しに来たのだろう、暇なのかな。

「……無理矢理、実験体にされることはなさそうです」

「それを言いに来てくれたのかな、わざわざ」

「暇だったんじゃないですかね。そうそうメルヴィア先輩、ファル兄とはどうですか。困ったことはありませんか？」

「ファルマス君すごく優しくてね、困ったことなんてないよ～」

「そうですか！　ファル兄、先輩と付き合ってからものすごく楽しそうです。元から楽しく生きてるなぁとは思ってたんですけど、ますます」

　メルヴィアもファルマスと付き合ってからとても楽しく、日常に張り合いができた。得意な幻影魔術をもっと伸ばそうと勉強しているのもファルマスの影響が大きい。

（そういえば、ファルマス君は前に『自分の恥ずかしい部分を教える』と言ってなかったっけ？　まだ教えてもらってないな）

　──幸か不幸か、メルヴィアは思い出したのである。







　休日の昼下がり、メルヴィアは例によってファルマスの部屋で寛いでいた。外はさあさあと小雨が降っており、窓から見える木々の葉っぱはぴちぴちと雨粒を弾いている。二人でしているテレビゲームのキリの良いところで、メルヴィアはファルマスの腕にもたれかかって切り出した。

「ねぇファルマス君。前にさ、自分の恥ずかしい部分を教えるから……って言ってなかった？　いつ聞けるか、聞いてもいいかな」

　ぴと、とファルマスが固まったのが分かった。そぉっとこちらに首を回した彼の顔は真剣である。

「受け入れなくてもいいから、俺のこと拒絶しないって約束してくれる？」

　メルヴィアは少し考えたのち、「うん」と頷いた。

　おいで、と手を引かれてベッドの上に上がる。ファルマスがベッドの下からごそごそ取り出したのは、両手で抱えるほどの大きい瓶だった。透明で水色の柔らかそうな球体が入っている。

「スライム？」

「そう。俺が造った人工スライム」

　きゅるきゅると蓋を開けると、にゅるっとスライムが動き、ベッドの上にぽとんと落ちた。ぷるぷる震えてそこにいる。ツンと突いてみると柔らかい弾力が気持ちよく、撫でるとツルツルふにゃふにゃして何とも言えない良い心地だった。冷たそうなのに人肌の温度がある。

「気持ちいいね。勝手に動くの？　動かすの？」

「どっちもできる。改良に改良を重ねた完成品なんだよね。それで──俺、触手プレイがしたいんだぁ」

　ギク、と固まったメルヴィアの手首を、スライムが触手を伸ばして掴んだ。

「こうやって俺の意思で動かせるし、感覚共有できるようにした。──ねぇ、メルヴィアさん……だめ？」

「触手プレイってどんな……」

　スライムが新しい触手を伸ばしてメルヴィアのショートパンツの隙間に入り込んだ。「えっ」それは下着の上を這い、メルヴィアが善がる陰核を探して擦る。ヒクッと腰が震えた。

「こーゆー感じ。ねぇだめ？　俺、こういう性癖があるんだぁ……これが恥ずかしいこと」

「これって、私が恥ずかしいことなんじゃ？」

「んーん。メルヴィアさんは俺に付き合わされてるだけだから」

「えー……？」

　騙されてないか、とメルヴィアは考えた。その間も、ファルマスは期待を隠しきれないキラキラした瞳でメルヴィアを見つめている。ご褒美を待っている子犬のような、必死な気持ちも伝わってきた。それが可愛らしく見えてしまい、『そんなにしたいのかな……』とメルヴィアも揺れた。

「メルヴィアさんが絶対に嫌だって思ったらやめるから。セーフワード作ろ？　そうだな、『キライ』って言ったらやめる」

「ん～……」

「ね？　俺、数年かけて頑張って造ったんだ～きっとメルヴィアさんも楽しいよ、気持ちいいよ？」

「ファルマス君が数年もかけた……？」

　魔術に長けたファルマスがそこまで情熱をかけたとなると余程のこだわりを感じる。自律できるということは人工知能を与えているということだし、それを制御下においてかつ感覚も共有できるというのは……才能の無駄遣い極まりない。

「ねぇ、これって〝スライムになったファルマスくん二号〟みたいなもんじゃ」

「そーだよ～。俺の体をコピーすることだってできるよ。部分的も、手とか、アレとか」

　スライムから新たに触手が三つ伸びてくる。二つは手の形に、一つは勃起した男の象徴に形を変え、メルヴィアの前でふよふよと揺らしながら披露した。

「本当だ……。こ、これがいつも入ってるの……？」

「これでもメルヴィアさん用に抑えてんだよ～。淫魔はそういうこともできるからね。本能で最適解が分かる」

「……すごいね？」

「あは。ね、どう？　ちゃんと俺の制御下にあるから痛いことはないよ？　……お願いメルヴィアさん」

　お願い、と言われると弱い。なんなら初めてのお願いではないか？　二十そこらしか生きていない魔族が造るには凄すぎる人工スライムがどのようなものか、気にはなる。

「ん～～～！　い、いいよ」

　迷った末に了承した途端、スライムがずるりとメルヴィアのお尻の下に潜り、体積を大きくした。魔族をダメにするソファのようになって、背部をぷにょんと包まれた。浮いた足の靴下をファルマスに脱がされ、シャツのボタンはスライムの触手が外していく。

「ありがとうメルヴィアさん」

　ファルマスの語尾にはハートマークが乱舞していた。おねだり時はしおらしかったのに、今は獲物を前に舌なめずりした魔獣のようだ。

　服を脱がされてブラとショーツの姿になった。両腕には触手がぐるぐる巻き付き、手首を交差した状態で頭の上に固定される。両脚にも触手が伸びて、絡め取られＭ字に開脚させられた。ファルマスはＴシャツを脱ぎ、胡座に片膝を立ててじっくりこちらを見つめている。

　下着は獣耳と同じ薄水色のものをつけてきた。『こういうのも似合うと思うよ』と言われて履くようになったソングタイプのショーツは、サイド部分がフリルで飾られていて可愛らしい。慎ましい胸を包むのはハーフカップブラで、シェル貝のようなデザインが気に入っている。

　下着にこだわり始めたのはファルマスとこういうことをしてからだ。いつもあっという間に脱がされるけれど、少しでも可愛いと思ってもらいたいのである。

「ごめん、溶かしていい？」

　何を？　と言う間もなく、ショーツのクロッチのあたりに太い触手が押し当てられた。その部分が熱くなり、次第にべちょっとした感覚になる。スライムが離れていくとスースーする。下を見ると大事なところを覆っていた部分の布が溶かされていて、フリルの付いたゴム部分だけが残っていた。ショーツとしては全くの無意味である。

「やっ……やるなら全部溶かしてよぉ」

　ブラのホックが外されて浮き上がった。乳房がきちんと見えるようにと触手が上にずらし、また新たな触手たちが胸を捏ねる。蹂躙されているようなのに接触は優しかった。両乳房を持ち上げられ、ピンと尖とがったピンクの先端に太い触手が二本ぶちゅりと吸い付いた。ファルマスに舌先で愛撫されているときと同じ動きでおかしくなりそうだ。

「やっ、まって……！」

　びくびくと背を弓なりに反らしながらファルマスの方を見る。彼は熱の籠もった瞳で、うっとりとしていた。目が合うと蕩けた顔で微笑まれる。

（めちゃくちゃ嬉しそうファルマス君……）

　下半身の方にも触手が増え、ぬるりとした先端が陰核をさすった。すり、すり、すり、と刺激され、ひくつく蜜口を見られているのが恥ずかしかった。花芽を刺激されたまま、蜜口に触手が侵入してくる。浅いところで抽挿を繰り返しながら、少しずつ其れは大きく太くなっていく。スライムは透明だから中の方まで見えてしまっているはずだ。細い触手が数本か、媚肉を左右に拡げてくれてもいるのだ。触手がちゅぽんと音を立てて抜けると、それを追い求めるように中が蠢き、それをつぶさに観察されている。

「やっ、あ、やだ、み、みないで」

　メルヴィアの呼吸はとうに荒かった。それを見つめているファルマスも荒い。いつの間にかブラは溶かされて枕元に落ちている。

　蜜口に侵入している触手の先が、メルヴィアにとって馴な染じんだ形に──ファルマスの陰茎のものになる。くちゅんと埋め込まれたまま、細い触手にクルクルと花芽を弄られた。

「やっ、あっ、──！」

　スライムに善がらされているところもファルマスにしっかり見られている。一つめの絶頂の余韻がまだ残っているうちに、蜜口に入ったスライムが動き始めた。少しずつ角度を変えながら出し入れを繰り返し、お腹の方を擦られたときにゾワゾワと快感が走った。

「やっぱりここだよね？」

　とろんとした声でファルマスが言った。

「いまはファルマスくんがうごかしてるの……？」

「うん、ずっとそうだよ」

　ちゅぷ、ちゅぷ、と中のいいところを擦られながら、胸もずっと揉まれて吸われて形を変えていた。ざり、と舐められる感触までファルマスそっくりだ。

「あっ、やめ、やめて、だめっ、──っ」

　乳首をキュッと摘ままれたのと同時に花芽も吸われるように刺激され、快感が背中を上がり脳裏で白い閃せん光こうが弾ける。蜜壺にいる触手をギューっと締め付けた。しばらく経っても余韻が引かず、物欲しげにひくついている。

「あ、あたま、おかしくなる……」

「──やめよっか」

　ファルマスの声に謝罪の匂いを嗅ぎ取り、メルヴィアは首を振った。手首や脚を固定するスライムの拘束が緩むが、そのままの姿勢でいる。

「ほんもののファルマスくんの、いれてほしい」

　微笑むファルマスの笑顔は泣きそうにも見えた。彼がぱちんと指を鳴らすとズボンが消えて裸になり、ぎちぎち張り詰めた肉棒の先からは透明な雫が滴っている。スライムの形状が変わり、メルヴィアは導かれるようにして、彼が胡座を掻いた上に跨またがる形で腰を下ろした。ずちゅ、っと彼のモノを容易く呑み込んでいく。ゴリッと奥に当たって、はぁと息をついた。

「ファルマスくんのが、いちばん……」

　頬と後頭部を掴まれて、がむしゃらにキスされた。つぅ、と銀色の糸を引いて顔を離せば、ファルマスは満足げに唇を舐める。そして、ちゅ、ちゅ、ちゅ、と顔中にキスの雨が降った。

「付き合ってくれてありがと……最高でした」

「ん……ファルマス君、すごく嬉しそうだったから、止めるに止めれなかった」

「なんていうか、毒されちゃったよねメルヴィアさん」

「恥ずかしかったもん……」

「気持ちよくはなかった？」

　メルヴィアは正直なので押し黙った。それは何よりも雄弁な答えだった。あは、と優しく笑ったファルマスが腰を振る。コツ、コツ、コツ、と奥をノックされて頭が痺れた。

「ファルマスくんのほうが、きもちい、っ、よ」

「メルヴィアさんほんと可愛いから気をつけてね？」

　ちゅうしながらファルマスが射精し、淫魔特有の快感因子がメルヴィアの中に吸収される。きゅんきゅんと胸が高鳴り、メルヴィアの蜜口はファルマスの陰茎に絡みつく。そのまま溶け合うようにキスを続けた。

　少しして、メルヴィアは腰を浮かせて引き抜いた。隘路からとろとろと二人の体液が零れ落ちていく。ファルマスの肉棒はぬらぬら光りながらそそり立ち、ピキピキと血管が浮いてメルヴィアを誘った。

「ふぁ、ファルマスくん……。わたし、もうちょっと、したいな？」

「もちろんいいよぉ。メルヴィアさんが満足いくまで……善がって気絶するまでいくらでも。次はどうやってしたい？」

　メルヴィアまで溶けてスライムにさせるような甘やかした声である。

「あのね……ファルマス君の上にのってみたい」

　いつも気持ちよくさせてもらってばかりなので、メルヴィアがファルマスをなんとかしてみたいと思っていたのだ。上に乗ったところでできるかは分からないし、どちらにしろファルマスに善がらせられるのだろう、ということは分かっている。

「まじで？」

　本気でキョトンとした顔になり、それだけでメルヴィアは気分が高揚した。

「いい？　がんばりたいの」

「ウン……」

　メルヴィアはファルマスの肩を押し、寝転んでもらう。彼の割れた腹筋に手を突き、屹きつ立りつしたそれを蜜口に押し当ててずるずると腰を下ろした。

「これからどうすればいい？」

「メルヴィアさんが気持ちいいなって思うように動いてみたら？」

「す、すでにもう気持ちいいんだよね……」

　いつもファルマスが抜き差しをしてくれているように、腰を上げ下げしてみる。ぱちゅ、と根元まで呑み込むと奥が刺激されて体が震え、ゆるく中を擦るだけで背中に快感が走るのだ。

「ん、ん、んっ」

　片手を拳にして引き結んだ唇に当て、意識がとんでしまわないよう堪えながら動く。ファルマスは腰をそっと支えてくれながら、気持ちよさそうにしてメルヴィアを見つめていた。頑張って耐えるもむなしく、すぐ達してしまってファルマスの胸にもたれかかる。はぁはぁと呼吸をする汗ばんだ背中を、ファルマスが撫でてくれた。

「まだまだいけそぉ？」

　ファルマスが下からゴツゴツと突き上げてきた。メルヴィアはよだれが垂れるのを気にすることもできないまま、甘い責め苦に追いやられる。またすぐ達してしまう。

　気持ちよさに頭が痺れて朦朧としてきても、ずっと責め立てられていたい。

「ファルマスく、っすき、すき、すき」

「俺も好きだよ」

　ぐちゅぐちゅに溶け合いながら、それはメルヴィアが気を失うまで続いた。





　　　　○






「メルヴィアさ～ん、そろそろ起きる～？　珈琲あるよ～」

　とんとん、と肩を突かれてメルヴィアは目が覚めた。香り高い珈琲の良い匂いがする。メルヴィアはベッドで眠っていたようで、思い返しても汗ばんだ裸の状態で記憶が途切れている。それが今は肌がすべすべして、ファルマスのＴシャツをかぶっていた。また彼に世話を焼いてもらったのだろう。これは一度や二度ではない。

　ありがとうと手渡された珈琲を飲み、黒いＴシャツにスウェットというファルマスを見やる。あの水色のスライムはもういない。メルヴィアが触手に絡め取られているとき、彼は本当に夢心地で嬉しそうだったのだ。メルヴィアの熱視線に気付いた彼が「なあに？」と表情を緩める。

「その、スライムのことなんだけど」

「アー……ウン。あ、それと、これ買ってきました。お収めください」

　視線を斜め下に反らしたファルマスから、ピンクやラベンダーといったパステルカラーの紙袋を三つ渡された。

「あのとき、ファルマス君は見たこと無いくらい至福の顔してたから、ほんとにしたかったんだなぁって思ってね──あ、可愛い！」

　紙袋の中身は全部下着であった。ショーツとブラのセットが三つ、水色とラベンダー色の可愛らしいものと、つけたことのない黒色のセクシーなタイプ。こういうのも着てほしい、のかもしれない。

「暴走しちゃったから。下着溶かして、ごめんね」

「……ああいうのが好きなの？」

　ファルマスは照れた。図体の大きい男がモジ……としている。

「やってみたかったってゆーのもあるけど、あは、すごく良かった。メルヴィアさんはヤだった？　幻滅した？」

「んん──正直言うとね、ああいうちょっと変わった趣味があるの、なんか安心したの。ファルマス君って淫魔の特性は全て兼ね備えているのに、中身は淫魔らしくないじゃん。だから、そういうこだわり？　があって、腑ふに落ちたというかバランスが取れたというか」

「とゆーことは、またやってもいい……ってことかな」

　きらきらした瞳で見ないでほしい。それにかなりの圧も感じる。

（そ、そんなに好きなの……？）

　必死な迫力に押されて、ついメルヴィアは頷いた。そんなメルヴィアに差し出されたのは小さな瓶で、中には透明のベビーピンクの球体が入っている。揺らすとプルプル震えている。

「まさか、これ」

「お土産にあげるね。メルヴィアさん用にカスタマイズした人工スライム二号だよ。お家にいるとき、一人でエッチしたくなったら使ってみてね。メルヴィアさんの魔力が動力源となって動くよ～」

「一人でえっち!?」

「したことない？」

　ないよ……と小さく言うと、だったら尚更役に立つかもね、と手渡される。

　片手で持てるサイズのスライム瓶は、インテリアとして飾っておいても可愛いかもしれない。まさか自律型えっちなスライムなどとは誰も思わないだろう。

「気に入ってくれるといいなぁ～。使った感想も教えてね、アップグレードするから」

　メルヴィアはファルマスを真似て「あは」と笑った。教えたくない。








４　御目見得









　期末考査の時期がやってきた。学園は二学期制なので、これが終わると長期の休みになる。『極寒！　北ほく嶺りょうで強化合宿　～同意書必須～』や『闘いに明け暮れて、休暇』、『灼しゃく熱ねつマグマ地獄調査隊』などの課外活動に勤しむ者もいれば、のんびり休む者もいる。メルヴィアは後者だ。家で菓子作りの試作をしながら、人間界への留学について少しずつ準備を始める予定だ。

「ファルマスくんはどうするの？」

「俺はたぶん家業を手伝うかな。いつだって応援にきてほしいと言われてて、戦闘になるときはそのときでマァ面白いし」

「あんたたち、それよりも試験のこと忘れてない？　筆記系は余裕だろうけどさぁ」

「それの現実逃避じゃないですか……。ミーアちゃんはどうするの？」

「魔王軍がやってる学生向け短期訓練に参加する予定。メルさぁ、アレの対策するんだったら一緒に考えるわよ？　多分あんた狙われるんだから」

「うぃ……」メルヴィアは頭を抱えて机に突っ伏した。

「アレって魔術基礎実践Ⅱの試験のやつ？　女子組はサバイバル宝探しとほぼ同じ内容だっけ、俺たちはまんま戦闘サバイバルだけど。なんでメルヴィアさんが狙われるの？」

　はぁ、とミーアは大おお袈げ裟さにため息をついた。カッと目を開きファルマスを凄む。

「メルがあんたと付き合ってるからに決まっとるでしょーが！」

「えー……まじかぁ」

　欲しいものは自ら奪い取る、それが魔族である。ファルマスが恋人になったからと、メルヴィアに嫌がらせめいたことはされなかったが、虎こ視し眈たん々たんとチャンスを窺われていることはヒリヒリ感じていた。

「私は戦闘が得意でもないし狙うのにもってこい、早々に脱落させられる……前みたいにモニターで観測されているらしいじゃん。たいしたことない魔族というレッテルを私に貼って、ファルマス君に自分の有能さをアピールするのに良い機会なの」

「開始一秒で脱落しても気にしないよ？　メルヴィアさん自身が辛かったら、そんなの忘れちゃうくらい俺がドロドロに甘やかしてあげる」

「ほんと？」

「うん。俺としてはそっちの方が楽しみかもしれない～」

「ハーイそこまで。あたしがいること忘れてない？　いい、メル。たとえファルマス君がいいのだとしても、あたしは良くない。あんたを見くびってる奴らに一泡吹かすのよ！」

　ミーアの握りこぶしには熱が入っている。メルヴィアよりも力が入っていた。

「ミーアちゃん、でもそもそもは指定されたものを見つける宝探し……」

「それに森から帰ってきてみると俺たちがイチャイチャしているの見せつけられるんだから精神的にはそっちのがダメージくうんじゃ──」

「試験時間中にイチャイチャすんな！　ファルマス君最近ネジ緩めてきたよね!?　っつーかあんたも他人事じゃあないのよ、たぶん囲まれるでしょうね。メルヴィアの恋人の座についたことも、かねてより女子たちの人気をかっさらっていることに対しても、ちょうど鬱うっ憤ぷんを晴らすときなのよ。淫魔ってこういう大規模戦には不向きじゃない」

　森のフィールド範囲を広げ、今回は全クラスで行うのだ。男子組は宝探しなどしない、単純なデスサバイバル試験である。弱い者から狙われ、落とされていくだろう。最初から棄権を希望する者もいて、それを許されたかわりに膨大なレポートを課されている。

「ん～……だろうねぇ。なんか徒党組んでるのも知ってる」

「無様にやられるところ、メルに見せるの？」

　ミーアの煽あおりに、ファルマスは超然とした笑みを返す。

「いや。今回は本気出す」

　おお……、とメルヴィアもミーアも静かに興奮した。

「大人しくしているのももう終わり。おそらくもう知られてしまっているし──メルヴィアさんにダサいところ見せたくないしなァ」

　試験が終わったころには、きっと皆驚いている。メルヴィアはそう確信した。




　期末試験は順調に進んだ。記憶力がすさまじく良いメルヴィアは、暗記ものの試験勉強はせず、レポート課題に集中した。ミーアやファルマスと図書館に向かうこともあり、互いのレポートをチェックしあう。ファルマスは通常最高学年の五回生が取る魔術構築研究を選択しており、レポート内容が高度で複雑怪奇過ぎた。メルヴィアもミーアも分かる訳がなく、「オタクだ……」「これがオタク……天才ってこと？」「オタクの領域わけわからん……」と二人で唸っていたら没収された。怒らせたかもと不安になったが、ファルマスは頬を少し赤らめていた。恥ずかしかったらしい。

「やだ、いつもに増して可愛い……」

「あたしがファルマス君に対してカワイイなぞ思うとかあり得ない……」

「いーから二人とも課題やって」

　そんな風に課題を済ませ、最後に残るは実技試験である。




　学園の講堂は広く、普段は大規模な模擬戦を行うときに使われている。天井はドーム状で、観戦用の二階席と三階席が三方にある造りだ。床はペールオレンジ色で、やや弾力がある不思議な素材でできており、座席は木調である。今、そこには男子生徒がまばらに座っている。

　一階部分の闘技場には運動着を着た三回生の女子が待機していた。今回、東側の森に闘技用フィールド結界が張られ、そこでサバイバル宝探しをする。前回と違うところは、ペアではなく単独行動というところ、守護ワッペンは黄色──二回攻撃を受けるとアウト──、探す宝玉は二つ、という三点である。

　メルヴィアとミーアは二人で柔軟体操をして待っていた。

「ハーイみんな～準備はいいかな～魔術基礎実践Ⅱの期末試験はじめるよ～～～！」

　教師のデヴォンが明るく号令をかけた。メルヴィアの隣でミーアはチッと舌打ちしている。

「ハイ！　まずは女性陣から試験しまぁす。観覧席にいる男子生徒諸君はお目当ての彼女でもいるのかな？　君たちの出番はまだ先だよ～。と、さて！　試験内容は事前に説明してあるとおり、宝玉の隠し場所だけど、今回範囲が広いんで至る所に置いてあるからそんなに苦労はしないかな？　ぶっちゃけ日頃の授業で殆ど成績付けちゃってるから、試験はボーナスポイントだと思ってね～。ヒントは水と空、直径十センチくらいの珠なんだけど、触るとバングルに変わって装着されるからね。今回はホントに宝探しって感じかな～。なお、失格になったら強制転移されて、バングルだけその場に残る仕組みでっす。おけ？」

　はぁーい、と間延びした返事が合唱された。

「んじゃぁみんなバラバラに転移させるよ～」

　デヴォンが両手で柏手を打つと、メルヴィアたちの頭上に大きな円環が現れた。待機している生徒全てを囲む大きさの、白く発光した魔力線である。それがスーっと下りてきて、もう一度デヴォンが柏手を打つ。

「行ってらっしゃ～い」

　白い光が弾ける。次に目を開けると森の中で、メルヴィアは大木の根元にいた。周りに誰もいないことを確認して木の上に登り、枝葉に身を隠した。メルヴィアの作戦は敵と遭遇しないこと、である。負担はかかるが、低度の幻影術で姿を誤魔化しながら移動しようと思っている。

（ホントに宝探しって感じ、ってことは、そのまま意味で水場と空にあるんだろうな）

　地道に探し回るしかない。どちらを優先しようか考え、森に数カ所ある湖を探すことにした。デヴォンは『面白そうだから』という理由で十中八九、水中に宝玉を置いただろう。水中戦なんて御免である。

　メルヴィアは低度の幻影術を自身にかけ、木から木に飛び移って移動した。途中何人かを見かけたが、物音に警戒されても一瞬であればこちらの姿を視認できない。草むらに下りてからは全速力で駆け、湖に到着した。二、三人ほどの生徒がいて、彼女たちは戦闘よりも宝玉回収を優先したようである。試験は開始したばかりなので、今戦っても不利益しかないのだ。

　彼女たちは湖の近くや浅瀬を覗き込んで探しているようだが、デヴォンは確実に水底に沈めているとメルヴィアは予想している。

（こういうところで意地悪さを発揮する先生だもん）

　メルヴィアは湖の方に駆け出しながら幻影術を解いた。続いて、わずかな時間だが水中でも呼吸できるよう、首から頭を覆う風船のような膜を魔術で張った。最後の一歩で大きく踏み込み、湖の中へ飛び込む。森の東側にある湖はどれも透き通るほど綺麗なのだ。メルヴィアは一番深い底へと潜っていく。

　白色や銀色といった小魚たちが気持ちよさそうに泳ぐ中、水底に行き着くとツヤツヤ光る珠が沢山あった。

（やっぱりそうだ。透明だから上からは見えなかったんだ）

　宝玉を一つ取ると、それは形を変えてバングルになり、左手首に巻き付いた。

　メルヴィアが水面に上がると、それを見ていた他の生徒たちも湖に飛び込んだ。今のうちにここから離れよう、と茂みに隠れ、メルヴィアはまず濡れた全身を魔術で乾かした。続いて幻影術で姿をくらまそうとしたところ──ちり、と毛が逆立つような危機感に身を伏せる。右の方から風の刃が飛んできて、メルヴィアがいたところを通り抜けていった。

「あらやだ外れた。反射神経はいいのよね、猫だからかしら」

　攻撃を仕掛けてきたのはナターシアとターニャの二人組である。協力関係を結んだのだろう。クラスは違えど、二人ともファルマスによくアプローチをしかけに来ていた魔族の一人だ。

「……宝玉だったら、あの湖の底にあるけど」

「フォレストさんを脱落させてからでもいいじゃない？」

　まぁ、そのとおりだった。二人の戦闘における力量はメルヴィアよりも上だ。

「逃げたところで、私たちみたいなのは多いわよ。どうやってかしらないけど、ファルマス君のカノジョになったあんたをいびる絶好の機会だもの。……ほんと、どうやったの？　流石狡猾な宰相閣下の娘だわ」

（ファルマス君の件については私が一番不思議がってる）

　彼女たちの気持ちもメルヴィアは分かるのだ。何故あの子が──、と思う気持ち。たぶん、誰が恋人になろうとも思ってしまうものだろう。

「だからまぁ、ここで早々に脱落してくんない」

　ターニャが水の槍を三本出現させてメルヴィアを襲った。メルヴィアは防衛壁を張り、攻撃に砕かれながらも何とか耐えたがこんなのは長く続かない。ナターシアが次の魔術の詠唱をしており、もう防げる自信はなかった。

「……フォレスト家は狡猾な猫だ、ってよく言われる」

「そうね。時間稼ぎの雑談？」

　フォレスト家には血で継いできた特徴がある。抜群に記憶力がいいのだ。魔王はそれを〝完全記憶〟と呼んだ。脳は視界に入ったもの全てを記憶しており、それらは勝手に情報整理されていく。意識的に読んだ本は一度で覚えているし、目の端に入った視覚情報も『一番右の花瓶の花は白薔薇』というようにインプットされているのだ。頭の中にある記憶を引き出すのは少しコツがいるが、本棚から欲しい本を取り出す感じだ。そしてその本棚は、きちんと分類されていて迷うことがない。だから──

「ナターシアさんは、ターニャさんの彼氏と継続的に浮気してますね？　相手は私のクラスにいる、大鵬族のアロン君。皆がいる前で、二人だけのサインを交わし合うのを楽しんでいる……右手の指二つで左腕を叩いて滑らせると〝今日会おうよ〟のサイン、親指で下唇を押さえると〝愛してる〟のサイン」

「なっ……」

「う、うそでしょ!?　いや、待って、そういえばアロン、おかしいところが」

　二人の攻撃体制が崩れた。詠唱は途切れて失敗し、注意が互いに向き始めている。

　ナターシアは豊満な体を持ち、とても美しい淫魔だ。彼女持ちの男を喰うのが好き──というのもメルヴィアは分かっている。ターニャは魔力が高い戦闘系の大鹿族で、ファルマスと一夜遊びたがっている。

「ターニャさんは、ナターシアさんに盗視の魔術をかけて時折カンニングしています──よね？　瑠璃色の飾りが付いたヘアピンを媒介にして」

「なんで分かっ……」

「まさか、防護の魔術式を組み込んでもらった、ってお揃いでくれたアレのこと!?」

　ターニャとナターシアは互いを睨み合い、フゥフゥと口から怒気が漏れる。その隙にメルヴィアは幻影術をこっそり起動させる準備を始めた。

「だいたいなんでこんなこと知ってるのよ！」

「それは──狡猾なフォレスト家の娘だから。教室内で何度もサインのやり取りをされたら自然と解わ読かるよ。ヘアピンは共鳴するときほんの一瞬光ってるし、瑠璃色のそれは湖水石だから付加するとなると盗視か共有の魔術──となれば、カンニング用なのだろうなって。当たりましたね」

　言い争っていた二人は同じような顔をした。なんだこいつは、というぞっとした目である。

　フォレスト家の特徴は、こういった目で見えたものに対しての情報整理を脳が勝手に処理していく、ということにある。サインの解読も、カンニング用なのだろうなという推測も、したくてしている訳ではない。〝こういうことなのだよ〟と脳が解を出して本棚に置いていくのだ。メルヴィアはそれを習得したものの、本来の意味で使いこなしはできていない。メルヴィアの性根とそりが合わないからである。これらを高次元で使いこなし、敵には回してはならぬ宰相として活躍しているのが父だ。

「誰にも言ってないこと、まだあるよ？」

　くす、と小さく笑って小首を傾げた。ハッタリだが十分だろう。二人が二の足を踏んだ隙に、後ろ手に魔方陣を描いていた術式をメルヴィアは展開させた。

「〝私を眩ませて、幻影〟」

　一帯を包んだのは蜃しん気き楼ろうである。目に映る色彩が歪み、撹かく拌はんされ、どこに立っているのか分からない眩暈を起こすのだ。そしてメルヴィアはとにかく逃げた。

（危なかった。仲違いして潰し合わせるみたいなこと、しちゃった）

　兄や父に報告すると多分喜ばれる。フォレスト家は恫喝が得意なのである……。

（もう一つの宝玉は、空……。たぶん、また透明に近い宝玉が、空を飛んでると思うんだなぁ。デヴォン先生やりそうだもん）

　予想は的中していた。魔力で手足に猫の爪を出現させて高い樹高の木を登り、頂点から頭を出して空を見渡すと、羽を生やした宝玉がハチドリのような動きでそこらじゅうを飛び回っている。色味は薄透明の空色、耳の近くを飛んでいくときにブォン……という音がした。

　浮遊魔術で飛ぶか、うまく術式を組んで魔術で捕まえるか。

（ファルマス君が得意そうだな～。この高さで安定した浮遊魔術ができるほどの技量も魔力も残ってないよ）

　近くを飛んでいく宝玉に、エイヤッと腕を伸ばして掴もうとしても上手くいかない。メルヴィアは覚悟を決めた。

（大丈夫大丈夫大丈夫、私は大猫族だし、衝撃を低減しながら下りたらいい）

　ターゲットの宝玉を決めてタイミングを見計らい、メルヴィアは跳んだ。猫が狩猟するときと同じ其れである。空中で宝玉をキャッチし、勢いは良いがそのまま下降、このままだとぶつかる木の幹に両足で着地し、猫爪で引っ掛けようとするも落下。

（ぎゃっ……おち、落ち着け落ち着け）

　落下中に宝玉がバングルに変わり、開いた両手の猫爪を木の幹に突き刺し引っ掛ける。樹皮を裂きながら数メートルのところで止まり、メルヴィアはほっと息をついた。

（あ、焦ったぁあああ）

　左手首にはまった二つのバングルがチカチカと白い光を放ち、メルヴィアの試験は終了した。







「合格おめでとうメルヴィアさん。モニター画面で見てたよ～ジャンプすごかったねぇ」

「ありがとう。三十位以内に入れるとは思ってなかった」

「途中、二人組と相対したとき何て喋ってたの？　音声は聞こえないからさ」

　ファルマスの問いには微笑みで誤魔化した。今なお試験中であり、メルヴィアは講堂の観覧席からモニターを見る。中央画面でミーアが楽しそうに魔術を繰り出していた。

「……ミーアさんは早めに合格するよりも思う存分遊ぶことを選んだんだね」

　こくり、と頷いた。男子組のサバイバルデスゲームにも出たいと言っていたのだ。両腕に炎を纏まとい、近接戦に切り替えたミーアを見て、遭遇しなくてよかったと心から思う。







　女子組の試験が終わり、続いて男子組である。女子は帰ってもいいのだが、殆ど全員が講堂に残り観覧席に座っている。目的は勿論、戦う男たちを眺めるためであり、おそらくデヴォンもそのために試験の時間編成をこうしている。闘いは魔族の娯楽なのである。

『女子にいいとこ見せたい野郎ども～！』

　デヴォンはわざわざ拡声器を持って呼びかけた。うぃーっす、と一階に待機している男子たちが気怠げに反応する。

『前期試験の内容は超シンプルなサバイバルデスゲーム～！　二回やられてワッペンが黒くなったら強制転移が発動するよ～残り二十人になったら終了ね。最後の一人までやるのもいいかなぁと思ってたんだけど、時間かかりそうだからやめました～』

　ファルマスは中央あたりで腕のストレッチをしていた。二階席からのメルヴィアの視線に気付き、ぱちんとウィンクをもらう。メルヴィアの後ろの席から悲鳴が聞こえた。

「あんたの彼氏、罪作りな淫魔だね」

「うーんやっぱりカッコイイ」

『そんじゃあ森に転移させるけど～そうそう！　なるべく森を破壊しないようにしてねぇ。あまり酷い場合にはあとで呼び出しして原状回復の補修ツアーが待ってるんでヨロシク。じゃ、それぞれしゅっぱーつ！』

　デヴォンが柏手を打つと男子生徒全員が消え、試合会場である森へ転移した。試験の様子を映すモニター画面が講堂の空中にいくつも現れる。十数個あるなかで中央を陣取る画面は一番大きく、音声も伝わるようにしていた。

『お疲れの淑女のみなさ～ん！　男たちの闘いを見てあげて欲しいので、モニターたくさん用意したよ～。真ん中の画面は一番熱そうな闘いを映していくねぇ』

　誰かが「三大色男を映してほしいでーす！」と叫んだ。メルヴィアたち三回生のなかで特に美しく色気のある男トップスリーのことだ。誰が決めたのか分からないが、ファルマスも含まれている。

「あんたの旦那、言われてるわよ」

「旦那だなんて、ミーアちゃん」

　中央の画面にデヴォンの顔面がどアップで映し出された。サービス過多な教師なので投げキッス付きである。講堂中から黄色い悲鳴とブーイングが吹き荒れた。

　ハハ、と笑ったデヴォンから切り替わった画面は、転移早々サバイバルデスゲームが開始されたことを映していた。すでにいくつかの場所で闘やりあっている。ミーアが食い入るようにモニターを眺めている横で、メルヴィアはファルマスを探した。

　ファルマスは湖こ畔はんにいた。橙色をまだらに溶かし込んだ銀髪が風に揺れ、木の幹に背を預けてリラックスしている。唇を尖らせているのはたぶん口笛でも吹いているのだろう、まるで敵を引き寄せているようだ。胸の前で両手を動かし、きらきら光る糸のようなものを手指に絡ませて編んでいた。

　メルヴィアの口から「あ、」と呆けた声が出たときには、ファルマスは攻撃されていた。火も水も、氷も風も、考え得る全方位から攻撃魔術が降ってくる──それらはファルマスに届く直前に弾けて消えた。きらきら光る色が薄うす皮かわ繭まゆのようになってファルマスの範囲を包んだのだ。防御壁だろうか。

　ファルマスは顔を上げぬまま手を動かした。近くの樹上から二人の生徒が不自然に落ち、光る糸で腕と胴体をがんじがらめにされて横たわる。

（ファルマスくんの魔術……？）

『面白そうだからメインチャンネル変えまーす』

　デヴォンが言い、中央の大画面にファルマスが映った。観客席からはきゃあきゃあと黄色い声援が飛ぶ。

　画面の向こうでは、ファルマスの三方を囲むように生徒が七人現れた。顔を上げたファルマスはへらりと笑う。

『俺をターゲットに団結したの？　モテモテで困るなぁ』

『一時休戦なだけ。そしてコレに参加してるのはオレたちだけじゃあない。ファルマスのことはキライじゃないが、鬱憤が溜まってるのも事実なんだよな』

『え～、なんで？』

『分かってるくせに、よく言う』

（彼らはこの会話が聞こえているなど思ってもいないのだろうなぁ……）

　鬱憤というのはおそらく、本気だろうが遊びだろうが、ファルマスがモテ過ぎていることであろう。この分だと〝三大色男〟たちがターゲットになっている。一度の浮気は互いに良しとする魔族も、絶対許さない魔族も、色々いるのである。

『僕は！　メルヴィアさんを狙ってたのに掻っ攫いやがって！』

「え──!?」

「言われてるわよメル」

　突然自分の名前が出てきてメルヴィアは焦った。一回生のときに同じクラスだった、同じ大猫族の男子である。

『うまくやったよなぁファルマス。トゥーリエント家の次男として、フォレスト宰相とこの長女を落とすとか。お前ほどの淫魔なら、さぞ簡単だったんだろーな』

　それを言ったのはまた別の男子であったが、メルヴィアはもやもやした。チョロそうだと思われがちなのは知っているし、いちいち気にかける方がどうかしているのだが、イラッとはする。

　ファルマスは無言で手を動かし、紐を編むような動作をした。すると先ほど発言した男子が突然宙づりになる。足首にきらきらした糸が巻き付き、ミノムシのようにぶさ下がっている。よく見れば湖畔一帯の空中に、蜘蛛の巣のような糸が張り巡らされていた。

『あやとり、って知ってる？　魔術に応用できないかなぁって思って研究してたんだけど、これじゃあ〝操り糸〟だよね』

　ファルマスは両手を左右に引っ張る動作をした。ほんの一瞬で残り六人の体がぐるぐる巻きにされ、地面に転がった。やられた方は魔術で糸を燃やそうとしているが、きらきらした糸は奇妙なことに燃えない。

『俺の魔力で練り上げてみた糸だよ～面白いでしょ』

　攻撃はしていないので、地面に転がる生徒たちのバッジの色は変わっていない。だが屈辱的だ。悠々と歩くファルマスは大猫族の男子の前に屈む。カメラワークはばっちりで、垂れ目がとろんとした彼の表情がよく見えた。

『メルヴィアさん、かわいーもんね』

　かつての恋敵に向かい、うっとり笑ってそう言うのだ。

「──────!!」

　メルヴィアは真っ赤になって顔を覆った。モニターの向こうからとんでもない爆弾を放り込んでくれたものだ。うまく呼吸ができず、酸欠で気を失いそうである。

「ヒェ～あんたの旦那すごいわね」

　ミーアですら素直に感心している。観覧席は一時無言になり、言葉にならない悲鳴に溢れた。

　ファルマスは軽い足取りでその場を去って行く。悔しそうに彼を睨み付ける襲撃者の顔が映り、画面が入れ替わった。

『はあん、彼はやめたんだねぇ』とやけに落ち着いた声色で言ったのはデヴォンである。するどい目つきになっているのはファルマスの組んだ術式を解析しているからかもしれない。

　各地で激しい戦闘が続く。魔術であれば何でもアリなので使い魔を召喚している者も少なくない。まるで無防備に歩くファルマスは何度も奇襲をかけられた。デヴォンが見ていたいのか、そうなると中央画面にファルマスが映る。彼はそのどれをも躱し、防ぎ、カウンターを返した。そして徐々に皆の意識が変わっていった。ファルマス・トゥーリエントはあんなに強い魔族であったか？　である。

　戦闘能力に長けている大鵬族が近接攻撃を仕掛けてきたときは手慣れた様子で受け止め、炎属性の魔術を込めた右脚のハイキックでカウンター。ファルマスはダメージを負っておらず、「ライラちゃんよりも軽い」と言った。毎日妹とやっていることなのだ。

　上空から重力制御の魔術をかけられ押しつぶされそうなときは、頭の上の空気の層を掴むような動きをして地面に叩きつけ、魔術そのものをねじ伏せた。続いて辺り一帯に津波を起こしたのだ。膨大な魔力がいる。なのに彼は平然と微笑んでいた。

　おかしい、と皆が思い始めた。闘い慣れし過ぎているし、魔術の扱いも高度、連戦で膨大な魔力を使っているのに平気そう。なにより魔力量が、たぶん桁違い。──若輩の淫魔であるのに？

（本気だ。今まで見せてこなかったファルマス君の本気だ……）

　デスサバイバルは残り三十名となったら終了である。ファルマスは最後までその調子で残った。

　彼と戦った生徒の誰かが「ファルマスお前、今まで弱ぇフリしてたのかよ」と言った。観覧席で彼の闘いぶりを見ている者も思っていることである。

　ファルマスはぱちぱちと瞬いた後、うっすら目を細めた。青色の瞳が凪ぐ。

「もう隠す必要もないから」

　そう言ったとき、どこか遠くを見つめた彼の瞳には憤怒の陰りがあった。







　それからしばらく、ファルマスはたくさんの同級生から軽くパンチを受けることになった。『最初っから本気出せやこの野郎』という激励である。ごめんごめん訳があって、とファルマスは取りなし、上手くやっているようだ。

「いやー……強いだろうとは思ってたけど想定以上の強さだったわ、ファルマス君。でも少し──いや、少しじゃないけど、彼の魔力量どうなってんの」

　ミーアは感心を通り越して呆れた口調だった。

「正直、底が知れない。憶測が噂を呼んでるよね」

　淫魔とは思えない、まるで古竜種のような魔力の多さに、とある噂も立っている。かつて悪名高い淫魔が起こした《羊の姫》監禁事件のように、そういう者を囲っているのではないかと嘯く者もいる。ほぼ冗談で言われているものだが、メルヴィアはそれがあながち遠いものでもないと確信を持っていた。




　そして最近よく見かけるようになったのが、ファルマスの妹であるライラが三回生から声をかけられている場面だ。道端や渡り廊下、図書館やカフェテラスで所謂ナンパをされている。彼女は友人と一緒にいることが多いので、そのときは難なくあしらうことができるのだが、今は別だった。

　図書室の三階、ライラは机に本を広げており、その両隣を男子に陣取られ話しかけられていた。『長期休暇、暇なら俺の家に招待してもいい？』だの言われ、見るからに困っている。メルヴィアは彼らの正面に立ち、コンコンと机を叩く。

「ライラさん、遅くなってごめんなさい。行きましょうか」

「！　メルヴィア先輩、はい、行きます──では」

　ライラはすくっと立ち上がり、本をまとめるとライラの傍に寄ってきた。助かりました、と目線で伝えてくれる。図書館を出ると二人して同時にため息をついた。

「メルヴィア先輩、ありがとうございました。最近、三回生の先輩方に声をかけられることが多くって。迷惑かけるかも、ってファル兄には言われてましたけど、こういう方向だったなんて」

「ファルマス君がね、この前の実技試験で大活躍し過ぎてしまって──ライラさんに近づいたらいいことあるかもしれない、って勘ぐった魔族が出てきたのね」

　ライラはぴたりと足を止め、メルヴィアを見つめた。黒曜石のような瞳は濡れたように輝き、真っ直ぐこちらを射貫いてくる。探りをいれるのではなく問うている、実直な目線だった。

「メルヴィア先輩は──。ふふ、そうですよね」

　口元だけで笑んだライラに、メルヴィアは頷いた。

「憶測の噂は、異質な噂で上書きしてしまえばいいと思うの」




　異常なほど多いファルマスの魔力、箱入りで育ったというライラ、毎日行っているという兄妹の戦闘訓練、彼女の研究になみなみならぬ執着を見せるデヴォン先生。今まで実力を見せてこなかったファルマスが『もう隠す必要もないから』『大人しくしているのももう終わり』と力を発揮し始めたこと──それはライラが学園に入学したことと、父と兄がぼやいていた《羊の姫》の残党が起こした先日の事件はたぶん繋がっている。

　知られるところには知られたのだろう。ライラはきっと《羊の姫》のような存在である。

　以前感じた、ライラから流れてくる花のような精気は特別なものだった。《羊の姫》のように、彼女の精気を摂取すると本当に魔力量が上がるかどうかは定かでないが、メルヴィアですら〝特別〟なものだと肌で感じた。そして外見も淫魔らしくないことで異質さが増している。

　トゥーリエント兄妹はそもそも目立つのだ。ファルマスの兄、長兄のアルフォードは絶世の美を持つ奔放な淫魔として浮き名を流しているし、ファルマスも言わずもがな。妹のライラは人間との半魔、黒髪の淫魔として入学当初は噂になった。

　だったら〝そもそも異質な兄妹〟として認識されればいい。メルヴィアの考えた作戦が、今目の前で行われていることである。

　校門から入ってすぐの中央芝生に、ライラと友人、彼女に言い寄っていた男子生徒が三人、メルヴィアとファルマスが集まった。ライラの友人代表として来たレオナルドと名乗る生徒は不機嫌そうに腕組みしている。心配でついてきたのだと言う。

「ええと、長期休暇中のお誘いについてなんですが、私の蹴りに耐えられるようでしたらご招待に応じます。……で、ほんとに宜しいのでしょうか、先輩方」

　躊躇ためらいがちに言うライラに、彼女を狙っている三人はニコニコ頷いた。そんなことでいいのなら、と余裕の面持ちだ。新入生の、戦闘種族でもない淫魔の打撃を防御できない訳がないと思っている。

　人通りも多い場所なので、なんだなんだと野次馬も集まってきた。

　仲介役はメルヴィアである。何度断ってもしつこく絡んでくる先輩方、誘っても誘っても色よい返事をしない頑なな後輩、ならば決着をつけてみてはどうかと持ちかけた。ルールは簡単で、男子たちには直径二メートル程の陣の中に立ってもらい、ライラの蹴りを一撃受ける。防御はしてもよく、その陣の中から出なければ勝ち、押し出されてしまえば負けだ。

「ではまずグレッグさん、どうぞ」

　メルヴィアは大虎族のグレッグを陣の中に誘導した。近接戦闘を得意とする彼は自信満々で、腕に軽く防護術を施して構えた。

「では、いきます」

　グレッグの正面に立ったライラは一つ深呼吸をし、中段回し蹴りをした。グレッグはきちんと打撃を受け、ドッ……と重い音を響かせて彼の体が吹き飛んだ。衝撃を散らし切れず、芝生の上をごろごろ転がっていく。「え……」と呆然と呟くのは残り二名の挑戦者である。

「はい、では次、ジョージさんどうぞこちらに」

「え、あ、え……？」

　そうして残り二名も同じように飛んでいった。転がったままライラを見つめ、何が起こったのか分からないという顔をしている。野次馬の面々も同じような顔をしていて面白い。

　ライラは彼らに駆け寄って正座し、小さく礼をした。

「私、近接戦闘が得意なんです。すみません、私に有利な勝負を持ちかけて」

「なる、ほど……？　ライラさんって、ファルマスの妹で、淫魔だよね……？」

　グレッグが訊くと、待ってましたとライラは快活に微笑んだ。

「はい。私、特異体質なんです」

「兄ちゃんたちと毎日訓練してきたしねぇ」

　ファルマスがライラの肩を抱いてニタリと笑い、ダメ押しする。〝特異体質〟というのは便利な言葉なのだ。稀ではあるが一定の確率で誕生する特異体質は何でもアリなところがある。そして特異体質が排出される家は余所の家よりも確率が高いのが現状だ。

「ああ、特異体質……いやほんといい蹴りだったよ。じゃあファルマスもそういう感じ？　お前もちょっと淫魔の属性からハミ出てるところあるじゃん。この前のサバイバルデスゲームのときとかさ、すごかったし」

「俺ぇ？　どうだろ。あんまり考えたことなかったけど、言われてみればそういうところもあるかもね」

「思えばファルマスの兄貴のアルフォード様とか突出しまくった淫魔だしさぁ……トゥーリエント家って実は特異系？」

　この台詞を引き出すことに成功し、メルヴィアは心の中でガッツポーズをした。野次馬たちも「なるほどね」と頷いており、噂が広まるのは時間の問題であろう。

「上手くいきましたね。フォレスト家のやり方って感じですよ、先輩」

「お褒めくださりありがとう、レオナルド君。上手くいかなかったら暴れ回るつもりだったんでしょう」

　二つ下の青年は瞳孔を縦長に開き、薄く笑った。ミーアと同じく、捕食者の獰どう猛もうさが垣間見える。

　今まで、ファルマスはじめトゥーリエント家に守られてきたライラは、学園に入学して彼のような味方も作っている。ファルマスが変わり始めた要因の一つかもしれない。




　メルヴィアの目論見通り、トゥーリエント兄妹は特異体質だと噂が広まった。正確には妹の方なのだが、ファルマスもそれに準じて特異だからこそあれほど魔力量が多いのだろう──と言われている。そもそもが眉唾物の存在である《羊の姫》という言葉は聞かなくなった。

「メルヴィアさんのおかげだねぇ。俺もガンガン魔術使えるようになったし」

「今思えば、私がこうしなくてもファルマス君がこういう形にもっていったような気がするの。余計なことした？」

「全然。仲介役がメルヴィアさんだからこそ、噂に信しん憑ぴょう性が出るんじゃない。フォレスト家の名は伊だ達てじゃないよぉ」

　鶏肉とケールで作られた緑のテリーヌを口に入れ、ファルマスは一階の食堂を見下ろした。昼休みの食堂はがやがやと賑わっており、二階の特別席にいるメルヴィアたちの声などかき消される。

　二階はテーブルが三つしかなく、裏メニューのスペシャルコースのときしか解放されない。オペラのボックス席のような様式で、一階の大部分が見渡せる造りになっている。テーブルには赤いテーブルクロスが敷かれ、スプーンやフォークの銀食器が左右に並べられていた。

「美味し。学食の裏メニューって想像以上だな。サバイバル宝探し、勝ち残って良かった」

「うん。これは皆が躍起になるのも分かる」

　テリーヌの次はじゃがいもの冷製ポタージュだ。とろみがあって甘い。

「メルヴィアさんはさ、どっちだと思ってる？」

　ライラが本当に《羊の姫》なのか。その精気を毎日摂取しているファルマスは、だからこそ魔力量がとんでもないのか。

「私はどっちでもいいと思ってる」

　たぶん、ライラの精気は魔力量を上げる効果がある──でもそんなことを確証させてしまったら混乱が起きる。あやふやなままでいた方がいいものも、ある。

「家族を守りたいと言っていたファルマス君は、すごく大きなものを抱えてるんだね」

　メルヴィアがこう言うことで、《羊の姫》のようなものだと確信していることは伝わっただろう。ファルマスは力を抜き、柔らかく笑った。

「今回はメルヴィアさんも守ってくれた。ありがと」

　守れたのなら、良かった。

　今回のことで、メルヴィアにもこういうことができるのだと少し自信がついた。父や兄のように強かに暗躍することは難しいし、あまりしたいとも思わないが、大切な者たちのためなら技能を発揮したい。それには研けん鑽さんが必要で──きちんと指導してもらい、場数を踏まなければならないだろう。

「私も、頑張る。ファルマス君といるとやりたいことが増える」

　それはとても嬉しい。




　メルヴィアの父が帰ってくる時間は日によって違う。深夜に目が覚めると、階下からぼそぼそとした会話が聞こえてきて、父と兄が晩ばん酌しゃくしているのだろうと分かった。

「おかえり二人とも。ねぇ、今ちょっといい？」

「ただいまメルヴィー。ごめんね、起こしたかい？」

「ううん。何となく目が覚めたの」

　父たちは清酒を飲んでいたようだ。小さなグラスの横に、メルヴィアは水を入れたコップを置く。彼らのおつまみにチーズと胡桃くるみを用意し、父の向かいに座った。

「フォレスト家の技能の使い方を、もっとちゃんと知りたいの。忙しいかもしれないけれど、教えてくれる？」

　リラックスモードであった父も兄も姿勢を正した。意外だ、と驚かれても無理はない。今まで興味を示さなかったのはメルヴィアなのである。

「それは勿論いいけれど……どうしたのメルヴィー。自分には向いてないと判断し、そして私たちも同意した。政治の世界に興味がわいた？」

「ううん、父さんや兄さんのようになりたいとも、なれるとも思ってない。でも、技能があるのなら使いこなしたいと思ったの。守りたいときに守れるように……それじゃ駄目？」

「そう思ってくれて僕は嬉しいよ。ま、今でも最低限は教え込んであるから大丈夫。そうだな、たまに仕事を手伝ってもらおうかな」

　兄はカチンとグラスを合わせた。父も「そうだな、場数を踏めばいい」と頷く。メルヴィアはほっとして水を一気に飲んだ。

「しかしあれか……？　メルヴィーの心境の変化は、最近できた彼氏の存在か？」

　含んだ水を吹きそうになった。父を恨めしげに見つつ、ゲホゲホと噎せる。

「お前の彼氏……ファルマス・トゥーリエント君なんだろう……？」

　父は自分で言いながら、ぐぅっ、と呻いた。どういう感情なのか分からない。

「兄ちゃん、まさか淫魔だなんて思ってもいなかった……。メルヴィーは絶対好きなタイプじゃないだろ、相性合わないだろ、って。なのに……しかも、あの、トゥーリエント家」

「私は正直淫魔が苦手だ！　だが、ファルマス君なら、認めない訳には、いかなくなる……ッ」

「やっぱり父さんって淫魔苦手なんだね。そんな感じがしてた」

「学生時代、ウブでカワイイ子猫ちゃん～って淫魔の女に弄ばれそうになったらしい」

「へえ～、兄さんよく知ってるね。そういえば兄さんも、夜会でそういう声かけられてたところ見たことあるなぁ。淫魔にモテるの？」

　兄は黙秘した。

「ファルマス君なら認めない訳にはいかない、って、やっぱりあれでしょう。ちょっと前に《羊の姫》の残党が起こした事件、ファルマス君も関わってたんでしょう」

　だからファルマスは方針を転換したのだとメルヴィアは思っている。

「……そうだ。メルヴィーが薄々気付いているから言うが、少し前に誘拐事件が起こった。被害者を救出しに向かった者の中にファルマス君はいて、詳しく報告書をあげてくれたのも、事情聴取に一番協力的だったのも彼だ。彼が使った魔術の数々は精緻で高度、本心から驚いたよ。本当にできるのかと問うと実演してくれたしね。まだ若いのに大した男だ」

　被害者というのはおそらくライラである。やっぱりそうだ──と、メルヴィアの頭の中で仮説が繋がった。

「《羊の姫》の事件は昔の話だよね。今の魔王が粛正したはずなのに、まだ残党がいた──少し前の誘拐事件は、今代の魔王の失態とも言える。父さんたちは、ファルマス君たちに借りがあるのね」

　父は大きなため息をついた。魔王の失態、というのは言い過ぎかもしれないが、全くないとも言い切れない。威厳の問題である。

「良い縁だと思う。……大事にしなさい」

　父は年長者特有の思慮深い微笑みを浮かべた。メルヴィアたちより百年は長く生きている貫かん禄ろくを感じる。

「うん！　今度、父さんが休みのときにファルマス君連れてくるね」

「い、嫌だ！」

　一転して子どものような叫びに、メルヴィアも兄も笑った。







　前期の授業が全て終わり、二ヶ月間の長期休暇に入った。メルヴィアは菓子作りの練習と、フォレスト家特有の記憶術および情報整理術の訓練をする日々だ。父や兄に資料を渡され、これから起こるかもしれない事件等を思索したりもしている。ぶっちゃけ仕事の手伝いである。

「ミーアちゃんは今頃魔王軍で訓練、ファルマス君は家業の手伝いで……人間界かなぁ」

　このところファルマスは忙しいようで、最後に会ったのは五日前だ。そのときは人間界の日本という国に行き、和菓子屋めぐりをした。やさしい甘みのものが多く、上生菓子のねりきりは芸術性があって強く印象に残っている。フランスかベルギーで修行した後、日本で修行しようかなと考えて計画を立てている。休みの日に人間界の各地を連れ回してくれるのは、メルヴィアの将来を見据えてだろう。

（根っからの世話焼きだよねぇ。……会いたいなぁ）

　メルヴィアさん、と甘く囁くファルマスを思い出す。五日前の始まりの合図はそれだった。ファルマスの大きな手で頬を包まれ、どろりと溶けるような瞳を向けられて、メルヴィアは誘うように小さく口を開けた。侵入してくる舌に舌を絡ませると、いつの間にか服は脱がされていて、あとは本能のままに睦み合うだけである。

　この前の情事を思い出し、メルヴィアは無意識に膝を擦り合わせた。

（あ、会いたい）

　時刻は夜、十時半である。二日後には会う約束をしているし、ファルマスは多忙の最中。我慢するべきだ。

　──そのとき、棚にある小瓶がメルヴィアの視界に入った。ピンク色のスライムが入ったそれは、小さなサボテンの隣にちょこんと置いてある。一人でエッチしたくなったときに使ってねと贈られた人工スライムである──。

「……」

　メルヴィアは小瓶を取り、ベッドに上がった。キュルキュルと蓋を回して開け、瓶を逆さにするとシーツの上にスライムがぽとんと落ちた。

「魔力ってどうやって注げばいいのかな」

　メルヴィアは魔力を右手に込めてスライムを撫でた。透明のスライムの内部がポウ……と光り、『起動しますか』と文字が浮かぶ。はい、と答えるとメルヴィアの魔力がスライムへと流れていくのが感じられた。簡易契約の状態だと察する。

（ひぇ～ファルマス君すごいなぁ）

　スライムはメルヴィアが両手で抱えられるくらいの大きさに膨らんだ。ぷるるんと震える様はゼリーのようで美味しそうにも思える。

『どうされましたか』

　スライムの体に文字が浮かぶ仕組みのようだ。

「えっと……ファルマス君に会いたいなぁって思ったら、ちょっと、うずうずしてきて……」

『ボクが慰めて差し上げてもいいですか？』

「慰めるって？」

『気持ちいいことです、メル様。ボクはマスターにプログラムされています』

「マスターってファルマス君？」

『イエス。ボクはメル様専用のスライムです。信用なさって大丈夫だと判断します』

　気持ちいいこと、とは一人エッチのことだろう。してもいいものなのだろうか、すごく……背徳感を感じる。

『気持ちいいことをするのは良いことです。マスターもボクも、一度はメル様に使ってもらいたいと願っています。ダメですか？』

　メルヴィアは感動した。悩んでいたメルヴィアの内心を、人工スライムは慮おもんぱかってくれている。

（こんなの造っちゃうなんて天才なんじゃないのファルマス君）

「あの、じゃあ、お願いします。嫌って言ったらやめてくれる？」

『もちろんです、メル様』

　スライムから二本の触手が伸びてくる。まず胴体に巻き付かれ、ゆっくりベッドに仰向けにされた。続いてルームウェアのハーフパンツを脱がされ、ショーツも同じようにスルリと引き抜かれていく。新たな触手が両脚に巻き付き、膝を折り曲げながら左右に開かされてゆく。

「え、あの、どうなってるの」

　そう呟くと、新たな触手がメルヴィアの眼前に現れて文字を成した。

『視覚情報がある方が望ましいですか？』

「う、うん」

　メルヴィアはよく分からないまま答えた。

『了解しました。鏡を用意します』

　パチン、と小さな光が弾け、メルヴィアのベッドの天井に鏡が現れた。そう、メルヴィアが今どんな状態になっているのかよく分かる──お腹の部分は触手が巻き付き、その先は乳房のところに向かおうとシャツの下に潜りつつある。何も履いていない下半身はスライムに押し広げられ、霰も無い状態でさらけ出された蜜口に新たな触手が向かっている。

「わああああやめてやめて！」

　自分のそんな格好など見ていられなかった。鏡は一瞬で消える。

『期待に添えず申し訳ありません』

「うぅ……キミは悪くない……。てゆか、キミは魔術が使えるの？」

『イエス。メル様にご奉仕させていただくために、いくつかの魔術が組み込まれています』

　ご奉仕＝一人エッチのはずである。

「……鏡を使うことが、あるの？」

『イエス。マスターは考え得る全てのパターンを計測しました。マスターはとても勉強熱心です』

「ああ、うん、そうだね……それはすごく感じます」

　スライムの触手が胸に伸びてきて、マッサージするように撫でられる。また別の触手が蜜口の縁をなぞり、花芽のところも吸い付かれている。

『続けても大丈夫でしょうか』

　気配り上手なスライムにメルヴィアは頷いた。口を開けば変な声が出そうだからだ。

　両胸の先端にスライムが張り付き、ぷるぷる動き出した。まるでファルマスに舐められているような錯覚が起き、引き出される気持ちよさに背中がぞわりとした。

　両腕にもスライムが巻き付いてきて腕を頭の上に上げさせられる。どうやっているかは分からないが、彼らは血行をほぐすようなマッサージを始めた。

（き、気持ちいい）

　秘所をなぞっていた触手が、ちゅぷりと蜜壺に侵入した。浅いところで出入りを繰り返したり、円を描くように動いている。焦れったい動きにメルヴィアの腰が自然と揺れた。すると触手が太くなり、もう少しだけ奥に入ってくる。すりすりと隘路のある部分を擦ってきて、そこはファルマスがよくメルヴィアを善がらせている箇所だった。

（私用にカスタマイズしたって言ってた、もんね……っ）

　はぁはぁと息をしながら、声が出てしまうのを我慢する。ぶるりと体を震わせると、陰核に吸い付いていた触手が動き出した。溢れ出ている愛液をすくい、くるくると陰核を転がされる。ひくりと蜜口が震えると、その触手は陰核を捕らえて吸い付いた。

「ひっ、あ、……っ」

　乳首の先も同じようにジュウッと吸われ、メルヴィアの背中が弓なりになる。トドメのように陰核部分がぶるぶると震え、メルヴィアはあっという間に達した。

「っは、あっ、────！」

　びくんと体が跳ねた後も、ひくんひくんと蜜壺が収縮するのが続いた。その体を労るように触手たちはマッサージを続け、メルヴィアの呼吸が落ち着いてようやく離れていった。触手たちは丸い球体のスライムに戻り、横になったままぼうっとしているメルヴィアの傍にポヨンと転がる。

『いかがでしたか？　大丈夫でしたでしょうか。問題はありませんでしたか？』

「うん、問題は、なかったです……」

『データを保存します。これは今後の活動に有効に使われます。。。』

　すごい、自律思考型で学習システム搭載なのだ。売れば凄まじい人気商品になるのは間違いない。何しろ──メルヴィアでさえ、寂しい夜はまたお願いしようと思ったのだから。実はじんじん痺れて火照った体がうずうずしている。

『メル様、もう一度しましょうか？　今度は奥まで侵入してもよろしいでしょうか。ご希望の愛撫があれば応えられます。マスターのペニスを模すこともできますよ』

　メルヴィアの体のことはお見通しなのか、スライムはそう表示した。にゅるりと出てきた触手の先が、ファルマスの陰茎の形に変わる。二号もできるんだ、と手を伸ばすと、触手がゆるゆると近づいてくれたので掴んでみた。つるりとしているが芯が入っているようなしっかりとした感触がある。

「……こんなに大きかったっけ」

『はい。マスター本来のものを考えるとまだまだ大きくすることができますが、メル様の負担を考えてこのサイズに落ち着かせています。メル様の体の開発に合わせて変化させているはずです』

「そういえばそーゆーことも言ってたなぁ。……開発って何のこと？」

『……黙秘モードにはいります』

「……」

『ま、マスターに作られたボクが言うのも何ですが、マスターはとても器用な魔族だと思われます』

「そうだねぇ、そして優しいね」

『愛撫を続けますか？　それとも回復マッサージを──着信が入りました。メル様、ファルマス・トゥーリエントに会いたいでしょうか』

「会いたい」

『了解しました。それでは転移魔方陣を展開します』

「えっ」

『お伝えするのが遅れました。ボクとマスターは感覚を共有しています。それでは、いってらっしゃいませ』

　感覚を共有している？　人工スライム二号が？　こんなに離れていたとしても？

　混乱の渦にたたき落とされた最中、ヴン……とメルヴィアの周囲に魔方陣が現れて光に包まれる。

「待って、下着とズボン……！」

『必要ないかと存じ上げます』

　無慈悲に視界が白く染まった。




　じゅくん、と水音がしたのと同時に、メルヴィアが「あん」と声を漏らした。

「メルヴィアさん、いらっしゃい」

「こんにちは、ファルマス君……」

　転移先はファルマスの自室のベッド、胡座を掻いた彼の上に跨がる格好だった。

「あは、位置情報完璧だねぇ」

「や、まって、あっ、あ」

　スウェットをずらして飛び出したファルマスの屹立を、スライムに解されてトロトロになったメルヴィアの下のお口が上手に咥え込んでいた。転移してすぐ挿入されたのだ。下からコツコツと突き上げてくるファルマスはいつになく愉しそうである。

「スライム使ってくれたんだねぇ。どうだった？　ちゃんと気持ちよかった？」

「う、ん。でも、感覚が共有されるなんて聞いてない！」

「あは。ごめんね、言ったら使ってくれないと思って。あ～メルヴィアさんのなか気持ちい～」

「確かにそれを聞いてたら使わなかったかも」

「最初はやっぱり上手く作動できるか不安もあってさぁ。問題はなさそうだし、感覚共有は切ることもできるから……許してくれる？」

　しゅんとした顔をされるとメルヴィアは弱い。ファルマスの前髪をかき分けて、額に軽くキスをした。もとよりそんなに怒ってないのである。

「ありがとぉ。ねぇ、スライムはどうだった？」

　とても気持ちよかった──と思い出しながら斜め下を向いたら、ファルマスが笑う。

「あんな人工スライム造れるなんてすごすぎる。商品化したら爆発的に売れるよ」

「あれは俺の執念のたまもの。量産なんて無理無理」

「なるほど執念かぁぁぁ」

　ファルマスは楽しそうに目を細めて白い歯を見せた。メルヴィアの両脇に手を差し込んで体を持ち上げ、ずりゅんとペニスを抜く。ベッドにメルヴィアを寝かせ、パチンと指を鳴らして互いの衣服を剥ぎ取った。

「俺もずっと会いたかったぁ。ここんとこ、人間界に違法滞在してる奴ら摘発するので忙しかったんだよね」

　覆い被さるファルマスに獣耳をはむはむ食まれ、メルヴィアはぞわぞわした感触に震える。

「おつかれさま。怪我とかしなかった……？」

「ダイジョーブ。思いっきり戦うのも楽しいしね。今回はライラちゃんも初参加したから、大丈夫だろうとは思いつつもその心労がこたえたかな」

　なるほどなぁ。人間界での戦闘において、魔術というより物理攻撃を得意とするライラは適任であろう。

「イイコト考えたんだけどさぁ、メルヴィアさんのこの獣耳収納特訓もしようよ。今から人型の耳にしてさ、セックス中に獣耳に変わっちゃったら失敗ってことで催淫入りの精液を中に出しちゃう。上限は五回までにするから」

「エッ！　待って、三回でも出されたら私は……！」

「うん、ぐちゃぐちゃのトロトロになっちゃうねぇ。でも気持ちは良いでしょ？」

　最初こそ、緊張やセックスに対する恐れのようなものが防波堤になっており、催淫の効き目は実は低かったのである。身も心も開いた今となっては、両手を広げてファルマスの催淫を待っている──。

「正体をなくすぐらいだから、恥ずかしいは恥ずかしいの」

「俺ねぇ、溶けちゃってるメルヴィアさんが垂らしてる涎好きなんだよね～……めちゃくちゃ甘いの」

「ヒェェ絶対涎出さないようにしとこ」

「あは、たぶん無理だよ。それより獣耳出さないようにしなぁ。セックスの刺激でも耐えられるようになったら、人間界でもそうそう大丈夫でしょ」

　はい収納して～、と獣耳を手で押さえられ、メルヴィアはぽしゅんと収納した。代わりに人型の耳を生やす。

「はい、お口あーん」

　言われたとおりにメルヴィアが口を開け、ファルマスが舌を絡めながらキスをしてくる。舌を擦りつけあい、唇を吸われ、いくらかするとファルマスが離れていく。うっとりと微笑んでメルヴィアを見下ろす彼は、いつだって美しい。

「そんじゃあ始めよっか」

　ファルマスはまたパチンと指を鳴らした。ベッドの下からゴトンと何か倒れる音がし、続いてキュルキュルと金属のものがこすれる音がした後、シーツの上に這い上がってきたのは水色の透明な塊である。

「待って、ちょっと待って」

「だいじょーぶ。触手責めはしないよぉ。メルヴィアさんもスライムに慣れてきたっぽいから、ちょっと使うだけ。ほら、こんな感じに」

　メルヴィアはファルマスの手によってくるんと転がされ、うつ伏せになった。そこにスライムがメルヴィアの腹の下に潜り込み、質量を大きくする。大きなソファクッションのようになって、メルヴィアのお尻を持ち上げた。ファルマスに向けて突き出しているような形になる。

「ほら、こうした方がメルヴィアさん楽じゃない？　夜は長いんだし」

　ファルマスが後ろから蜜口の中に指を入れ、ちゅぷちゅぷと空気をはらませるように混ぜた。もうすぐファルマスのものがくるという期待に指を締め付ける。

　熱くて大きいものが押し当てられ、ファルマスはゆっくり入ってきた。奥まで穿ち、またゆっくり抜き差しを繰り返す。ずちゅう……と焦れったくゆっくり中を擦り上げられ、メルヴィアの体は次第にふるふる震え始めた。じっくりじっくり快感を練り上げられていく感じ、「あぁっ……」と声をあげながら深呼吸する。

「頑張れ～我慢だよ～」

　よしよしとお尻を撫でられ、もどかしくも悩ましい抽挿が続く。

「あっ……も、むり……っ」

　ぞくぞくぞくっと快感が走ったあと、全身が弛緩する。人型の耳は消えて獣耳に戻ってしまった。

　こちゅんと奥に衝撃を受ける。敏感になっている最中の刺激に背中を反らし、頭の細胞が上塗りされるような熱い波が押し寄せた。ファルマスが射精したのだ。はっ、はっ、はっ、と息が上がっていく。

「はぁい耳直そっかぁ。ねぇ、次はどんな感じがいーい？」

「い、いっぱい、突いて……」

　ゆっくりされるのも好きだが催淫後にちょっと激しくされるのも好きだった。

　ファルマスの両手にがしりと腰を掴まれる。ああ、くる──と思うこの瞬間がたまらなかった。

　ぱちゅんと二人の粘液が混ざり擦れる水音を響かせながら、さっきよりも早いスピードで奥を穿たれてゆく。ファルマスの動きに合わせてメルヴィアの腰も奥へ奥へと揺れた。そのうち余裕がなくなってきて吐息漏らしながら責め苦に耐える。

「あっ……まって、あっ──」

　メルヴィアのそこはファルマスの肉棒を欲しがり、貪るように収縮して絡みついた。そこにまたファルマスの精液が放たれる。

　ぜぇはぁと呼吸し、獣耳を震わせた。こんなの耐えられるはずがない。

「だいじょーぶ？　一旦休憩しよっかぁ」

「やだぁ、もっとする」

「あー……もうトロトロになっちゃってる……配分間違えちゃったかなぁ。俺もずっと我慢してたからセーブできてなかったかも」

「だめ？」

　ぷにぷにしたスライムのベッドに頬を擦りながら、後ろを振り返った。ファルマスの顔も上気し、溶けていきそうなほど甘い瞳をしている。さっきまで中に入っていたペニスは太く張り詰めたまま濡れて光っており、メルヴィアは唾を飲んだ。

「駄目じゃないよぉ」

　ファルマスがメルヴィアの片脚を持ち上げて、もう一度中に入ってきた。メルヴィアが横向きに寝たままでいられるようにスライムの形状が変わる。とても楽だ。ファルマスの抽挿に身を委ね、本能のままよがった声をあげる。

　ファルマスの精液がまた放たれて体はびくびく震え、脳が麻薬のような快感に溶け落ちそうになっていく。メルヴィアが不安なのは堕ちていく自分のことではなく、ファルマスも気持ちいいのか、ということだった。

「ねぇファルマスく、は、ちゃんと気持ちいい？」

「どーしたの？　俺はもちろん気持ちいいし……幸せだよぉ」

「私はファルマス君にももっと気持ちよくなってほしい……ファルマス君も私に堕ちてほしいの」

　ファルマスが陰茎をずるりと引き抜いたので、メルヴィアは身を起こして膝立ちになった。どろどろと膣口から二人の愛液が流れ落ちる。

「俺はずっと前からメルヴィアさんに堕ちてるんだけど？」

　メルヴィアはくったりとした熱い体を動かし、ファルマスの首筋にキスをした。そのまま胸にもたれて押し倒し、鎖骨を舐め、胸筋に舌を這わし、乳首を舐める。腰を上げてそそり立った陰茎に蜜口を当て、じゅぷんと呑み込む。たくましい腹筋を手でさすりながら、ぎゅうっと彼のモノを締め上げた。

「どうすればいいのか、教えてくれる？」

「あは。いいよぉ、一緒に考えていこ？」

　ファルマスが腰を支えてくれながら上下に動く。頭がくらくらしながらも、はぁはぁと息を荒らげる彼を見下ろせるのは眼福だった。途中、下から何度か突き上げられ、また熱い飛沫を中に感じた。

　気持ちよくなってくれた──と幸福感が去来したのも束の間、ファルマスはパチンと指を鳴らしてから状況が変わる。背後から数本のスライムの触手がやってきて、メルヴィアの上半身に巻き付いていく。

「えっ、ファルマスくん、これ」

「さ、獣耳をしまおうか。一緒に考えてくれるんだよね？」

　両腕は拘束され、触手がメルヴィアの乳房を揉みつつ、乳首を苛めてくる。きゅうきゅうと中に入った肉棒を締め付けてしまうと、下からファルマスが愉しそうに突き上げてくる。更には触手がメルヴィアの花芽にも接触をはかってきた。

「やっ、あ、ファルマスく、いまはだめ、あっ──」

「あー……かわい……」

　とろんとしたファルマスに見つめられながらまた達した。白い光が脳裏を灼いて離れない。倒れてしまいそうになる身体は触手が支えてくれていて、ぷにゅりとした体感が気持ちいいのだが磔にされているような感覚もあった。

「はぁっ、はぁ、はぁ」

「だいじょーぶ？　ちょっと休憩しようよ」

「あっ、うん、う、っ」

　むにゅりつるりと触手が外れていき、ファルマスがメルヴィアを支えるために両脇へ手を差し入れた。その刺激だけで背中がしなり、びくびくと蜜壺が痙攣する。

「やっ、なにこれ、止まらない」

「……これ、は。ちょっと頑張ってね」

　ファルマスがメルヴィアの体を持ち上げて、じゅぽんとペニスが抜かれたが、メルヴィアのそこは寂しさに一層ひくついた。続いてポヨンと寝かされたのは、最早なじみ深くなってきたスライムの塊の上である。脚を折りつつ丸くなるよう、メルヴィアを包むように形態を変えていく。

「あまりにも敏感になってるから、ちょっと薬草茶作ってくるね。少しそのまま横になっていて」

「……ヤ。さみしい、もっとしたい、いれてほしい」

「……これ以上はメルヴィアさんの体に負荷がかかるから、煽らないでください」

「う～～～」

　スライムはメルヴィア自身の肌と肌が擦れ合わないように彼女を取り込んでいった。ほんの少しの刺激で過剰に反応してしまうようになっているからだ。それを確認して、ファルマスは薄いブランケットをかける。

「俺、ずっとメルヴィアさんに会いたかったから……抑止力がちゃんと効かなかったのかも。本音を言うとまだまだヤりたいんだけど」

「しようよぉ」

「一旦落ち着いてからしよぉ？　夜はまだまだ始まったばかりだし」

「ん……」

　待っててね、と言うと、ファルマスはスウェットズボンだけ履いて部屋を出て行った。

（私いまそんなにヤバイのかな……）

　スライムから一本の触手が伸びてきて、メルヴィアの額に張り付いた。その部分だけひんやり冷たく、気持ちがいい。

「優秀だねぇ君たち」

『光栄の至り』

「わーお。スライム一号君は喋れるんだ。少年のような声だね」

『ボクはマスターの細胞を基礎に取り込んでいます。子どもの頃のマスターの声に酷似したものと思われます』

「ファルマス君ってこういう声してたんだ。へぇ……」

　そのまま目を瞑って待つこと数分、ファルマスが帰ってきた。少し濁った黄緑色の飲み物を持ってきている。ベッドに腰掛けた彼はそれを口に含み、メルヴィアの唇を塞いだ。やや苦みのある液体が口のなかに入ってくる。ごくんと飲むと、また口移しされるのを二回繰り返し、頭を撫でられた。

「中和剤みたいなもんだよ。どうかな」

　どくどくと煩かった鼓動が少し落ち着き、クラクラしていた頭の靄が晴れた。ファルマスが欲しいのは変わらないが、先ほどまでの衝動は引いている。

「少し、平気になったかも」

　それを聞いたスライムが離れていき、メルヴィアはベッドの上に座ることになった。膝を擦り合わせてもゾワゾワした快感が起こることはない。

「じゃあさ、軽く何か食べつつゲームでもしようよ。今日は泊まってくれるよね？」

「うん、泊まってく。ゲームしたあとは……？」

「んー？　とりあえず一回はエッチしていい？　朝まで耐久してみたいけど今日じゃないか」

　はは、と冗談めかして言うファルマスの肩に、メルヴィアは額を寄せた。ファルマスがやりたいことは、メルヴィアのやりたいことでもある。

「……また、いつか。朝まで保たずに私は気絶するだろうけど」

「あは。ギリギリのところを攻めていくから、覚悟してねダーリン」

　低く甘く呟かれた声音に腰が痺れた。
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　朝──というより、昼前である。メルヴィアは重い体を起こし、自分の部屋ではない匂いを吸った。

「わぁ」

　自分の体を見下ろして驚いた。胸やお腹や内腿に無数の内出血が咲いている。ファルマスの方も似たようなものになっているはずだ。何故ならこれはメルヴィアが始めたことで、あらかたファルマスを吸い尽くしたあとに自分にも付けてと強請ったのである。ちゃんと覚えている……。

　昨夜は軽いサンドイッチをつまみつつ、テレビゲームをしてから、セックス後半戦の流れになった。一回では終わらなかったのでこの有様だ。

「うぅ……」

　最近、自分の性欲が酷くないかとメルヴィアは悩んでいた。半分はファルマスのせいだが、催淫は促すものであって無から生まれるものではない。そもそも己の中にある欲求なのだ──メルヴィアは図書館で調べ済みだった。

　でもファルマスはメルヴィアがどろどろに溶けていくと、危険で獰猛なオーラを強めながら心底嬉しそうな顔をしてくれる。そして湖のような青色の瞳の中に、銀色の星がチカチカ光るのを見る。魔力濃度がぐわりと上がり、甘い匂いが一層増すのを彼は知っているのだろうか。

（ファルマス君は嬉しそうだし、まぁいっか）

　結局悩んでもこの結論に落ち着くのであった。

　そんなファルマスが部屋にいない。適当に服を借りようと引き出しを探り、そういえばそもそも下着がなかったことに気付く。

（一旦部屋に転移して取ってこようかな）

　確実に自室へ転移できるよう魔方陣と座標を空中に描いていると、いくつか紙袋を抱えたファルマスが帰ってきた。

「あっメルヴィアさん起きてた！　おはよう！」

「おはよう～。昼前になっちゃったけど」

「いや俺目覚めるのお昼まわると思ってたんだよね。だって昨日あんだけさぁ……んん、メルヴィアさんの体力増えたね？」

　ベッドの傍に来たファルマスは紙袋を置き、中のものを次々に取り出す。メルヴィアが目を剥いたのは彼の鎖骨である。一般的なＴシャツを着ているのだが、少し屈んだだけで真っ赤な内出血が見えるのである。

「ああコレ？　あは、かわいかったねぇ？」

　メルヴィアの目線に気付いたファルマスが、鎖骨を剥きだして痕をさすり、愉悦に満ちた表情で笑うのだ。

「こっちも見る？」

　ぺろりとＴシャツの裾を捲ると、胸部から腹部にかけて赤い痕が無数にあり、へその下にも続いていく。

「ギャーッ」

「あは。あはははは！　……んん、えとね、メルヴィアさんの服とか持ってきたよ」

　これとかどう？　と渡されたのは薄花色のワンピースである。エンパイアラインで丈は長く、ふわりとした質感だ。続いて置かれたのが同じ色合いのブラ、ショーツセット。

「ありがとう～今から着る！」

「気に入ってくれた？　まだ他にもあるよ」

　手品のように、紙袋から女物の服や下着がたくさん出てくる。「こんなに……？」とメルヴィアが心配したら、「人間界の方のグループ会社のモノだから気にしないでねぇ。色々手広くやってまぁす」と返された。

「せっかくだからお昼ご飯食べていってよ。実は用意してるんだよね」

　ワンピースに着替え、屋敷の中を案内される。やっぱり広くて城みたいだ、と思いながら、二階から一階に下りたところでやたらキラキラ光を放つ御仁がいた。薄緑色のベールをかぶったような銀髪に、ファルマスと似た青い瞳を持ち、顔を成すパーツ全てが完璧で、美の結晶のごとき男である。

「やあ、愛らしい子猫ちゃん」

「ヒィッ」

　喋りかけられただけで鳥肌が立った。この魔族は知っている、むしろ学園で知らない者などいない。

「朝帰りですか兄貴？　俺の彼女のこと、見ないでくれます？」

「ふふ──ご紹介にあずかりました、ファルマスの兄であるアルフォードです。以後、お見知りおきを、フォレストさん」

「紹介にあずかってねーよ」

「あ、う、こんにちは、お邪魔しています」

　圧倒的な美を目の当たりにすると、誰しもがうまく動けなくなるのである。

「もしファルマスといるのが辛くなったら、僕が忘れさせてあげますよ。覚えていてくださいね」

　アルフォードが顔をずぃっと寄せてきて呼吸が止まりそうだったところを、後ろからファルマスに抱き寄せられた。目を手で覆われて前が見えなくなる。

「そんなことにはならない。これ以上は怒るよ兄貴」

「ふふ。ごめんごめん。弟をよろしくね、メルヴィアさん」

「はい」

　目を覆っていた手を外されて見えたのは、慈愛に満ちたアルフォードの微笑みだった。ファルマスがライラのことを語るときのような、兄の顔をしている。

「あっ、ライラー！」

　アルフォードは玄関ホールに出てきたライラを見つけ、駆け出した。そのまま勢いも止めず飛び込んでいこうとし、ライラは構えの姿勢から蹴りを繰り出した。アルフォードは片手で防御魔術を展開して弾き、再度抱きしめに行こうとする。二人はその繰り返しを繰り広げる。

「……いつもこういうことやってるの？　屋敷の中で？」

「うん。兄貴はライラのベロチューを狙い、ライラはそれを阻止するために頑張ってる。ちなみに内装が壊れても、自動修復魔術がかけてあるよ」

「……べろちゅー」

　そりゃあ強くなるわけである。

「さっ、ご飯食べに行こー！　今日は野菜カレーなんだよねぇ」

　外観からは想像がつかない温かみのある居間だった。メルヴィアたちがカレーに舌鼓を打っていると、遅れてライラとアルフォードもやって来て、一緒に食べたのであった。
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　二ヶ月間の長期休暇後、久々の登校に生徒たちはかなり元気で、学園のあちこちが賑やかだった。メルヴィアのクラスも同様である。

「あーッ！　魔王軍楽しかったなぁ！　早く暴れ回りたいわぁ」

「楽しかったんだねぇミーアちゃん。卒業後の希望進路、確定？」

「まーね。この調子で研鑽積んだら入隊できるって太鼓判押してくれたし。メルヴィアの休暇は何してたの？」

「お菓子作ったり、父さんと兄さんに指導してもらったり、ファルマス君と会ったり、かな。私も進路について考えて、ある程度決めたよ」

　へぇ、と目を開いたミーアがぱくりとクッキーをかじる。この休暇でメルヴィアが腕を上げたアイシングクッキーで、白と水色で繊細なレース模様を描いたものである。

「綺麗なだけじゃなくて美味しいねこのクッキー。それで、どうすることにしたの？」

「学園を卒業したら人間界のベルギーって国と日本っていう国にパティシエ修行に行く。それで魔界に戻って、パティスリーを開きたい。お菓子を売るだけじゃなくて、私の技能も使ってお悩み相談を受けるプチカフェを併設するの。立地は学園近くがいいなぁと思ったり。どうかな？」

　ミーアはニカッと溌剌と笑った。

「いいんじゃなーい！　お悩み相談はすぐ予約制になっちゃうだろーね」

「実現したらミーアちゃんも来てね」

　行く行く入り浸る～、とミーアに頭をぐりぐり撫でられているところ、ファルマスが登校した。「おはよう」と言うと、挨拶とともに茶目っ気たっぷりな投げキッスが返ってくる。

「ミーアさん、久しぶり」

　メルヴィアの隣に座ったファルマスに、ミーアはにんまりと目を細めた。

「おはよう。休暇中、大活躍だったみたいじゃない。魔王軍でお噂は兼ね兼ねだったわよ」

「えー……まじ？」

「マジマジ。散々暴れ回ってたらしいじゃん。魔王軍に入ってほしいけど、トゥーリエント家の仕事が忙しいから無理だろうな～とか言われてたわ」

「あ～……確かに誘われたっけなぁ」

　人間界での違反者を検挙した、というやつだろう。なかなか大変で忙しくしているのは知っていたが、魔王軍に乞われるほど働いていたとは知らなかった。

　ファルマスは魔王軍に興味がなさそうだ。そうだろうなぁとメルヴィアは納得するが、ミーアは引っかかりを覚えたらしい。

「ファルマス君はどうするの、将来」

「俺はねぇ……秩序を守る家業を手伝いながら、大切なものを守ってのんびり暮らす、かな」

　ファルマスは簡単に言うが、〝秩序を守る家業の手伝い〟も〝守ること〟も生半可なものではない。

「ねぇダーリン」

　蜂蜜を羽で包んだような声でファルマスに呼ばれる。

　大らかな微笑みに、「うん」とメルヴィアは頷いた。








　　　　　◇　◇　◇









　学園から南に行ったところに、人気のパティスリーカフェがある。白いレンガと木を組み合わせた建物で、水色の三角屋根、店先には陶器鉢に植えられた草花や低木が並んでいる。

　店の主は大猫族の可愛らしい女性で、何でも人間界で修行を積んだらしく、菓子はどれも美味しいと評判だ。持ち帰りがメインだが小さなカフェも併設されており、ケーキと共に紅茶や珈琲も注文できる。

「ねぇ予約取れたってほんとー？」

「ほんとほんと！　ドキドキするな～」

　カフェには予約枠があり、なかなか取れないことで有名だった。店主によるお悩み相談室で、小さい悩みから仕事の相談まで何でも聞いてくれる。『悩みを聞くだけ』と銘打ってあるが、相談者が資料や情報をきちんと持っていった場合、適切なアドバイスをくれるらしい。ある魔王軍の幹部は、彼女のおかげで難事件を解決に導いたとも言われている。

「あんたは何相談するのー？」

「そりゃあ……目下毎日悩んでることだよ」

「まさか恋愛相談!?」

　恋愛ごとの相談も評判なんだよォ、と学園の制服を着た女子学生が唇を尖らせた。

「あー……そうだ、じゃあ店主の旦那さんもいたらいいよね」

「運が良ければいるらしいね。めちゃくちゃカッコイイ淫魔だそうじゃん」

「しかもすごく優しそうなんだって！」

　運が良ければ、店主の旦那が店番しているのに遭遇できる。淫魔の旦那は店主のことが大好きなようで、客がいようと店主を誘惑したりイチャついたりしているらしい。お悩み相談も一緒にのってくれる場合もあるだとか。

「あっ、あの青い看板のところじゃない？」

　噂通り、やわらかな雰囲気のする店だった。こんにちは、と店内に入ると甘い香りに包まれる。ガラスケースに飾られた宝石のようなケーキ、タルト、棚には籐籠に入れられたクッキーやフィナンシェなど各種焼き菓子が並んでいる。

「いらっしゃいませ」

　菫色と水色がマーブルになった獣耳を持つ女性がふんわり笑った。可愛らしくて優しそう、この方が店主だったらいいなぁと女子学生たちは思った。

「メル～お客さん？」

　奥の方から出てきたのは、橙色を混ぜ込んだ銀髪の大柄な男性だ。女子学生たちは大らかさと獰猛さが複合された彼の美しさに呼吸を忘れた。学園にいる淫魔の誰よりも、強烈に惹き付けられてやまない。彼はメルと呼んだ女性の肩を引き寄せて、獣耳にちゅっとキスをした。

「ファル君！　お客さんいらっしゃるから！」

「あは。いらっしゃーい」

　女子学生たちは息を詰めて顔を赤くした。そんな、この程度で赤面するほど初心ではないのに動揺した。

「あ、の、今日のお悩み相談室を予約している者です」

　カチコチに緊張して言う女子学生に、店主はぱぁっと弾ける笑みを浮かべた。

「お待ちしていました！　ではケーキを一つ注文してくださる？　お友達もご一緒されますか？」

「は、はい」

「お友達も相談事があればお話してくださいね。せっかくだから」

「希望があれば俺もご一緒するよぉ。手伝えるのは魔術で解決できることだけだけどねぇ」

　なんと幸運なのだろう！　女子学生たちはこくこくと頷いた。

　店の夫婦は顔を見合わせ微笑み合う。

　そして客に言うのである。

「『メルファトリア』へようこそ」








終










猫は淫魔の夢を見る


片思いかと思ったらめちゃくちゃ愛された件
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